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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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──かの者が裁かれ、

神に逆らう者とされますように。

たとえ祈っても、罪に定められますように。

（詩編百九篇七節）






「こちらです、猊げい下か」

　空港を出た直後、控ひかえめなホーンがカテリーナの耳を打った。目を上げれば、車くるま溜だまりに停車したセダンの傍かたわら、男が一人、手を振ふっている。

「寒い中、ご苦労でしたね、ワーズワース博士」

　ツイードの三みつ揃ぞろえできめた〝教プロフ授エツサー〟をねぎらうと、麗れい人じんはコートを翻ひるがえして歩き始めた。

　ローマでは、昨夜から今朝方にかけてかなりの量の雪が降ったらしい。凍とう結けつした石いし畳だたみに足を取られぬよう慎しん重ちように歩を進めながら、顔を隠かくしたサングラスを押し上げる──今回のローマ入りは極ごく秘ひであるため、今日は法ほう衣えも枢すう機き卿きよう杖じようも携たずさえていなかったのだが、それでも透とう明めい度の高い麗れい貌ぼうは人目をひくには十分すぎるものだ。すれ違ちがいざま振り返ってゆく通行人の視線を立てた襟えりで遮さえぎると、カテリーナは随ずい行こう者しやたちを振り返った。

「また、雪が降り出しそうですね……急ぎましょう、二人とも。法サン王・ピエ宮トロに参さん内だいする前に〝剣パラツのツオ・館パーダ〟に寄らねばなりません」

「そうはおっしゃいますけどね、カテリーナさん、これ、やたら重くって……」

　寒さに歯を鳴らしながら情けない声を返したのは、随行者の一方──白い外がい套とうを着込んだ丸眼鏡めがねの若者である。不景気な表情といい、両手に提さげたボストンバッグにひきずられるようなその足取りといい、あぶなっかしいことこのうえない。

「だいたい、なんだってこんなに荷物が多いんです？　まさか死体でも入れてんじゃ……うひゃおうっ!?」

　悲鳴があがったときには、足を滑すべらせたアベルは顔面から石畳に倒たおれ込んでいる。大の字の姿勢のまま凍こおった路面を滑っていって街灯に激げき突とつ。落下してきた積雪に押し潰つぶされたその姿は、それきり見えなくなった。

「……警けい戒かいを勧かん告こくする、ナイトロード神父」

　無ぶ愛あい想そうな声の主は、歩道に盛り上がった雪山を見下ろしたいま一人の随行者である。ショルダーバッグを左右の肩かたから提げたその小こ柄がらな若者は、雪山から覗のぞくボストンバッグだけを器用に引きずり出すと、それきり同行者の安否を確かく認にんもせず、黙もく々もくと車のトランクに積み込み始めた。

　一方、それを手伝うでもなく、〝教授〟は火の入っていないパイプを口にくわえた。

「結構な荷物ですな……引っ越こしでもされるおつもりですか、猊下？」

「あら、あれでも、着き替がえとちょっとした身の回りのものだけなのですよ」

　いかにも心外げに麗人は首を振った。

「今回の滞たい在ざいは長引くかもしれませんからね……それで〝教授〟、枢機卿コンチス会議トーロの状じよう況きようは？」

「は、メディチ枢機卿もいろいろと動かれているようですが、これまでのところは大きな変化はありません」

　急に鋭するどいものを眼光に含ふくませた主君に対し、背筋を伸のばした〝教授〟は明めい晰せきな口調で答えた。

「一部の若手を除けば、枢機卿の大半は猊下に好意的な中立を貫つらぬかれるのではないでしょうか？　今回の査問を切り抜ぬければ、異い端たん審しん問もんが実じつ施しされる可能性はまずないかと思われます」

「この数日が勝負ということですか……それにしても、あのご老体たちの事こと勿なかれ主義に感謝することになるとはね。皮肉だわ」

　そう苦く笑しようするカテリーナの声の底には、苦い響ひびきが滲にじんでいる。

　先のブルノ戦せん役えきで発生した一連の不ふ祥しよう事じ──教皇アレッサンドロの誘ゆう拐かいと派は遣けん執しつ行こう官かんヴァーツラフ・ハヴェルの反乱を、彼女の最大の政敵フランチェスコ・ディ・メディチ枢機卿は見み逃のがさなかった。傘さん下かの異端審問局を動かしては、妹を異端審問にかけるべく様々に画策しているらしい。

　だが、カテリーナにとって幸いなことに、これまでのところ異母兄の策動はさして大きな成果をあげていなかった。というのも、教皇庁の最高意志決定機関で、異端審問の実施を最終的に決定する枢機卿コンチス会議トーロが、一いつ貫かんして彼女寄りの立場をとっていたためだ。

　教皇庁の権けん威いの復活を唱え、大だい胆たんな改革を提唱して熱ねつ狂きよう的な支持を受けるフランチェスコだったが、反面、改革によって既き得とく権けん益えきを失う年配の高級聖職者たちからは極きわめて危険視されていた。そして、彼ら抵てい抗こう勢力がフランチェスコを牽けん制せいする対抗馬として期待を寄せているのが、他ほかならぬカテリーナなのである。その彼女を、連中がみすみす政敵の手中に委ゆだねるとは思えない。

「でも油断は禁物です。しょせん、あの年寄りどもは我が身がかわいいだけ。私を守りきれないと見れば、さっさと手を引いてしまうでしょう」

「然イグザクりトリイ。さりながら、今回の不祥事に関しては十分に勝ち目がありますね。謹きん慎しん一ヶ月に聖せい職しよく禄ろく一年分返上……ま、そんなところでしょう」

　枢機卿にして国務聖省長官、ミラノ公こう爵しやくにして現教皇の姉──今後も、カテリーナの栄えい誉よと権勢に翳かげりが落ちることはないはずだ。

　だがしかし──

（私の手は汚よごれている……）

　一点の染しみもない純白の手て袋ぶくろに、カテリーナはふと目を落とした。

　弟を権力の祭さい壇だんに贄にえと捧ささげたこの手。部下を死と絶望の淵ふちに追いやり、数多くの血を流してきたこの手──たとえ大海の水で洗い清めようと、この汚けがれが落ちることはけっしてない……

「……どうしました、カテリーナさん？」

　のんびりとした中にも心配げな響きを帯びた声が、カテリーナを現実に引き戻もどした。

　ふと顔をあげれば、ようやく雪崩なだれから這はい出してきたらしいのっぽの若者がのほほんと上司の顔を覗のぞき込んでいる。いや彼だけではない。セダンの傍かたわらの紳しん士しもトランクに荷物を収納し終えた小こ柄がらな青年も、そろって彼女を見守っている。

「どうしたんです、急に黙だまり込んじゃって……ははあん、さてはお腹なかでも空きましたか？」

「いいえ……」

　心配げに問うてくるアベルに向け、反射的にカテリーナは微び笑しようを返した。

「なんでもありません。ちょっと考え事をね」

　そう、ここで彼らに言ったとて詮せん無なきことだ──一つ頭を振ふって、カテリーナは埒らちもない思考の迷めい宮きゆうをあとにした。相変わらず気き遣づかうような部下たちに甘やかに笑えみ返すと、そのまま、セダンの後部座席に乗り込もうとする。

「さ、急ぎましょう。ぐずぐずしていると、また雪が降ってくるわ。私、寒いのは苦手で」

「──カテリーナさま！」

　軽けい薄はくだがどこか慌あわてたような声が、甲かん高だかいエンジン音に重なって響いたのはそのときだった。

　咄とつ嗟さに、カテリーナと〝教授〟を挟はさみ込んでアベルとトレスが背中合わせに銃じゆうを抜いたときには、道の向こうから疾しつ走そうしてきた一台の車が、悲鳴めいたブレーキ音をあげて停車している。

「よかった！　まだ無事だったんですネ！」

　直後、車内からまろびでてきたのは、世界中の軽薄を集めて人の形に固めたような青年だった。節操なく脱だつ色しよくした長髪ロンゲと妙みようにキザな二ふた重えまぶたが地味な司教服とそぐわぬこと甚はなはだしい。青年──バレンシア司教アントニオ・ボルジアは今にも麗れい人じんに抱だきつかんばかりに大きく手を拡ひろげたが、直前、鼻先に銃口を突つきつけられて急停止した。

「……銃をおろしなさい、神父トレス」

　無表情にＭ13を突きつけている部下を窘たしなめると、カテリーナは青年に向き直った。

「いったい何事ですの、ボルジア司教？　お出で迎むかえにしては、少々、慌あわただしいですわね。それに、〝まだ無事だった〟とは？」

「そ、それですヨ！」

　主あるじに叱しつ咤たされたトレスが無表情に銃をおろしたときには、まるで魔ま法ほうのような鮮あざやかさでアントニオはカテリーナの側そばにすり寄っていた。あまつさえ、馴なれ馴れしく手など握にぎってさえみせる。だが、その無礼とて、直後、彼の口にした言葉に比べれば問題にもならぬものだった。

「カテリーナさま……ボクと一いつ緒しよに逃にげましょう！」

「……はあっ？」

　彼女をしてこのような表情をさせたという一事だけでも、バレンシア司教は歴史に名を残す資格があったかもしれない。珍めずらしく点になった目をしばたたいているカテリーナに向けて、軽薄才子はなおも熱くかき口く説どいた。

「さあ、早く！　嗚あ呼あ、貴女あなたと一緒なら、たとえ絶滅ダーク・地帯ランドだろうと帝てい国こくだろうと、ボクは……」

「ち、ちょっと待ってください」

　いきなり語り始めたアントニオから一歩引くと、カテリーナはたじたじと手を振った。

「逃げるとは、いったいどういうことです、ボルジア司教？　私は別に──」

　なんとかまっとうな会話を成立させようとしたカテリーナだったが、彼女が企き図とした台詞せりふを言い終えることはついになかった──道の向こうから轟とどろいた巨きよ大だいな爆ばく音おんが、その声を遮さえぎったからだ。

「マズい！　遅おそかったか！」

　道路の角を曲がって現れた巨大な影かげに、アントニオが悲鳴をあげた。

　犀さいを彷ほう彿ふつとさせる巨きよ影えい──それは、二輛りようの重六輪装そう甲こう車しやだった。まるで荒こう野やでも走るかのように疾走してきたかと思うと、立ちつくすカテリーナから十メートルと離はなれていない路面を塞ふさぐように急停止する。

「特カラビ警ニエリ!?」

　カテリーナの口元がかすかに強こわ張ばった。装甲車の装甲板に描えがかれたそのマークは〝神ヴイのネア鉄ム・槌ドミニ〟──異い端たん審しん問もん局きよく傘さん下かの特務警察の紋もん章しようだ。

「なぜ、特警がこんなところに!?」

　ブレーキ音の残ざん響きようが消え去る前に、装甲車のハッチは開いている。そこから飛び降りてきたのは機関マシン拳銃ピストルを携たずさえた特務警官たちだ。そして、精密機械じみた素す早ばやさでカテリーナを取り囲んだその動きは、あたかも抵てい抗こうする凶きよう悪あく犯はんを制圧しようとしているかのようにすら見える。

　一方、それに反応した派は遣けん執しつ行こう官かんたちが、それぞれの得物に手を伸のばすが──

「……こらこら、君たち、やめたまえ。いきなり銃なんてかまえるもんじゃない」

　殺さつ到とうする殺気の向こうからかかったのは、およそこの場にそぐわぬのどかな声だった。

「いやしくも、枢すう機き卿きよう猊げい下かに対して、無礼な真ま似ねはするもんじゃないよ。まったく恥はずかしい……あ、これは失礼しました、猊下。部下の非礼はどうかお許しくださいませ」

　まるで時候の挨あい拶さつでも口にするように頭をさげたのは、装甲車の車内から最後に出てきた士官だった。おさまりの悪い黒くろ髪かみからベレー帽ぼうをとると、恭うやうやしく胸の前に持っていく。

「私、異端審問局から参りましたブラザー・マタイと申します。メディチ枢機卿の命めいを受け、猊下をお迎むかえにあがりました者です。どうぞよろしく」

　温和を絵に描かいたようなその若者──ブラザー・マタイの風ふう貌ぼうはおよそ肩かた書がきの陰いん惨さんさとはそぐわぬものだった。特警の制服などよりは、僧衣カソツクの方が遥はるかに似合うであろうその士官に、カテリーナはやや毒気を抜ぬかれた顔で会え釈しやくを返した。

「そうですか、それはご苦労さまでした、ブラザー・マタイ……でも、わざわざの出迎えはありがたいのですが、謹きん慎しん中の身故ゆえ、エスコートはご遠えん慮りよさせていただきましょう」

　麗れい人じんの言葉に、マタイはただでさえ細い糸目をさらに細めてみせた。だが、次の瞬しゆん間かんにはその手には、魔法のような鮮あざやかさで小型の自動拳銃が現れている。警けい戒かいしていたトレスさえ対応できなかったその速さは尋じん常じようなものではない。

「……まことに残念ですが、猊下、これはエスコートなどではないのです」

　だが、カテリーナの眉み間けんに銃口を向けた異端審問官の台詞はさらに尋常ならざるものだった。

「我が異端審問局は、新ノイエ教・ヴア皇テイ庁カーンへの通敵容疑で猊下を拘こう束そくいたします──抵抗されるのはご自由ですが、その場合、不本意ながら実力を行使する準備があることは警告しておきましょう」
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「本当によろしかったのでしょうか、猊下？」

　ミラノ公の拘こう禁きんとラテラノ離り宮きゆうへの移送──ブラザー・マタイからの報告を取り次いだシスター・パウラの声はいつもどおり静かだった。

「スフォルツァ枢機卿を拘禁しては、問題が大きくなり過ぎるのではありませんか？　故意に取り逃にがすという選せん択たく肢しもあったと思うのですが」

「血判状の血液をＤＮＡ鑑かん定ていさせた……間ま違ちがいなく、あの女のものだったそうだ」

　窓辺から法王宮を見下ろしている偉い丈じよう夫ふの返答は限りなくそっけなかった。

「これで、枢機卿コンチス会議トーロも横よこ槍やりを入れられん。異端審問は問題なく実行される」

「いえ、おそれながら、私が危き惧ぐしておりますのは枢機卿たちの動向ではございません。スフォルツァ枢機卿を火か刑けい台だいに送った、そのあとの話にございます」

　珍しくも〝死の淑しゆく女じよ〟の横顔にかすかな逡しゆん巡じゆんの色がある。有能な社長秘書を思わせる静かな口調で、異端審問局副局長は自みずからの発言を補足した。

「これで、事は部下の監かん督とく不行届ではすまなくなりました。新教皇庁への通敵ともなれば極刑をもって臨のぞまねばなりません……ですが、スフォルツァ枢機卿は聖下の異母姉。それを火刑台に送り込んだ場合、かなりの反発が予想されますが？」

「それでも、我らはやらねばならんのだ」

　午後から、また粉雪がちらつき始めていた。白く染まった法王宮に人気はなく、寒々とした空気に覆おおわれている。だが、手にしたファイルを睨にらむフランチェスコの瞳ひとみはさらに冷たく、厳しい。

「新教皇庁参加者リストの原本……まさか、こんなものが見つかるとはな」

　多くの聖職者の名とその隣となりに赤い拇ぼ印いんが押された書類を忌いまわしいもののように投げ出し、枢機卿は熱い息を吐はいた。八十時間前、新教皇庁の本拠地であったブルノのシュピルベルク城で発見されたこのファイルが送られてきたときは、さすがの彼も胸の動どう悸きを抑おさえきれなかったものだ。

　最前、パウラが指し摘てきしたように、部下の監督不行届と反逆行こう為いでは問題の質がまるで異なるものだ。これでカテリーナは政治の舞ぶ台たいどころか、この世そのものから追放されることになるだろう……しかし、フランチェスコの表情は、政敵を倒たおした感かん慨がいからはほど遠いものであった。

（これでは事が大きくなり過ぎだ……）

　カテリーナの失しつ脚きやく──それは、フランチェスコにとって望むところだった。教皇庁の権けん威いを守り、内外に強きよう硬こう策さくをもって臨む異母兄に、あの妹はことごとく反発してきた。ブルノ事変での不始末を槍やり玉だまにあげて彼女を失脚させることは、彼にとってはまさに宿願とさえ言えた。

　しかし、処しよ刑けいとなると話は別だ。

　いやしくも枢機卿、しかも教皇の異母姉を異い端たんとして火刑台に送るとなれば、周囲の動どう揺ようがあまりに大き過ぎる。下手をすれば、フランチェスコ自身にとっても命取りになるかもしれない。

「だが、だからと言って、ここに至ってカテリーナを見み逃のがすわけにはいかん……誰だれかが泥どろをかぶらねばならんのだ。その覚かく悟ごがなくば、今の教皇庁は救えん！」

　舞まい散る雪を映した軍刀色の瞳ひとみにあるのは、強固にして無私な信念──ただ、それだけだ。

　もし今、教皇庁が滅ほろびるようなことになれば、絶対的な権威を失った人類社会は再び、闘とう争そうの時代を迎むかえるだろう。同どう胞ほうの血を流し、互たがいの力を削そぎ合うことになろう。それも、疲ひ弊へいした人類を吞のみ込もうと狙ねらっている敵の目の前で。

「せめて、〝奴やつら〟をこの地上から消し去らぬうちは、我らも滅びるわけにはいかん。そのためなら、多少の犠ぎ牲せいはやむをえん……」

　短く呟つぶやいて、フランチェスコは窓に背を向けた。暖だん炉ろではぜる炎ほのおの輝かがやきが、枢すう機き卿きようの横顔を緋ひに染めている。

　後世おそらく、いや確実に自分の名は悪名として残るだろう。だが──

「誰かが手を汚さねばならんことなのだ」
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「問題は、異い端たん審しん問もん局きよくがどこまでやるつもりなのかだね」

　パイプに火をいれた〝教授〟が広げたのは、ローマの市街図である。現在彼らがいる〝剣つるぎの館やかた〟とカテリーナが移送されたラテラノ離り宮きゆうに赤いピンを刺さし、中年紳しん士しは難しい顔で腕うでを組んだ。

「ミラノ公は仮にも枢機卿、しかも聖下の姉君だ。その彼女を本当に火刑台に送るだろうか？」

「振ふり上げた拳こぶしは下ろさねばならない……彼らはやるつもりだと思いますね」

　冷静に問題を提起した〝教授〟に、僧衣カソツクの襟えり元もとを直しながらアベルは答えた。囁ささやき声になっているのは、奥の倉庫でなにやらやっているトレスに聞こえることを憚はばかってのことだ。

「事態は最悪です……楽観はできないかと」

「ボクにとっても最悪だヨ。前に申告したリストの中にカテリーナの名前がなかったもんで、奴やつら、ボクのことまで疑ってる」

　まるでこの世の不幸を一身に背負っているような顔で嘆なげいてみせたのは、この場にあって唯ゆい一いつの部外者、バレンシア司教アントニオ・ボルジアである。ちゃっかり暖炉の前に席を占めた若い貴族は長髪ロンゲをチェックしながら舌打ちした。

「彼女を庇かばって、わざと申告しなかったんじゃないかってサ……そんなことあるわけないじゃないか。自じ慢まんじゃァないケド、ボク、女の子に尽つくされるのは得意だけど、尽くすのはニガテなんだよネ」

「……それでアントニオさん、あなたがケルンで燃やした例のリストにカテリーナさんの名前はなかったんですね？」

　このまま聞いていると、日が暮れてしまう。適当なところでアベルは司教の愚ぐ痴ちを遮さえぎった。

「それは確かですか？」

「誓ちかって。第一、考えてもごらんヨ。もし本当にリストに名前があったのなら、そんなアブナイ女にこのボクが寄りつくわけないだろ？」

　実に説得力ある説明である。ふんぞり返ると、アントニオは大きく頷うなずいた。

「それにそもそも、見つかったとかいうリストは異端審問局のでっちあげに違ちがいないネ……リストの原本？　はッ、そんなもの、最初からないんだからサ」

「……どういう意味です？」

　外は、また雪が降り出している。〝剣の館〟最上階、特務分室から望見できる大通りに人気はない。それを見下ろしていたアベルは司教の発言を聞きとがめるように振り返った。

「原本があるわけないってどういうことです？」

「言った通りの意味だヨ……ボクの知る限り、新教皇庁の連中はリストの原本なんて作っちゃァいない。複製はあっても、原本は存在しないんだ。たぶんあれは、異端審問局のでっちあげサ」

「〝複製はあっても、原本は存在しない〟とは妙みようなことをおっしゃいますな、ボルジア司教？」

　煙けむりを吐き出しながら、気け怠だるげな──その実、鋭するどい光を目に灯ともして、〝教授〟は司教を見み据すえた。

「原本がないのに、どうやって複製を作ると？」

「〝智天使ケルビム〟だヨ」

「〝智天使ケルビム〟？」

　知識の守護者たる天使──その名に眉まゆをひそめた二人の神父のために、アントニオは丁てい寧ねいな解説を付け加えた。

「アルフォンソの側近の一人サ。なんでもとんでもない記き憶おく力りよくの持ち主で、新教皇庁の参加者の名前はすべて覚えてしまっているってウワサだ」

「でも、それはアントニオさんだって……」

「ボクが暗記したのは聖職者の名前だけサ。それでも、ざっと五百人はいたけどネ……〝智天使ケルビム〟はそれに加えて、一いつ般ぱん信徒の名前まで全部覚えてるんだ。三万近いフルネームを完かん璧ぺきにネ。いや、名めい簿ぼだけじゃァない。会計記録から武器の隠かくし場所まで、連中の秘密で記憶してないものはないって話だヨ」

「それはすごい……でも、デステ元大司教も不用心ですね。その人が裏切ったら、いっさいがっさい筒つつ抜ぬけになっちゃうのに」

「ああ、それはありえないネ」

　司教は肩かたをすくめると、軽く机を叩たたいた。

「〝智天使ケルビム〟は普ふ通つうの会話ができないんだ……ただ情報を記憶して、聞かれたときにそれを答えるだけって話だヨ」

「へえ、まるで電動コンピユ知性ーターみたいな……ん？　でも待ってください？　その人を私たちで確保できれば万ばん事じ解決じゃないですか！　偽にせリストには会計記録や武器弾だん薬やくの隠し場所だのは書いてないんでしょ？　その〝智天使ケルビム〟さんのリストの方が、信しん憑ぴよう性せいが高い。異い端たん審しん問もんで有力な対たい抗こう証しよう拠こになります！」

「見つけられればね」

　しかし、興奮したように唾つばを飛ばすアベルとは対照的に、アントニオの顔は冷めていた。飛んでくる唾から顔を庇って、肩をすくめてみせる。

「まず、〝智天使ケルビム〟の生死が不明だ。ブルノではずっとシュピルベルク城にいたらしいけど、ブルノ陥かん落らくのときに死んでるかもしれない。もしアルフォンソと一いつ緒しよに脱だつ出しゆつしてたとしても」

「肝かん心じんのデステ元大司教の居場所がわからない。教皇庁が全力で捜さがし回って捕ほ捉そくできない男を、どうやって見つけるのかね、ナイトロード神父？」

　バレンシア司教の発言を引き取った〝教授〟の声にも熱はなかった。

「この線は諦あきらめた方がよさそうだ。それより、もっと……おや？　どうしたね、神父トレス？」

　この特務分室の奥は、様々な機材倉庫兼けん〝教授〟の実験室ラボになっている。そこから、小山のような荷物を抱かかえて現れた小こ柄がらな神父に中年紳士は声をかけた。

「そ、そんな格好でどこに行くんです、トレス君!?」

　一方、あたふたとアベルが立ち上がったのは、同どう僚りようの尋じん常じようならざる姿を見てのことだ。いったい何のつもりか、トレスの肩からは巨きよ大だいなバルカンキャノンが吊つり下がっている。背中に担かつがれているのはどう見てもロケットランチャーだし、腰こしに並んでいるのは、プラスチック爆ばく弾だんではないか？

「これより、ラテラノ離り宮きゆうを強きよう襲しゆうしてミラノ公を奪だつ回かいする」

　まるで会計報告のような静かさで、機械化歩兵は淡たん々たんと告げた。

「妨ぼう害がいは実力をもって排はい除じよする──以上」

「きょ、強襲って……トレス君、あなた、何考えてんですか！」

　呆あきれたように口を開いたアベルだったが、ようやく我に返って立ち上がった。部屋を出て行きかけている相手の前にあたふたと回り込む。

「そんなことしても何の解決にもなりません！　殺されるだけですよ！」

「殺される？　機械に生死は関係ない──ただ、壊こわれるだけだ」

　機械化歩兵の返答は厳然として揺ゆるぎなかった。ただ、淡々と告げるそのガラスの瞳ひとみに、わずかに焦しよう燥そうの色が見えたように思ったのは気のせいだろうか？

「俺はミラノ公の所有物だ。仮に彼女が死亡した場合、その後に存在を続ける意味はない──わかったらそこをどけ、ナイトロード神父」

　トレスの方は軽く押したつもりだったろうが、その力は同僚の長身を大きくのけぞらせるには十分だった。そのまま、開きかけていた扉から廊ろう下かに倒たおれ込む。

「──きゃあっ！」

　だが、上がった悲鳴は神父のものではなかった。

「あ、あたたた……あ！　すっ、すいません！」

　妙みように柔やわらかな感かん触しよくから頭をもたげたアベルは、ようやく自分がグラマラスな女性の体を押し倒していることに気づいた。ふくよかな双そう丘きゆうから慌あわてて身を引くと、顔色を変えて飛び上がる。

「す、すいませんでした！　あの、お怪け我がは!?」

「いえ、私わたくしはだいじょうぶです。それより、神父さまこそお怪我はございませんでした？」

　平謝りに詫わびる神父にハスキーな声を返したのは、まだ若い女性だった。新雪を思わせる白い顔は少しきつい感じもするが、十分に美女の部類に入るだろう。どこかの貴婦人なのだろうか？　ボリュームのある髪かみを豊かに結ゆい上げ、蠱こ惑わく的な曲線を描えがいた体に纏まとうはいかにも金のかかっていそうな毛皮のコートだ。

「すいません、ええっと、実は降誕クリス祭マスの余興の練習中でして……」

　戸口に立っている同僚の物ぶつ騒そうな荷物を指さしてフォローにあい努めながら、アベルはとりあえず貴婦人を助け起こした。

「私たち、教育劇をやるんですよ。そう、〝十三日のクリスマス〟といいましてですね、ホッケーマスクをかぶったトナカイが武器を持って悪い子を追い回すという……ちなみに、あちらの彼がトナカイさんです」

　クリーニング代など請せい求きゆうされたらどうしよう──内心怯おびえつつ、コートについた埃ほこりを払はらい落とす。

　しかし、そんな神父の動どう揺ように気づいたふうもなく、貴婦人は艶なまめかしい微び笑しようを浮うかべた。

「でも、ちょうどよかったわ……少々、道をうかがいたいんですけど、よろしい？　スフォルツァ猊げい下かの執しつ務む室しつというのはどちらでございましょうか？」

「え？　えっと、あなたはどちらさまで？」

　胡う乱ろんげにアベルは貴婦人を見返した。もしや、どこかの大使夫人などではなかろうか？　もしそうなら、大事になるが──

「失礼いたしました、私、アンハルト伯はく爵しやく夫人クリスタと申します。ボヘミアの東に小さな所領を持っている者なのですが……」

　だが幸いなことに、貴婦人の名乗った名前はまったく記き憶おくにないものだった。

「実は、スフォルツァ猊下にたってのお願いがございまして、参りましたの。どこに行けば猊下にお目にかかれるか、ご存じありません？」

「……あいにくですが、猊下は今日はこちらにはいらっしゃっておりません」

　いかにも貴族らしい丁てい重ちようさで応対したのは、どぎまぎと立ちつくしているアベルではなく、部屋から出てきた〝教授〟である。慇いん懃ぎんながらややビジネスライクな応答を貴婦人に返す。

「それに、事前のお約束がない限り、いかなる陳ちん情じようも受け付けられない規則になっております。失礼ですが、マダム、どういったご用件で？」

「実は、猊下にお願いの儀ぎがあって参りました」

　麗れい貌ぼうに濃こい憂うれいが落ちた。ハンカチを握にぎりしめた手でアベルの僧衣カソツクを摑つかむと、クリスタは溢あふれる涙なみだとともにその長身にすがりついた。

「どうか、夫を……夫をお救いくださいませ！」
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「ごめんなさい、神父さま……私としたことが取り乱してしまって」

「いえ、いいんですよ。それより、少しは落ち着かれましたか？」

　ようやく人ひと心ごこ地ちがついたらしい貴婦人の前に湯気をあげるティーカップを置くと、アベルは優やさしげに笑えみかけた。

「それで旦だん那なさまを助けてくれっておっしゃってましたね？　詳くわしくお話ししていただけます？」

「私どもアンハルト伯爵家は、ブルノの近くに小さな所領を持つ小貴族でございます……」

　テーブルを囲む人数分のティーカップからは、紅茶の芳ほう香こうが立ち上っている。それを口に含ふくむと、貴婦人はおもむろに話を再開した。

「先のブルノ戦せん役えきで、私の夫は新教皇庁について戦いました……その助命を猊下にお願いいたしたく、ボヘミアからやって参りましたの」

「たしか、降こう伏ふくした貴族たちについては、寛かん大だいな処しよ遇ぐうが約束されていたはずですよ、セニョーラ」

　軽けい薄はくさの欠片かけらもない重々しい言葉を紡つむいだのは、いつの間にか、クリスタの隣となりに腰こしをおろしていたアントニオである。ハンカチを摑んだ貴婦人の手にそっと指を添そえながら、砂糖を入れすぎたコーヒーのような声で囁ささやく。

「夫君についても、きっと命は保障されると思います……ですから、そんなに悲しまれないで。美しい方の嘆なげきは、世界全体の不幸です」

「それが……」

　アントニオの言葉はたわごとだが、中身そのものは正しい。しかし、ハンカチを弄いらっているクリスタの愁しゆう眉びはいっこうに晴れなかった。

「それが、夫はまだ降伏していないのでございます。夫は……あの人はいまだに偽にせ教皇に従って、逃とう亡ぼう中の身なのです」

「それはまた……」

　今度こそ絶句して、アントニオは肩かたをすくめた。
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　実は、ブルノ陥かん落らくの際に行方ゆくえがわからなくなっている新教皇庁メンバーはアルフォンソ一人ではない。三百人近い聖職者や信徒が彼に付き従って逃亡したという情報もある。クリスタの夫もその一人なのだろうか。数ヶ月たった今なお従っているというのは、妻にとっては不幸なことだが、よほど筋金入りの信しん仰こう心しんの持ち主らしい。

「……事情は了りよう解かいしました、マダム」

　それまで、薄うすく目を瞑つぶってクリスタの説明に耳を傾かたむけていた〝教授〟が身を起こしたのはそのときだった。礼儀正しく、だが、やや相手を突つき放したような表情で、貴婦人の視線を跳はね返す。

「しかしあいにくですが、猊下はあなたの力にはなれません。と申しますのも、今はちょっとしたトラブルで謹きん慎しん中であらせられるのですよ」

「そ、そうなのですか!?」

　クリスタの顔が青ざめた。

　カテリーナが教皇庁内部でも穏おん健けん派はであることは広く知られている。おそらく、彼女ならなんとかしてくれるという一心で、ここまで来たに違ちがいない。細い肩ががっくりと落ちる。

「私としたことが……田舎いなか暮らしで、とんと存じませんでした」

「そんなわけで申し訳ございませんが、今日のところはお引き取りください。何かお力になれるようであれば、後日、ご連絡差し上げますので」

〝教授〟の答えは、一見、冷れい酷こくなようだったが、この場合は最善なものだったろう。カテリーナがあのようなことになっている以上、下手に希望を持たせるのはかえって残酷というものだ。それにはっきり言って、今は田舎の一貴族にかまっていられるほど、余よ裕ゆうのある状じよう況きようでもなかった。

「あの、クリスタさん……」

　とは言え、それで割り切れれば苦労はない──ハンカチを目にあてて嗚お咽えつを漏もらしている貴婦人の肩に、アベルはそっと手を置いた。せめて力づけようと、声を励はげます。

「ご主人のことはこちらの方でも、できるだけのことはさせていただきます。ですから、そんなに力を落とさないでください」

「ああ、かわいそうなルドルフ……」

　しかし、唯ゆい一いつの希望を失った直後の女性に〝気を落とすな〟というのも無理な話であった。打ち拉ひしがれた嗚咽が大きくなっただけだ。

「あんな寒いところにいる夫を助けてあげられないなんて、私、これからどうしたら──」

「ち、ちょっと待ってください、マダム!?」

　泣きじゃくるクリスタの言葉に、電流でも流されたような顔になって飛び上がったのは〝教授〟だった。礼れい儀ぎ作法を放ほうり捨て、泣きじゃくる貴婦人ににじり寄る。

「失礼ですが、マダム。今、あなた、何とおっしゃられました？　〝あんな寒いところ〟──つまり、あなたは夫君の居場所をご存じなわけで？」

「え？　ええ……」

　この殿との方がたはいったい何に興奮なさっておいでなのだろう？──疑念が悲ひ嘆たんを一時的に駆く逐ちくしたようだ。頰ほおを濡ぬらす涙なみだを拭ぬぐうと、クリスタはバッグから一通の封ふう筒とうを取り出した。

「実はつい数日前、夫からこのような手紙が参りましたの。我が館やかたに出入りしております商人が、先月、クラクフの街で夫とばったり出会ったときに預かったとか」

　そう言って封筒の中からクリスタが取り出したのは、一枚の便びん箋せんだった。

〈愛するクリスタへ──僕は今、真の教皇聖下ならびに主の栄光とともにある。何の心配もいらないが、ただ君のことが気がかりだ。遠いタリンの空を見上げて、君の幸せを祈いのっている……〉

「タリン！」

　手紙はなおもくどくどと続いていたが〝教授〟の関心はたった一つの単語に注がれているようだった。あとは封筒や便箋を、よく訓練された猟りよう犬けんよろしく、あれこれと嗅かぎ回っている。

「夫はなにやら急いでいたらしく、その場でこれだけを走り書きしてすぐに立ち去ったそうなのですが……何か、ご参考になりまして？」

「もちろんですとも、マダム。タリン、エストニア伯はく国……諸君、これは重大な手がかりだ！」

　パイプから蒸気でも噴ふき出さんばかりに上気した顔を〝教授〟は同どう僚りようたちに向けた。

「アルフォンソ・デステの行方の重要な手がかりだよ！　おそらく、彼らはエストニアに逃にげ込んだに違いない！」

　エストニア伯国──バルト海と絶滅ダーク・地帯ランドに挟はさまれ、一年の大半を雪に覆おおわれる小国だ。あまりの貧しさと交通の不便さから周辺諸国にも無視されている陸の孤こ島とうである。

　だがその隔かく絶ぜつされた地理は、新教皇庁の残党が逃げ込むにはたしかにうってつけの場所だ。しかもこの季節、あの地方は豪ごう雪せつに覆われている。追つい及きゆうの手もあそこまでは及およぶまい。

「クラクフに夫君がいたということは……ふむ、おそらく連中はヤゲロー大公国から一いつ旦たん、絶滅地帯に抜ぬけて追っ手を撒まき、それから北上したんだな。そして、タリンでこの冬を越こした後は、さらに北上して北部諸しよ侯こう国のいずれかに逃げ込むつもりだ……うん、それなら理り屈くつが通る」

「でも、もし仮にアルフォンソを捕ほ捉そくしたとして、〝智天使ケルビム〟が彼に同行している可能性は？」

　機き関かん銃じゆうのようにピンを地図に刺さしている〝教授〟に尋たずねたのは、それまで黙だまっていたアントニオである。いかにも胡う散さん臭くさげな顔で水を注さす。

「もし、〝智天使ケルビム〟が死んでたり、生きてても新教皇庁の連中とはぐれたりしてたら──」

「そこは賭かけだね」

　刺し終えた虫ピンを丹たん念ねんに確かく認にんして、〝教授〟は一同に向き直った。

「ここで、ラテラノ離り宮きゆうに突とつ入にゆうし、ミラノ公を救出して教皇庁に反旗を翻ひるがえすのと、生死不明の〝智天使ケルビム〟を捜さがすのと、どちらに目があるか──君はどう考える、神父トレス？」

「……不確定要素が多すぎる」

　名指しされた若者は無表情に首を振ふった。

「現状では確率の算定は不可能だ」

「だから、そこは賭けなのさ……よろしい。いいだろう。アベル君、君が決めたまえ」

「へっ？　わ、私ですか？」

　いきなりの指名に、アベルは目をしばたたいた。

　自分の顔を指さして、慌あわてて首を振る。

「なんで私が……〝教授〟が決めてくださいよ」

「あいにくと、私は勝負運が悪いんだ。神父トレスには〝勘かん〟というものがないし……それに、ミラノ公のことを一番古くから知っているのは君だ。君が決めたまえ」

〝一番古くから〟──そう言ったときのワーズワースの顔を、一いつ瞬しゆん、寂さびしげな影かげが過よぎった。だが、それもつかの間のこと。すぐに気を取り直したように、派は遣けん執しつ行こう官かん〝プロフェッサー〟は銀ぎん髪ぱつの若者に顎あごをしゃくった。

「選せん択たくは君に任せるよ、神父アベル──我々はどちらを選ぶべきか？」




「なんだって、このビューティホーでストロンゲストなオレ様ちゃんが、こんなところでメシ食べないといかんＮｏ？」

　三時のおやつをごそごそと漁あさりながら、異い端たん審しん問もん官かんブラザー・フィリポは泣きを入れた。

〝剣つるぎの館〟前に停とめたバンは監かん視し用の機材を山と積んでおり、彼と同乗の四名の特務警官で車内は立りつ錐すいの余地もない。それでも、異端審問官権限で二人分の座席を占せん領りようした小男は短い足を偉えらそうに組み替かえると、恨うらめしそうにパイにかぶりついた……いや、あんぐりと口を開きかけたところで、何かに気づいたように目を剝むく。

「……おい、きちゃまッ！」

　きっと睨にらみ付けたのはさきほど、わざわざ四ブロックも先にあるバールまで買い物パシリにやらされた特警である。そのまだ若い伍ご長ちようを憤ふん然ぜんと見み据すえ、フィリポはぶ厚い唇くちびるから唾だ液えきを飛ばした。

「なんだ、これわ！　これ、カボチャパイじゃんか！」

「え、ええ、そうです。確か、閣下はパイを買ってこいと……」

「ボケナスっ！　オレ様ちゃんがパイって言ったらウナギパイのことに決まってるだろが！　アホンダラ！　上官の好みぐらい言われなくても知っとけ！　つーか、わかれ！」

「……し、失礼いたしました！」

〝共食いじゃねえか〟──その言葉を賢けん明めいにも吞のみ込み、若い伍長はしゃちほこばった。

「すぐに買い替えて参ります！」

「とっととしろよ！　次におんなじことやったら、逆さに吊つるしてくすぐり殺すぞ……ったく、使えん奴らだ」

　ぶちぶちと文句を垂れながら、フィリポはカボチャパイにかぶりついた。一口で丸まる吞のみにすると、いかにもまずそうに嚥えん下かする。

「にしてもちくしょ～、パウラの奴、こんなつまんねえ仕事を押しつけやがって……いくら、オレ様ちゃんの能力に嫉しつ妬としてるからって、あんまりだっつーＮｏ」

　国務聖省の監視を始めて、すでに三時間。ずっと座りっぱなしで尻しりに穴が空きそうだ──いったい、いつまでこれが続くのだ？　決まっている。連中が動き出すまでだ。

「くそ、いまに見てろＹｏ。オレ様ちゃんは、こんなとこで終わるつもりないっスよ？　ペテロの馬ば鹿かを追い落として局長に昇しよう進しんしたら、あの女にあんなことやこんなことを……ぶしゃしゃしゃ！」

「……あのぉ、閣下？」

　下げ克こく上じようの暁あかつきには実行予定のあんなことやこんなことに思い耽ふけっていたダルマウナギの背中を誰だれかが突ついた。双そう眼がん鏡きようを覗のぞき込んでいた特警の一人が、何かを見つけたように横顔を強こわ張ばらせている。

「車が出てきます。黒のセダン……あ、運転席にいるのは派遣執行官です！」

「にゃにっ!?」

　ひったくった双眼鏡をフィリポは慌てて覗き込んだ。ちょうど、〝剣の館〟の正面ゲートを、地味なセダンが出てきたところだ。その運転席でハンドルを握にぎっているのはパイプをくわえたキザったらしい中年男。助手席と後部座席には、それぞれ背の高い影と小こ柄がらな影が窓まど越ごしに映っている。

「い、いかん、追え！　とっとと追え！」

　そうこうしている間にも、セダンは走り始めている。みるみる加速するそれを双眼鏡で追いかけながら、フィリポは運転席を蹴けり飛ばした。

「ぶしゃしゃしゃしゃっ！　ひ～ほ～、くりてぃかるぅひっとぉ！」

　急発進したバンの座席からずり落ちないよう足を踏ふん張って、フィリポは高笑いした。猛もうスピードで先行するセダンは、道を東にとってチェリオモンテ・の丘チエリオ方面に向かっている。そちらにあるのはラテラノ離り宮きゆう──教皇の副宮きゆう殿でんというべき大聖堂だ。そしてそこは、現在、カテリーナが幽ゆう閉へいされている建物である。奴やつらはきっと主人の奪だつ回かいに向かっているのに違ちがいない。

　それにしても、まさかこれほど早く動きがあるとは思わなかった。あとは連中が主あるじを救出しようとするのを待って、首ねっこを押さえれば──

「おいおい、いよいよオレ様ちゃんの時代ＤＡＺＥってか～♪」

　急速に現実の地平に降りてきた〝あんなことやこんなこと〟の妄もう想そうでフィリポの鼻は幸せ全開に膨ふくらんでいる。食べ損そこねたウナギパイのことも忘れ、異端審問官は部下たちを太っ腹に激げき励れいした。

「さあ、手て柄がら立て放題っスＹｏ！　ここで頑がん張ばれば、まあオレ様ちゃんが局長就任の暁には、キミタチにもイイ目見せてあげるっスＹｏ！　ぶしゃしゃしゃしゃしゃ……はぶ!?」

　その高笑いが中断したのは、突とつ然ぜん踏ふみ込まれたブレーキのためだ。ゴムの焦こげる臭においを撒まき散らしながらの急停止に、フィリポの短たん軀くは勢いよくシートから転がり落ちている。

「……こらあっ！　いてえだろ、タコがあっ！　急に停まるんじゃねえっ！」

「す、すいません！　ですが、奴らが急に──」

　頭をはたかれた運転手が報告したとおり、前方を走っていたはずのセダンが、路ろ肩かたに車体を寄せて停車していた。まだラテラノ離宮まではかなりある。ひょっとしてエンジンの不調だろうか？　しかし、運転席から降りてきた中年紳しん士しは落ち着き払はらったものだ。パイプに火を入れながら、ゆったりとした足取りでこちらに近づいてくる。

「やべっ！　気づかれたか？」

　フィリポが首をすくめている間にも、バンの側そばに立った中年紳士は、いかにもキザったらしい所作で、窓をノックした。

「お仕事ご苦労さまだね、異端審問局の諸君……よかったら、一いつ緒しよにお茶でもどうかね？」

「……お茶だあ？」

　これは何かの罠わなだろうか？

　しかし、完全にばれてしまっているのは間違いない。いざというときは部下たちを囮おとりに逃にげる覚かく悟ごを決めると、フィリポはそっとドアを開いた。

「……ふ、ふっふっふ。愚おろかなり、派は遣けん執しつ行こう官かん」

　フィリポは自信に満ちた薄うすら笑いを浮うかべた。

「主人を助けに行こうとしたんだろうが、そうはいかない。キミたちは完全に包囲されている。おとなしく降こう伏ふくした方がいいっスＹｏ？」

「なんだって？」

　必死のハッタリをかます異い端たん審しん問もん官かんをまるで珍ちん妙みような生き物でも発見したような目で見下ろすと、〝教授〟は大げさに肩をすくめた。

「何を言っとるのかね、君は……私は午後のお茶に出てきただけだよ。ミラノ公の救出？　たった一人でそんな真ま似ねができるわけないだろう？」

「ぶしゃッ！　とぼけてもムダむだ無む駄だァッ！　派遣執行官総出でお茶だなんて、そんな言い訳がこのオレ様ちゃんに通用すると思ってんのかＹｏ！」

「はて、総出？」

　ますます不思議そうな顔になって、紳士は異端審問官を見下ろした。

「何のことかさっぱりだな……ああ、君が言っているのは、ひょっとして彼女のことかな？」

　セダンの後部扉とびらが開いたのはちょうどそのときだった。

「あのぉ、ワーズワース先生……そろそろ、この鬘かつらとってもよろしいですか？」

　座席から降りてきた小柄な人ひと影かげ──男物の僧衣に褐かつ色しよくの鬘をかぶった尼に僧そうを振ふり返ると、〝教授〟は優やさしげに頷うなずいた。

「ご苦労だったね、シスター・ロレッタ。そうそう、助手席の人形を片づけてくれるかな？」

「……あえ？」

　フィリポが目を点にしている間にも、僧衣の尼僧は助手席の人型バルーンを引き出し、空くう気き孔こうを開けている。それを見やった〝教授〟の顔は少し得意げだった。

「あれは新開発した盗とう難なん防止用風船人形なんだ。実は先日、車上狙ねらいにあってしまってね。それで急きゆう遽きよ……」

　むろん、自じ慢まんげな説明などフィリポの耳に入ってはいない。恥はずかしそうな顔で鬘を取っている尼僧、それからどう見ても商店街の飾かざり物ものにしか見えないゴム風船を見比べながら、ぶ厚い唇くちびるを震ふるわせている。
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「てことは、こいつら囮おとりで……し、しまった！」

　謀はかられた！

　蒼そう白はくになったダルマウナギの肩を気の毒げに──その実、必死で笑いを嚙かみ殺しながら叩たたくと、〝教授〟はもう一度優しげに囁ささやいた。

「ま、何があったか知らないが、そんなに気を落とさないで……一緒にお茶でもどうかね？」




　　　　Ⅲ




〈派は遣けん執しつ行こう官かんたちが動き始めました〉

　モニターの中のパウラの顔は静かだった。その穏おだやかさは辣らつ腕わんをもって恐おそれられる異端審問局副局長というよりは、図書館の司書を思わせる。

〈囮のフィリポに陽動をかける一方、空港に向かった〝クルースニク〟〝ガンスリンガー〟の両名が〝アイアンメイデン〟に搭とう乗じようしたようです。おそらく、ローマを脱だつ出しゆつするつもりでしょう〉

「ローマ脱出？　ふむ、それは意外ですね」

　ローマ上空二千メートル──空中戦せん艦かん〝ジャオエル〟艦橋に臨りん設せつされた指揮座に腰こしを下ろしたその若い士官は、ただでさえ細い糸目を細めた。穏やかな表情に、やや不満げな翳かげりがある。

「上司を救うために、ラテラノ離り宮きゆうを襲おそうものと思っていたのですが……少々、拍ひよう子し抜ぬけです」

〈ええ。彼らが空港に向かうのは想定外の事態でした……ヤコブとアンデレが空港に急行していますが、〝アイアンメイデン〟の離陸を阻そ止しするのはもはや不可能でしょう。〝ジャオエル〟で何とかできますか、ブラザー・マタイ？〉

「最善は尽つくしてみますがどうでしょう？　一応、フォローの準備だけはしておいてください……ふむ、ちょっと厄やつ介かいなことになったかな？」

　モニターから上司の姿が消えるや、マタイは忙せわしげに立ち働く乗員の方に目をやった。

　この〝ジャオエル〟は教会空軍の中でも新しん鋭えい艦かんの部類に入るが、その主任務は空くう挺てい戦せんや強きよう襲しゆう戦せんにおける陸上部隊の輸送──海軍で言えば強襲揚よう陸りく艦かんに相当する艦種だ。対艦戦能力はさほどではない。

「さて、それで実際のところ、勝てそうですか、カンビオ艦長？」

「難しいですな」

　マタイの問いに険けわしい顔で答えたのは、レーダーを睨にらんでいた艦長のアルノルト・ディ・カンビオ中ちゆう佐さである。

「いただいた敵艦のスペックが正確なら、性能的には完全に劣れつ勢せいです。個艦戦せん闘とうで勝利するのは困難と言わざるを得ません」

「この高度差でもですか？」

　マタイが指し揮き杖じようを向けたのは、彼ひ我がの高度を模式的に表したモニターだった。〝アイアンメイデン〟は空港を離陸したばかり。比ぶるに〝ジャオエル〟は高度二千に占位している。空中戦においてこの高度差はほとんど絶対的な優位を意味するのだ──しかし、カンビオは暗い顔を振った。

「残念ですが、現位置から敵艦を攻こう撃げきすれば、必ずや市街に被ひ害がいがおよびます。と言って、敵艦が市街上空を離はなれるのを待てば──こうなります」

　模式図に青い線が現れた。急きゆう勾こう配ばいを描えがくその曲線はジャオエルを飛び越こえるようにローマ郊こう外がいへと続いている。

「敵の実用最大高度は六千──当艦のそれを実に千メートル以上、上回ります。つまり敵艦がローマ上空を離れ、攻撃が可能となったときには、すでに当艦は真上を占位されているというわけです」

「なんだ、そんなことなら話は簡単です──今すぐ、砲ほう撃げきを開始してください」

「……はっ？」

　この異い端たん審しん問もん官かんは説明を聞いていたのか？

　カンビオは相手の聴ちよう覚かくを疑うように眉まゆをひそめると、最前の説明を繰くり返そうとした。

「ですから閣下、敵艦は現在ローマの──」

「わかってます。下の被害は気にしなくていいからすぐに砲撃を始めてくださいと申し上げているんです。早く沈しずめないと、逃にげられてしまいます。性能は向こうの方が上なんでしょ？」

　異端審問官の表情はおよそ狂きよう気きからはほど遠い。しかし、その言葉はカンビオのみならず、艦橋のスタッフ全員を蒼そう白はくにするに十分だった。

　この男は、ローマ市民を戦闘の巻き添ぞえにしろと言っているのか!?

「ああ、そうそう。敵艦に発砲する前に、市街地に一発撃うちこむのを忘れないでくださいね」

「はっ!?　し、市街地に砲撃を加えろとおっしゃる？　わ、わざとでありますか？」

「その通りです……わかりませんか？　このまま敵艦を撃げき墜ついした場合、おっしゃられるように市街に甚じん大だいな被害が出ます。そうなれば、我々の対応を責める者も出てくるでしょう」

　忍にん耐たい強い教師の表情で、マタイは出来の悪い生徒たちに丁てい寧ねいなレクチャーを与あたえてやった。

「ですが、もし派遣執行官が先に市街を攻撃したのであれば、話は別です。我々は被害を最小に抑おさえるために市街上空での交戦のやむなきに至った──そういう絵を描けるじゃありませんか」

「……なっ!?」

　怪かい物ぶつにでも出くわしたように乗員たちが絶句している間にも、マタイはローマの地図を広げていた。詳しよう細さいに検討しながら、命令を補足する。

「ただし、歴史的建造物と教会は避さけてくださいね。公共施設……そうですね、テヴェレあたりの住宅街がよろしいでしょう」

「し、しかし、それでは市民に被害が……」

「やむをえません。それに、私はかねがねこの街には人が多過ぎると思っていました。ちょうどいい機会です。ひとつ派手にお願いしますよ」

　マタイの笑え顔がおは宗教家というより大学を出たての新任教師を思わせる。だが、細い目の間からこぼれてくるのは狂きよう熱ねつにも似た不ふ吉きつな輝かがやきだった。

「〝主のベアテイ名に・スントおいて・クイ・死すモリウンる者トウルは幸・インなり・ドミノ〟……彼らは死後、確実に天の門をくぐることができましょう。実に羨うらやましい限りです」

「…………」

　嘯うそぶく異端審問官に対し、カンビオはなおも命令撤てつ回かいを求めるように唇くちびるを開閉した。が、その肩かたが力なく落ちるまでさほどの時間がかかったわけではない。

「……主砲三番照準。俯ふ角かく七十九度」

「か、艦かん長ちよう！」

「かまわん。責任は私がとる」

　責めるような部下の呼びかけに対し、カンビオは苦く渋じゆうに満ちた声を絞しぼり出した。

「砲術士、何をしている！　照準だ！」

「待ってください、艦長……敵艦より通信！」

　だが予想に反して、カンビオの指示を中断させたのは、命令撤回を求める声ではなかった。通信士官が、ヘッドセットを押さえたまま上官の方を振ふり返っているではないか。

「〝発ハツあいあんめいでん内あべる・ないとろーど。当方ニ戦闘ノ意志ナシ。責任者トノ話シ合イヲ求ム〟……敵艦は当艦との交信を要求しています！」

　そのときには、スピーカーは激しいノイズを吐はき出していた。続いて、メインモニターに結像されたのは粒りゆう子しの粗あらい白黒モノクロ画像だ。

「……回線は繫つながっていますよ、派は遣けん執しつ行こう官かん」

　正面に映った眼鏡の青年を冷静に観察しながら、マタイは声こわ音ねだけは穏おだやかに相手を促うながした。

「お互たがいに忙いそがしい身です。無む駄だなお喋しやべりはさっさと終わらせて、殺し合いを始めましょう」

〈やっ、そのことなんですがね……〉

　スピーカーの向こうの声は一つ咳せき払ばらいすると、妙みように勿もつ体たいぶったようにトーンを下げた。

〈実はこっちには人ひと質じちさんがいらっしゃいます。マタイさん、人質さんの命が惜おしいなら、ここはひとつ、私たちを見み逃のがしてもらえませんかね？〉

「人質ですって？」

　時計の秒針はすでに半周を回っている。いつでも発砲命令を下せるよう、掌てのひらを指し揮き杖じようで叩たたきながら、マタイは反問した。

「人質とはどなたです？　派遣執行官シスター・ケイトに関しては、残念ながら、あなたたちの徒党とみなして攻撃するよう命令が出ています。人質にはなりませんよ？」

〈ち、ちょっと待ってよ、ブラザー・マタイ！〉

　しかし、いきなり会話に割り込んできたのは、反逆者にされてしまった哀あわれな尼に僧そうの声ではなかった。いかにも軽けい薄はくそうな若者の顔が、銀ぎん髪ぱつの神父を押しのけてモニターに貼はり付いたのだ。

〈ボクが人質なんだ……撃たないでよ！　ボクはまだ死にたくない！〉

「……ボルジア司教？」

　脱だつ色しよくされた長ちよう髪はつと鼻筋の通った貴族的な風ふう貌ぼうを見たマタイの眉まゆがあがった。声音に、それまではなかった響ひびきがかすかに混じる。

「司教さま、どうしてあなたがそんなところにいらっしゃられるのです？」

〈それがだね──〉

〈ふっふっふー。実は私たち、この方を拉ら致ち監かん禁きんさせていただきました〉

　悲痛なアントニオの返事は、得意絶頂な声に遮さえぎられた。銃じゆう口こうを若者のこめかみに突きつけた神父が鼻び孔こうを全開にしてこう言い放ったのだ。

〈彼の命が惜しいのなら、このまま我々を見逃してください……じゃない、見逃せ。ええっと、さもないと人質の命はないぞ。くわしくはまた連れん絡らくする。警察には通報するな〉

「……くだらない茶番はやめましょうよ、派遣執行官」

　棒読みでメモを読み上げる神父を見やったマタイの口から、ひび割れた声が漏もれた。糸目の間からこぼれるのは煉れん獄ごくの炎ほのおめいた昏くらい輝きだ。

「我ら異い端たん審しん問もん官かんは神の剣けん。その我らにそんな脅おどしが通用せぬことはご存じのはずです……艦長、戦せん闘とう続行です。主しゆ砲ほう斉せい射しや準備。目標は敵艦正面」

「し、しかし、あそこには司教猊げい下かが──」

　顔色も変えずに発せられた命令に、慌あわててカンビオは修正を求めようとした。敵艦にはボルジア司教が同乗している。それを撃げき墜ついしては後々、問題になりかねない。

　しかし、マタイは何事もなかったように通信機に歩み寄った。スイッチに手を伸のばしながら、しごく落ち着き払った声でこう応じる。

「艦長、あなたはさきほどのボルジア司教のお言葉が聞こえなかったのですか？　猊下はこうおっしゃったのです──〝私のことなどかまわず、神敵を倒たおせ〟と」

〈は!?　いや、ボクは全然そんなこと──〉

　画面の中のアントニオが泡あわを食って何か言いかけたときには、マタイの指は素す早ばやく回線をカットしている。灰色に戻もどったモニターを見上げ、異端審問官は穏やかに命令を繰くり返した。

「猊下の尊い自己犠ぎ牲せいの精神を、我々はけっして無駄にしてはなりません……さあ、艦長、聞こえませんでしたか？　主砲斉射です」

「は……はっ！」

　にわかに艦橋が慌あわただしくなった。照準を担当する砲術士と射撃態勢に艦体を持ってゆく操そう舵だ士の間に叫さけび声が交こう錯さくする。

　その間にも、レーダーに映る敵艦の光点は急速に上じよう昇しようしつつあった。泡を食って逃にげ出すつもりだろうが、もはや手て遅おくれだ。

「照準完かん了りよう──いつでもいけます！」

「咎とが人びと地より消え、悪あしき者絶たち滅ほろぼされるよう、我が霊魂たましいよ、主を頌たたえよ……ハレルヤ」

　短い聖句とともに、マタイの腕うでが天を指した。

「射──」

〈お待ちなさい、ブラザー・マタイ〉

　だが、今しも振り下ろされんとした異端審問官の腕を止めたのは、もの柔やわらかな女の声だった。

〈攻撃中止です。ただちにそこから引き揚あげなさい〉

「なっ……!?」

　いつ現れたものか、メインモニターは静かな美び貌ぼうを映している。それを訴うつたえるような目で見上げたマタイの顔にかすかな動どう揺ようの気配が浮うかんだ。

「この局面で、みすみす奴やつらを逃がせとおっしゃるのですか、シスター・パウラ？」

　彼の指さした先では、窓の向こうに広がる雲海が今まさに割れようとしているところだ。雲を裂さいて飛び出してきたのは巨きよ大だいな白はく影えい──空中戦せん艦かん〝アイアンメイデン〟は〝ジャオエル〟のすぐ目と鼻の先を通過して高度をとりつつある。

「このまま奴らを放置しては必ずや神の栄光と教皇庁に禍か根こんを残します。ここで撃墜すれば──」

〈なりません〉

　パウラの返答は、その表情同様、冷静極きわまるものだった。

〈ボルジア司教はヒスパニア宰さい相しようの御おん曹ぞう司し。その彼を殺しては、ことはヒスパニアとの外交問題に発展します……これはメディチ枢すう機き卿きようのご意志です。ここは退ひきなさい、ブラザー・マタイ〉

「…………」

　会話の間も、純白の船はみるみる遠ざかってゆく。虚むなしく手をつかねてそれを見送るマタイの唇くちびるはかすかに震ふるえていたが、そこから押し殺した言葉がこぼれるまでさほど時間はかからなかった。

「……了りよう解かいしました」

〈結構です……では、いったん帰投なさい。善後策を協議します。一時間後に集合のこと〉

　そっけなく告げたときには、モニターからパウラの姿はかき消えてしまっている。あとには、沈ちん黙もくのまま窓外を見上げる異端審問官が独り残されただけだ。

「これで逃げきれたと思うなよ……」

　すでに白い光点としか見えぬ〝アイアンメイデン〟の排はい気き炎えんは、遥はるか北の空を目指して蒼そう穹きゆうに細い雲を描えがいている。それを見上げる異端審問官の唇から、憎ぞう悪おにひび割れた声がこぼれた。

「異端のクズどもが」
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「ああ、ここにいたの、イザーク。捜さがしたよ」

　その日の午後、〝人形使い〟が同どう僚りようを見つけたとき、彼はペットに餌えさを与あたえている最さ中なかだった。仄ほの暗ぐらいチェス室の壁かべ際ぎわ、水音をたてている巨きよ大だいな水すい槽そうの側そばに、喪も服ふくのような黒服を纏まとった端たん正せいな影かげが佇たたずんでいる。

「ローマで、ミラノ公が拘こう留りゆうされたらしいよ。容疑は異い端たんと通敵行こう為い……国務聖省長官職と枢すう機き卿きよう特権を剝はく奪だつされて、今はラテラノ離り宮きゆうに監かん禁きんされてる」

「……ああ、そのようだね」

　水槽を回遊していたのは、全身を松かさのような鱗うろこでよろった二メートル近い怪かい魚ぎよだ。いかにも貪どん婪らんそうに開かれたその口の前に美しい小魚の群れを投じながら、〝魔ま術じゆつ師し〟はどこか笑えみを含ふくんだ口調で応じた。

「枢機卿会議の予備査問もさっき終しゆう了りようした。明後日から、聖サン天タン使ジエ城ロで異端審しん問もんが開かい廷ていされることに決まったようだよ」

「……なんだ、つまらないな。もう知ってたのか」

　水槽の中では、まさに怪魚が獲え物ものに襲おそいかかったところだった。旺おう盛せいな食欲で、哀あわれな小魚たちを次々に丸まる吞のみにしている。だが、その光景を見やる〝人形使い〟の瞳ひとみに憐あわれみの色はない。ただ、悪戯いたずらを見破られた子供のように舌を覗のぞかせると、茶目っぽく声をひそめてみせる。

「ま、仕し掛かけ人としちゃ当然か……ああ、だけど、この話は聞いてる？　例の〝彼〟がローマを脱だつ出しゆつした──主人を見捨てて逃にげ出したことは？」

「……ほう、あの方がローマを離はなれた？」

　この日初めて、〝魔術師〟の声に意外げな響ひびきがこもった。光らない瞳を泡あわ立だつ水面からあげると、同僚の美び貌ぼうを振ふり返る。

「それは本当かね、〝人形使い〟？」

「本当さ。〝ガンスリンガー〟〝アイアンメイデン〟の両名も一いつ緒しよだ。現在は教皇庁の監かん視し網もうからも逃のがれて、仲間たちと一緒に行方ゆくえ知れずになってる……まあ、賢けん明めいなんじゃないかな？　ミラノ公はもう終わりだしね。君が作ったリストの出来は完かん璧ぺきだよ。教皇庁の低能どもに見破れるとは思えないね」

「その通り。ゆえに、あの方をこちらにお呼びするよいきっかけになると思ったんだが……」

　水槽はすでに平和を取り戻もどしていた。あれほどいた小魚の群れはきれいに消え失うせ、飽ほう食しよくした怪魚が満足げに回遊を再開している。だが、〝魔術師〟の視線は、どこか物もの憂うげだった。

「〝あってニヒト・ならぬザイン・ことカン・は、ヴアス・ありニヒト・えぬザイン・ことダルフ〟──モルゲンシュテルン。この時期に、あの方が危地にあるミラノ公のもとを離れた……敵の手中に彼女を委ゆだねてローマを出た……」
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「そう。どうやら、君のシナリオとは、少々、違ちがう筋立てになってしまったようだね」

　そう言って〝人形使い〟が〝魔術師〟の目の前に拡げてみせたのは、それまで背中に隠かくし持っていた薄うすいファイルだった。Ａｘの飛行船──〝アイアンメイデン〟の航路図である。

「ちなみに、彼らは目下、一路、北を目指してるみたいだよ……ええっと、そちらには何があったっけ？」

「北？」

　航路図に落とした〝魔術師〟の目がかすかに細まった。ふと、何かに気づいたように指を鳴らす。

「ああ、なるほど。そういうことか」

「そう。そういうこと」

　にこやかに頷うなずく〝人形使い〟の言葉に応こたえたのは、大きな水音だった。

　水槽の水が激しく泡立っていたのだ。それまで悠ゆう然ぜんと遊泳を楽しんでいた怪魚が、苦しげに身をくねらせては壁かべに体をぶつけている──異変が起こったのはその直後だった。

　頑がん丈じような鱗に覆おおわれた怪魚の腹が異様に膨ぼう張ちようしたかと思うと、刹せつ那な、そこから大量の血が溢あふれ出した。いや、噴ふき出したのは血だけではない。鮮せん血けつに混じって飛び出してきたのは小魚の群れだ──最前、丸吞みにされた小魚たちが、鋭するどい牙きばで怪魚の内臓を食い破って泳ぎ出してきたではないか。

「どんなに強大な存在も、その内部は驚おどろくほどに脆もろいもの……」

　呟つぶやく〝魔術師〟のペット──人クンス造トリツ精ヒ・ガ霊イスト〝水ウンデ精イーヌ〟たちは瀕ひん死しの怪魚に群がると、容よう赦しやなく鋭い牙を突つき立て始めた。怪魚は弱々しくもがいて抵てい抗こうするも、その影が血ち煙けむりに没ぼつしてしまうまでさほどの時間はかからない。水槽に充じゆう満まんした赤い靄もやが、惨さん劇げきをたちまち覆い隠してしまう。

「そういえば忘れていたよ。我らの内部にも火種はあったんだったね」

「思い出したかい……君も気をつけた方がいいね、イザーク」

　含み笑った〝人形使い〟が水槽に目を向けたとき、すでに赤い靄は消え去ってしまっていた。怪魚の影も形も見えなくなった水中を、愛らしい小魚たちが楽しげに戯たわむれているだけである。

　生きた宝石にも似たその輝かがやきに瞳を置いたまま、〝人形使い〟はいま一度、〝魔術師〟の耳元に囁ささやいた。

「なにしろ、君の足を引っ張りたい者はいくらでも……どこにでもいるんだからさ」


ＬＡＤＹ ＧＵＩＬＴＹ（完）






















──視よ、この街は遁げゆくに近くして、且つ小さし。

（創世記十九章二十節）






　気がつけば、最前まで盛さかんに叫さけび交かわされていた追つい跡せき者しやたちの声は聞こえなくなっていた。

　あのしつこい奴やつらも、ようやく諦あきらめたのだろうか？　道ばたのゴミ箱の陰かげにへたりこむと、ユリウスは安あん堵どの息をついた。

「た、助かった……のか？」

　青ざめた唇くちびるから、疲ひ労ろうと寒さに震ふるえる声を絞しぼり出し、若者は白く煙けむる夜空を見上げた。

　日暮れから、また白いものが降り始めていた。

　どうやら明晩の降誕クリスマ前夜祭ス・イヴは、ホワイト・クリスマスになりそうだ。しかし例年とは異なり、今年のタリンに華はなやいだ空気は欠片かけらもない。暗い街路はゴーストタウンのように静まり、石いし畳だたみには街灯の影かげが寂さびしく落ちているだけである。

　奴らはこの街にどの程度の傷をつけたのか？

　そのことだけを確かく認にんして、早々に引きあげるつもりだった。だから、周囲の者にも内ない緒しよで、隠かくれ家がを抜ぬけ出してきたのだ。しかし、夜間外出禁止令がここまで徹てつ底ていされていたのは予想外だった。隠れ家を抜け出て半時間と経たたないうちに発見され、追い回されるはめになってしまったのである。もし、奴らがこの街の地理に暗くなかったら、とうの昔に捕とらえられてしまっていただろう。

「しかし……これから、どうすればいいのだ？」

　泣き出したくなるような思いで、ユリウスは舞まい散る雪に尋たずねた。

　奴らはタリンを恐きよう怖ふによって支配し、〝喜き捨しや〟と称しようしては市民の財産を根こそぎ略りやく奪だつしている。このままでは、多くの者たちが冬を越こせずに凍とう死ししてしまうであろうことは想像に難かたくない。だが、奴らの力は想像以上だ。城の騎き士したちでさえ、まるで歯が立たなかった相手に、すべてを失った今の自分がどうやって立ち向かえばいいのか……

　降り来る雪は、すべての音を吸い込んでいくかのようだった。だから、絶望に囚とらわれていたユリウスがそいつらの接近に気づいたのは、すぐ傍かたわらから静かに声をかけられてからのことだ。

「おやおや、こんなところにいらっしゃったのですか、閣かつ下か……ずいぶんとお捜さがししましたよ」

　全身を強こわ張ばらせた若者が振ふり返ったとき、その視線の先に見いだしたのは粗そ末まつな道衣を纏まとった二人の修道士だ。

「こんばんは……私、新ノイエ教・ヴア皇テイ庁カーンの修道士フラターアロイスと申します。こちらは修道士フラターリヒター」

　背の低い修道士が自己紹しよう介かいした。その顔の皮ひ膚ふがかすかに変色しているのは、薬物と手術で生理的に強化された証あかしだ。あとずさるユリウスに視線を向けると、揃そろって嫌いやな笑えみを頰ほおに刻む。

「夜間外出禁止令を破っている者がいるから、誰だれかと思えば、まさか、あなただったとはね……てっきり、落城のときにお亡なくなりになったと思っておりましたぞ、伯爵閣下」

「や、夜間外出禁止令だと!?　し、し、侵しん略りやく者しやの分際で不ふ埒らちなことを申すな、無礼者！」

　一国の主あるじに対し、あまりに不敬な修道士の発言に、線の細い顔が怒ど気きを孕はらんだ。甲かん高だかい声で怒鳴ったときには、ユリウス──エストニア伯はく爵しやくユリウス・リュイテルは、懐ふところの拳けん銃じゆうを抜いている。

「そのようなものを布告できるのは、国主であるこの私だけだ！　これ以上、この街での勝手は、ゆ、許さんぞ、薄うす汚ぎたない異い端たんどもめ！」

「〝許さん〟ですと？」

　苦く笑しよう──というにはあまりに悪意のこもった笑声は、ユリウスのすぐ背後から聞こえた。

　眼前から、背の低い修道士の影がかき消えていることに気づいたときには、ユリウスの手首は骨の砕くだけそうな力で握にぎりしめられている。

「許さなければどうされると、閣下？」

　揶や揄ゆするように笑いながら、アロイスは悲鳴をあげる若者からやすやすと拳銃を奪うばっていた。その銃口を真っ青になったユリウスの顔に向ける。

「勿もつ体たいなくも、このタリンは我らが教皇聖下の御み座所くらばとして選ばれたのです。こんな僻へき地ちには過ぎた光栄でしょう？　それを喜ばぬばかりか、あろうことか、我らを異端呼ばわりするとは……この救い難がたい不信心者がッ！」

　若者の頰ほおが鈍にぶい音をあげたときには、アロイスの形相は憤ふん怒ぬに歪ゆがんでいた。路上に這はいつくばったユリウスを傲ごう然ぜんと睥へい睨げいし、居い丈たけ高だかに怒号する。

「我らは神の栄光と真の信しん仰こうのために戦っておるのだ！　それをよりによって異端呼ばわりとは……その罪、万ばん死しに値あたいする！」

「…………！」

　無様に倒たおれたまま、ユリウスは突つきつけられた銃口に息を吞のんだ。脳のう髄ずいを恐怖に鷲わし摑づかみにされ、身動きすらできぬうちに、アロイスの指が引き金を絞るのを見つめていたが──

「なるほど、こういうことでしたか……どうりで、街に人がいらっしゃらないと思いました」

　のどかに響ひびいた声が引き金を絞る指を止めた。

「いや、田舎だから、日が暮れたら誰も出歩かないのかな～とかも思ったんですが、なるほどなるほど。戒かい厳げん令れいが布しかれてたんですね。納なつ得とくです」

「……なんだね、君は？」

　およそ場ば違ちがいな穏おだやかさで喋しやべりかけてきたその男を、引き金にかけた指はそのまま、アロイスは睨ねめつけた。

　恐おそろしく背の高い男だった。雪明かりに輝かがやく銀ぎん髪ぱつの下、冬の湖を思わせる瞳ひとみが青く光っている。しかし、アロイスの目を奪うばったのは男の容よう姿しではない。彼の防寒着の襟えり元もとから覗のぞいているあれは、僧衣カソツクではないか？

「司祭か？　それにしては見かけん顔だな……どこの部隊の者だ？　出身教区と所属は？」

「ええっと、出身教区はローマのヴァチカンです。そして所属は──」

　丸眼鏡めがねのブリッジを押し上げると、男は照れくさげに笑った。

「所属は国務聖省特務分室──通つう称しようＡｘという部署で働いてます」

「──なにっ!?」

　いったい、彼らは何に驚おどろいたのか？

　二人の修道士が青ざめたのを、倒れたままのユリウスは怪け訝げんげに見上げた。そしてそのときには、一同の頭上、路地に面した建物の屋上から、平板な声が降ってきている。

「常じよう駐ちゆう戦術思考を強襲戦アサルト仕様モードに書換えリライト──戦コン闘バツト開・オー始プン」

　直後轟とどろいたのは、夜空そのものが咆ほう哮こうしたような銃声だった。

　屋根の上から何者かに狙そ撃げきされたのだと三人が悟さとったときには、連続して飛来した銃じゆう弾だんは修道士たちの影かげを容よう赦しやなく貫つらぬいている。四し肢しを撃うち抜ぬかれ、ユリウスの隣となりに倒れ込んできたのは長身の修道士──リヒターだ。

　その一方で、かろうじて銃撃を回かい避ひした小こ柄がらな修道士──アロイスはうわずった声で叫さけんだ。

「エ、Ａｘだと!?　では貴様らは派は遣けん執しつ行こう官かんか!?」

　人間離ばなれした跳ちよう躍やく力りよくで跳とびすさりながら、その拳銃を頭上に向ける。屋上からこちらを見下ろす影に狙点を定め、引き金を絞しぼろうとするが──後方から飛来したゴミ箱が彼の後頭部を直撃したのは、まさにその瞬しゆん間かんだった。

「…………!?」

　雪の詰つまったゴミ箱はかなりの重量に達していた。石いし畳だたみに転てん倒とうしたときには、アロイスは白目を剝むいて失神している。その向こうで、鼻び腔こうを膨ふくらませたのは最前の銀髪の神父だ。

「ナイス・チームワーク！　いやあ、私たちって、なんでこんなに息が合うんですかね？　ねえ、トレス君もそう思うでしょう？　もお、二人の息はぴったりだ♥」

「発言趣しゆ旨しが不明だ、ナイトロード神父」

　答えた声は、おそろしいほど平板で情じよう緒ちよを欠いていた。まるで鉄の塊かたまりでも落ちてきたような音とともに飛び降りてきた影──短く髪かみを切り詰めた小柄な神父は、路上で失神している修道士たちを見下ろすと、無愛想に顎あごをしゃくった。

「卿けいはこの二人を拘こう束そくしろ。俺はその間に、ボルジア司教とアンハルト伯爵夫人を連れてくる」

「はいはい、了りよう解かいしました」

　一方、銀髪の神父は別に気を悪くした様子もなく頷うなずいた。へたりこんだままのユリウスに手を差し伸のべると、人なつっこい笑えみを、丸眼鏡の向こうに浮うかべる。

「やっ、だいじょうぶでしたか？　災難でしたねえ。こんな寒い日に……ああ、ご安心ください。私たちは、この人たちの仲間じゃありません」

「……き、君たちは？」

　目の前の二人のいでたちは、紛まぎれもなく聖職者のそれだったが、どうやら〝奴やつら〟──新ノイエ教・ヴア皇テイ庁カーンの手の者ではないらしい。だが、何者なのだ？　二人の強化チユー歩兵ンドを一いつ瞬しゆんで倒してのけた今の手て際ぎわは、どう見てもただ者ではない。

「き、君たちはいったい何者なんだ？」

「私はアベル・ナイトロード──」

　銀髪の神父は丸眼鏡のブリッジを押し上げると、のほほんと笑ってみせた。

「教ヴア皇チカ庁ンより参りました巡じゆん回かい神父です」




　　　　Ⅰ




　天てん井じようの灯火あかりには黒い布が掛かけられていた。

　現在、タリンを占せん領りよう中の新教皇庁は全市に厳しい灯火管制を布いている。それは、街で唯ゆい一いつの宿屋であるこの建物とて例外ではない。屋根裏部屋のあちこちには、ほの暗い影が澱おりのようにわだかまっている。

「いやあ、しかし、びっくりですねえ」

　淡たん黄こう色しよくに輝いているアーク灯を見上げて、アベルは感心したように唸うなった。ローマなどの大都市ならばともかく、このような僻へき地ちではまだまだガス灯が主流で、電灯が使われているのは極きわめて珍めずらしい。発電所をはじめ、インフラが整備されている証しよう拠こだ。

「こんな田舎いなかに電気が通ってるのは驚きです。それに想像してた以上に街も立派だし……いやはや、よくこんなお金がありましたねえ」

「すべては、伯はく爵しやくさまのお力ですよ」

〝こんな田舎〟──無礼千万な台詞せりふに目元を微び妙みようにひきつらせたのは、ローマからの客人たちの対面に座っていた十人ほどの市民たちである。その中でも代表格らしい、ユリウスの傍かたわらに座を占しめていた大男は誇ほこらしげに胸を張ると、我がことのように勿もつ体たいぶった口調で説明を加えた。

「二年前、家か督とくを継つがれた伯爵さまが、ある事業を起こされたんです。発電所も学校も病院も、すべてそのお金で建ちました……もし伯爵さまがいらっしゃらなければ、タリンは貧しい僻地のままでしたでしょう」

「やめてくれ、セルゲイ。私はただ、少しついてただけさ。たいしたことはやってないよ」

　手放しに褒ほめられ、照れくさげにユリウスは首を振ふった。ポケットから何か小さなものを取り出すと、はにかむように笑ってみせる。

「それに、礼を言うんだったら、こいつに言うべきだろうな……私はただ、これの利用法を見つけただけなんだから」

「おや、それは何です？」

　ユリウスの取り出したものをアベルはしげしげと覗のぞき込んだ。ざらついた感じの黒い石いし塊くれが、肉の薄うすい掌てのひらに載のっている。

「石炭……にしちゃ、小さいな？」

「これは油オ母イル頁シエ岩ルといいます。この近くの山さん岳がく地帯に大量に埋まい蔵ぞうされている鉱物です」

　掌の上で石塊を転がすとユリウスはきまじめな口調で説明した。その顔は一国の主あるじというよりはむしろ、どこか研究熱心な科学者を思わせる。

「実はこの石は、粒りゆう子しの間にかなりの量の石油を含ふくんでいましてね。私は学生時代にアルビオンに留学していたんですが、そこでたまたま、その精製方法を発見したんです」

「へえ、こんなものから石油が？」

　眼鏡めがねの奥で、アベルは目を丸くした。

〝大災アルマゲ厄ドン〟以降、石油は貴重な燃料資源だが、産油国はヒスパニアやアルビオンなど、一部の列強諸国に限られる。だがエストニアのような小国でも、もし石油が採れるとなれば、それは莫ばく大だいな富を産む。学校や病院を建てられるはずである。

「これのお陰かげでタリンの財政事情は大おお幅はばに好転しました。今はまだ事業も小規模で、鉱山の一部と精製工場が稼か働どうしているに過ぎませんが……いずれはもっと規模を大きくしたいと思っています」

「ははあ……あ、そういえば、ここに来る途と中ちゆう、大きなパイプを山の中で見かけましたっけ。あれもそうですか？」

「ええ。あのパイプはここから四十キロほど山に入ったところにある鉱山と、この街のはずれに建てた精製工場とを結んでるんです」

　窓の外には、遠く険しい山並みが見える。それは、あたかもタリンを囲む天然の城じよう壁へきのようだ。

「あの中には高出力のコンベアを通してあります。それにより、大量の鉱石を連続して山から工場に運んでくることができるようになったんですが……それが新教皇庁に壊こわされてないか、一番の気がかりだったんです。それで、こっそり工場まで調べに行った帰り道に、奴やつらに見つかってしまって……」

「なるほどね。ところで、新教皇庁がこの街を占領して一週間になるっておっしゃいましたね？」

　薄うす闇やみの向こうに沈しずむ市民たちを見回し、アベルは本題を切り出した。

「この国の軍隊はどうなったんです？　城を護まもって戦わなかったんですか？」

「もちろん、皆みな、勇ゆう敢かんに戦いました……でも、勝てなかった」

　ユリウスの顔が一転して曇くもった。唇くちびるを固く嚙かむと、かすかに震ふるえる声を絞しぼり出す。

「数でも装備でも、敵の戦力はこちらを遥はるかに凌しのいでいました。私も騎き士し団を率ひきいて戦ったのですが、まるで歯が立ちませんでした。落城間ま際ぎわ、騎士たちが自みずからを盾たてに逃にがしてくれなかったら、私もどうなっていたことか」

　戦死者を悼いたんでいるのか、それとも城を奪うばわれた屈くつ辱じよくに耐たえているのか、エストニア伯はくはそれきり押し黙だまってしまった。力無く落ちた肩かたは、かすかに震えている。それを痛ましげに見やった市民たちの間から、暗いため息がこぼれる。ブルノでは教会軍に敗れたとはいえ、新教皇庁軍にはなお強化歩兵や重じゆう戦せん闘とう車しや輛りようが揃そろっていた。一般人が敵かなう相手ではない。

「……なるほどネ、だいたいの話はわかったヨ。つまり、ボクらはキミたちの助けは期待できないってワケだ」

　一方、苦く渋じゆうに満ちた伯爵の言葉に軽い口調で身も蓋ふたもない台詞せりふを挟はさんだのは、市民たちに同情するように黙ってしまったアベルではない。それまで退たい屈くつげに枝毛をチェックしていた長髪ロンゲの若者が身を起こすと、いかにも気のない顔で同行者を見やったのだ。

「アベル君、どうやら、賭かけはボクらの負けみたいだネ。さすがに、こんな状じよう況きようじゃ〝智天使ケルビム〟を手に入れるどころじゃァない。下手したら、連中に見つかってボクらも火あぶりだ……ま、ローマに逃げ戻もどっても、火あぶりだけどネ」

　軽けい薄はくな声で心温まる未来図を描えがいてみせたアントニオの顔は、しごく真しん剣けんだった。一方、それに反はん駁ばくしたのは平板な声だ。

「──〝智天使ケルビム〟奪だつ取しゆ作戦は続行する」

　カーテンの外を観察していた小こ柄がらな神父は無表情に、しかし一片の揺ゆるぎもなく首を振ふった。

「〝智天使ケルビム〟奪取は至上命題だ。それを諦あきらめてローマに帰き還かんすることはありえない」

「そうは言うけどネ、神父トレス。具体的にはどォすんのサ？　連中の数はざっと三百。しかも、強化歩兵や機械化歩兵までごっそり揃えてるって話じゃん？」

　反論するアントニオの声は明らかに熱を失っていた。

「でもって、こっちは四人。アンハルト伯はく爵しやく夫人とボクは差し引くから……一人頭、ざっと百五十人？　ねェ、諦めてローマに帰らない？　今ならまだ、許してもらえるかもヨ？」

「…………」

　枝毛の次は爪つめのチェックを始めた若い司教をトレスは無表情に一いち瞥べつした。その無機的な瞳ひとみにぞっとなりながらも、ユリウスはおそるおそる口を挟はさんだ。

「あの……神父さまのお力でローマから応おう援えんを呼んでいただくわけには参りませんでしょうか？」

　いかにも神経質に口元をひきつらせたその表情は、騎士団を率いて雄お々おしく戦った名将にはとても見えない。それでも、なんとかこの機会を逃がすまいとするかのようにうわずった声で訴うつたえる。

「奴らは、冬場中、ここに居座るつもりです。春になれば追っ手を避さけて、さらに北に向かうのでしょうが、それまでにこの街のすべては吸い尽つくされ、我々は餓が死ししてしまう……神父さま、教皇庁ローマに援えん軍ぐんを仰あおいで、奴らを追い払はらえませんか？」

「……残念ですが、伯爵。それは無理です」

　気の毒げに、それでもはっきりとアベルは首を振った。

「さきほどご説明しましたように、現在、我々は反はん逆ぎやく者しやとみなされています。よしんば援軍を呼んでも、異い端たんとの戦せん闘とうでは、教会軍は手て加か減げんしません。新教皇庁を追い払えたとしても、そのときには、この街も廃はい墟きよになっていることでしょう」

「そんな……」

　顔を覆おおうと、ユリウスはがっくりとうなだれた。それを市民たちが不安げに見守っている。うそ寒げな静せい寂じやくが、室内に満ちたが──

「あの、少しよろしい？　お話をうかがっているうちに、私わたくし、いい方法を思いついたんですけど」

　寒々しい沈ちん黙もくの中、一人、発言を求めた者がいる。アンハルト伯爵夫人クリスタ──夫が新教皇庁軍に加わっているという貴婦人が、ここに来て、初めて口を開いたのだ。

「新教皇庁の方々は、結局、偽にせ教皇のアルフォンソ・デステに服従なさってるのですわよね？　でしたら、あの老人を人ひと質じちにとってしまえばよろしいのではなくて？　そうしたら、きっと言うことをきいてくださると思うのですけど？」
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「……はっはっは、いい考えですヨ、セニョーラ。でも、絶対にムリですネ」

　黙ってしまった一同を代表し、微び妙みように強こわ張ばった笑え顔がおをアントニオは左右に振ってみせた。

「城の奥深く、しかも三百人もの兵士に護まもられている男をどォやって人質にするんです？　忍しのび込む間に見つかって、殺されてしまいますヨ」

「あら、誰だれも忍び込むだなんて言ってませんわ」

　心外げに口を尖とがらせたクリスタは、あっけらかんと付け足した。

「ここにいらっしゃる市民の皆さんに、伯爵閣下を奴らに突つき出していただくのです……そうすれば、堂々と城の中に入れるのではありませんこと？」

「……何ですって？」

　何かの聞き間ま違ちがいか？

　訝いぶかしむ一同の視線に婉えん然ぜんと笑み返すと、美女はいとも容易に、容易ならざる台詞せりふを口にした。

「偽アル教皇フオンソに面会したら、まず伯爵閣下があの老人を取り押さえてしまいますの。それから門を開けて、市民を城に入れて……異端者たちは、そうね、いったんは人アルフ質オンソを返すって騙だまして、火薬庫かどこかに集めてから、火をつけてしまえばよろしいわ。私、よく召めし使つかいたちがそうやって害虫を焼き殺しているのを見ました」

「い、いや……はは……それはどうでしょう？」

　さすがに口元をひきつらせてアントニオは言葉を濁にごしたが、市民たちの表情はこの危険な提案に惹ひかれているように揺れている。話が危ない方に走り出す前にと、アベルは急いで口を挟はさんだ。

「残念ですが、そのアイデアは使えませんよ、クリスタさん。それだと伯爵閣下に危険が集中しすぎです。今のお話だと、閣下お一人でデステ大司教を確保しなくちゃいけない。いくら武器を隠かくし持って行くにしても、リスクが大きすぎます」

「あら？　でも、閣下はご武勇にも優すぐれておいでなんでしょう？　さきほどのお話ですと騎き士し団を率ひきいて、勇ゆう敢かんに戦われたって──」

　指の先に顎あごを載のせると、クリスタはいっそ無む邪じや気きな表情で首を傾かしげてみせた。

「だったら、偽教皇を人質に取るぐらい、軽いものではありませんこと？　それともなんでしょう？　さっきのお話は噓うそだったのかしら？」

「ぶ、無礼な！」

　主君を法ほ螺ら吹ふき呼ばわりされた市民の間に怒ど気きが走った。とりわけ憤ふん然ぜんと立ち上がったのは、宿の主人──セルゲイである。

「エストニア伯爵家は代々武勇の名門！　ユリウスさまもまた、勇敢な騎士にあらせられます。この方にかかれば、偽教皇ぐらい、わけもありません……そうですよね、ユリウスさま？」

「……あ？　あ、ああ。そうだとも、セルゲイ」

　一方、肝かん心じんのユリウスは自分が噓つき呼ばわりされたことにも気づかぬようにぼんやりとしていたが、いきなり話を振ふられ、ようやく我に返ったらしい。集まる視線に慌あわてて胸を叩たたくと、大きく頷うなずいてみせる。

「え、えっと、アンハルト伯はく爵しやく夫人のご提案は実に興味深い。ナイトロード神父、お心こころ遣づかいはありがたいが、こう見えても、私も一通りの武芸は心得ております。心配はご無用に願おう」

「うふっ、これで決まりましたわね」

　無邪気に手を打つと、クリスタは艶あでやかに微笑ほほえんだ。

「これで皆みな、欲ほしいものを手に入れられます。伯爵さまはお城を、神父さま方は〝智天使ケルビム〟を。そして、私は夫を……ああ、ルドルフ」

　伯爵夫人は、すでに夫との再会を果たしたような表情になっていた。うっとりと胸の前で手を組んで、切なげにため息をつく。

「早くあの人に逢あいたい……愛いとしいルドルフ、あなたは今、なにをなさっているの？」

　一方、その間にも、市民たちはさっそくユリウスの周囲に集まって、興奮したように話しかけていた。しかし、彼らの激げき励れいにいちいち応じているユリウスの顔は微び笑しようこそ浮うかべてはいたが、どこか虚うつろだ。そんな若者の様子を見やって、アベルは独り、ため息をついた。

「さて……そんなにうまくいきますかね？」

　そう、確かに敗残の新教皇庁はいまやアルフォンソ一人で保っている。彼を人質にとれば、その中ちゆう枢すうを混乱に陥おとしいれることができるかもしれない。

　しかし、ユリウスが偽アル教皇フオンソを確保できねばどうなる？　城で立ち往生したあげくに、全員、一いち網もう打だ尽じんになりかねないのではないか？

「……どう思います、トレス君？」

「リスクが大きすぎる」

　尋たずねかけられたトレスは無表情に首を振ったが、すぐにこう付け足した。

「だが、他ほかに有効な選せん択たく肢しを見いだせない以上、このプランを採用するしかない……異い端たん審しん問もん後の処しよ刑けいは判決直後に実じつ施しされるのが通例だ。我々に躊ちゆう躇ちよしている時間はない」

「そうですね……」

　ローマに残してきた女性ひとのことを思って、アベルはため息をついた。

　暗い牢ろう獄ごくの中、独り、闘たたかっているはずの彼女──あまり体の強い人ではない。だいじょうぶだろうか？　無理していなければよいのだが……

　いずれにせよ、他に選択肢などないことはアベルにもわかりきっていた。




「異議あり！」

　パイプを嚙かみ直した〝教授〟は、穏おだやかだが、どこか反はん駁ばくを許さぬ視線を判事席に送った。

「検察側の証しよう拠この信しん頼らい性には重大な疑義があります。裁判長、事実関係の再さい認にん定ていを希望します」

「弁護人の異議を却きやつ下かします」

　若い裁判官はそっけなく首を振った。もともと、このカリオーネ枢すう機き卿きようは若手の高級モンセ聖職者ニヨールの中でも特にフランチェスコの心しん酔すい者しやとして知られている。その彼を判事席に着けてしまった一事だけでも、カテリーナの不利は決定的だった。

「検察側──異端審問局は、証拠物件について十分な信頼性を証明しています。反証は被ひ告こく側から提出してください」

「では、異端審問官にうかがいましょう。提出された証拠物件Ａ──被告の新教皇庁への参加署名ですが、この署名が本物であるという明白な証明はどこにも存在しません」

〝教授〟が顔を向けたのは、判事席でもなければ検察席でもない。審問会場の側方に設けられた陪ばい審しん員いん席──緋ひ色いろの法ほう衣えを纏まとう十二人の枢機卿の方だ。被告への同情を請こうもののように腕うでを回す。

「筆ひつ跡せきならびに血判状のＤＮＡ鑑かん定てい、放射性ラジオイ免疫ムノア分析ツセイの所見は、僕も拝見しました。しかし、どのような結果もしょせんは可能性の問題であります。これをもって、被告の新教皇庁への通敵証拠とみなすのは、〝疑わしきは被告の利益に〟の審しん判ぱん原則を著いちじるしく損そこなうものであります。皆みなさまには、どうかその点にご留意をいただきたい」

「……裁判長」

　だが、ローマきっての学究が振ふるう雄ゆう弁べんに応じたのは、陪審員たちの同意のため息ではなかった。夜の森のように閑しずかな女の声が、挙手とともに弁護人発言を遮さえぎったのだ。

「検察側からは、先に提出いたしました証拠物件Ａに加えまして、新たな証拠を四つ、提出したく思うのですが、かまわないでしょうか？」

「かまいませんよ。それは、ここにあるのですか、シスター・パウラ？」

「はい」

　女はファイルを数部取り出すと、それを判事席、陪審員席に手づから置いていった。最後に、被告の側そばに立つ〝教授〟の側に来ると、

「どうぞ、ワーズワース博士」

　嫌いやみなほどの丁てい寧ねいさで、薄いそれを差し出す。〝教授〟が黙だまったままそれを広げると、パウラは検察官席に戻もどって再び口を開いた。

「これは、異端審問局宛あてに国務聖省内の匿とく名めい者しやから送られてきたものです。部外秘の内部文章ですが、被告スフォルツァ枢機卿ご自身の筆跡で、最高機密扱あつかいとするよう指示が書き添そえられています。そしてこれらは……すべて、ブルノ蜂ほう起き前後に、被告から異端者ヴァーツラフ・ハヴェル神父に送られた命令文書です」

「…………!?」

　陪審員席に潮うしおのようなどよめきが走った。ファイルに封ふうじられていたのは、反逆者──ハヴェル神父に宛あてられた幾いく通つうかの書簡だ。

　内容は断片的ながら、ある種の教会軍の新兵器を新教皇庁が奪だつ取しゆするための便べん宜ぎを図はかるよう、手紙の主は作戦行動中のハヴェルに命じている。そこに署名はないが、その筆跡は、陪審員のほとんどが知るものだった。

「ミラノ公、これはあなたの筆跡ですね？」

　そして、そのどよめきが十分に行き渡わたるタイミングを計ったかのように、異端審問官は被告席の麗れい人じんに美び貌ぼうを向けた。

「あなたは部下であるハヴェルを使って、新教皇庁の蜂起を援えん助じよしていた……プラークでの教皇聖下誘ゆう拐かいも支援の一いつ環かんだったのではないですか？」

「いや、それはありえませんね」

　糾きゆう弾だんを硬かたい声で遮ったのはカテリーナではなかった。麗人は被告人席で無機的な沈ちん黙もくを守ったままだ。主を護まもって最後の抵てい抗こうを試みたのは、弁護人席から立ち上がった〝教授〟である。

「シスター・パウラ、あなたは何のつもりでこのような紛まがい物ものを審しん議ぎの場に提出されるのです？　傍ぼう聴ちよう人にんの心証を損ねることが目的であるのならば、重大な審理妨ぼう害がいです。厳重に抗こう議ぎしますよ」

「あいにくですが、これが紛い物かどうかを判断するのはあなたではありません、ワーズワース博ドツト士ーレ」
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〝教授〟の抗議は正当なものではあったが、〝死の淑しゆく女じよ〟の怜れい悧りな表情は小こ揺ゆるぎもしなかった。死そのもののような冷たい瞳ひとみで告げる。

「証拠の信しん憑ぴよう性を判断するのは、陪審員と裁判官です──違ちがいますか、博士？」

「…………」

　逆境におけるアルビオン貴族のポーカーフェイスには定評がある。だから、〝教授〟の面おも長ながの顔は何の表情も浮うかべなかった──しかし、この場合、無表情な沈黙以上に、彼の、いや彼の主人の敗北を如によ実じつに物語るものはない。

「……申し訳ございません、猊げい下か」

　被告席を振り返った〝教授〟の顔は厳しかった。愛用のパイプの吸口に歯形がついているのも気づかず、小声で囁ささやく。

「どうやら、我々は完全にはめられたようですな」

「はめられたのは、私たちだけではありません」

　軽く咳せきをしたカテリーナの顔は、血の気こそ乏とぼしかったが、瞳は理性を失ってはいなかった。その視線は、あたかもここにはいない誰だれかを相手取っているかのように正面を向いたままだ。

「はめられたのは、異い端たん審しん問もん局きよくを含ふくめた教皇庁われわれの全員です……それにしても、このような搦からめ手てから攻せめられるとはとんだ誤算でした。〝奴やつら〟の狡ずる賢がしこさはいやというほど知っていたつもりでしたが、まだ甘かったわね──」

「静せい粛しゆくに！　皆みなさん、静粛に！」

　いまや、新たに提出された証しよう拠このせいで、審問会場は狼ろう狽ばいとざわめきに支配されている。それを遮ったのは、裁判長の振るう木き槌づちの音だ。

「では弁護人、新たに提出された証拠について、反証はありますか？」

「……いいえ、ありません」

　ローマきっての知性といえど、神ならぬ身に、この状じよう況きようで打つ手などあろうはずがない。証拠の提出されたタイミングといい、その内容といい、実に見事なものだ。むろん、シスター・パウラの思おも惑わくもあるだろうが、それ以上に見事なのは、こちらの心理や異端審問局の動きさえ完全に読んで手を打ってくる、本当の敵の手しゆ腕わんである。

「苦戦は覚かく悟ごはしておりましたが、やはり、なまなかなことではいかないようですね、猊下。あとは、タリンの彼らがいつ戻ってきてくれるか……」

「…………」

　囁く〝教授〟には答えず、カテリーナは窓の外を眺ながめていた。

　雪がまた激しくなってきたようだ。降誕クリス祭マスも未いまだというのに、今年の冬はずいぶんと厳しい。彼らは風か邪ぜなどひいていないだろうか……

「では、検察・弁護側双そう方ほうの陳ちん述じゆつについては、これを以もつて、終しゆう了りようしました──」

　再び木槌の音が場内にこだますと、それを追うように、カリオーネ枢すう機き卿きようの甲かん高だかい声が響ひびいた。

「被ひ告こくカテリーナ・スフォルツァへの判決につきましては、一週間後のこの時間に行うことといたします──本日はこれにて閉へい廷てい！」




「お前めえがここまで出で張ばって来るたぁ、珍めずらしいな」

　太い指で耳をほじりながら、その囚しゆう人じんは防ぼう弾だんガラスの向こうを悪戯いたずらっぽく覗のぞき込んだ。厚い唇くちびるを捩よじるようにして、不敵な笑えみを刻む。

「で、今度の仕事ヤマは何年だ？」

〈わからん〉

　愛あい想そのない声と表情で面会者は応じた。

　僧衣カソツクの襟えりに沈しずんだ顔は硬かたく締しまっており、触ふれただけで指を切られそうな鋭えい気きを宿している。

〈今回の依い頼らいは、ミラノ公からのものではない。俺に伝言を託たくしたのは、〝教授〟だ。彼に刑けい期き軽減の権限はないからな……だが、依頼を受けねば、もしくは依頼を受けても任務に失敗すれば、君は一生、ここを出られないだろう〉

「厳しいねえ……こっちには、選せん択たくの余地なんざないってか？」

　きまじめな返答に対し、囚人は厚い肩かたをすくめてみせた。ほじりだした耳みみ垢あかを科学者じみた目つきで観察しながら、およそ深刻さの欠片かけらもない顔で笑ってみせる。

「それでも、俺はここから出なくちゃなんねえ。外に、女を一人、待たせてるんでな……また、いい女なんだ、これが」

〈……そうか〉

　訪問者の顔に一いつ瞬しゆん、翳かげりが過よぎった。

　しかしそれも束つかの間ま、翠すい瞳とうには再び禁スト欲イツ的クな光が戻もどっている。金きん髪ぱつを揺ゆらして頷うなずくと、その若い男は手にした鉄棒を引きつけて立ち上がった。

〈では、覚かく悟ごはできたと受け取らせてもらおう〉

「かまわねえよ……おう、それよりもよ」

　悪戯の相談でもするように、囚人──派は遣けん執しつ行こう官かんレオン・ガルシア・デ・アストゥリアスは声をひそめた。手錠をはずした腕うでを擦さすりながら、来客の白い顔を覗き込む。

「お前こそ傷の方はもういいのかい？　半年はベッドから起きられねえって聞いたぜ？」

〈ああ、それについては……〉

　レオンの問いを受けた面会者は、鉄棒に添そえた手をかすかに動かしたようだった。直後、二人を隔へだてていた厚い防弾ガラスは美しい切り口を見せて床ゆかに転がっている。

「この通り、問題ない」

　白はく刃じんの輝かがやきを翠瞳に映した〝ソードダンサー〟──派遣執行官ユーグ・ド・ヴァトー神父は不敵に答えた。




　　　　Ⅱ




「これくらいのことで、私は挫くじけはせん」

　かつての伯はく爵しやく執しつ務む室しつ──現在は、教皇玉座の間に並んだ司祭たちの顔を一つ一つ覗のぞき込んで、アルフォンソ・デステは力強く宣言した。

　会議に熱中している間に、外はいつの間にやら朝を迎むかえていたようだ。すでに吹雪ふぶきもやみ、雲間からの曙しよ光こうが積雪を銀色に照らしている。その光を神その人に挑ちよう戦せんする者のように見上げた瞳ひとみに灯ともるのは、不ふ屈くつの闘とう志しだった。

「私は神の御み心こころに沿っているのだ。であれば、天が報むくいぬはずはない……そうではないか？」

「さようですとも、教皇聖下」

　重々しく頷うなずいたのは、いまだ、ブルノで負った戦傷に包帯を巻いたままの司祭パーテルハイドリッヒである。双そう剣けんの遣つかい手として名高い強化歩兵は背中に交差させた二本の大たい剣けんを担かつぎ直しながら、狂きよう信しんに近い信しん頼らいをこめて頷いた。

「ブルノでの重囲から、我らが無事に脱だつ出しゆつできたことこそ、その証左あかし。神意あらば、腐くさり果てたローマの輩やからなど、いかに強大を誇ほころうとしょせんは敵ではありませぬ」

「弟の申すとおりです、聖下」

　ハイドリッヒの発言に重々しく賛意を表明したのは、腰こしの両りよう脇わきに長い鞭むちをたばさんだ司祭だった。こちらも灰色に変色した手を拳こぶしに固めつつ、司祭パーテルフリードリッヒは主君と仲間たちを鼓こ舞ぶするように声を励はげました。

「春になり次し第だい、こんな田舎いなか町まちは捨てて北に向かいましょう。北部諸しよ侯こうの中には、教ヴア皇チカ庁ンの専横に反感を持つ者が少なくないと聞いております。そのいずれかに身を寄せ、時間を稼かせげば」

「まだまだ我らは戦える──そういうことだ」

　城の中庭を一面に覆おおった雪を眺ながめ下ろし、アルフォンソは大きく頷いた。

　そう、自分にはこの雪という頼たのもしい味方があるのだ。これがある間は、教会軍といえど易やす々やすとは追ってこれまい。その間に勢力を立て直し、再戦の時を待つのだ。教皇庁の権けん威いはけっして盤ばん石じやくではない。付け入る隙すきなど、いくらでもある──

「──お忙いそがしいところを失礼いたします、聖下」

　決意を新たにしていた新教皇の背に、こもった声がかけられたのはそのときだった。

「実はこの者どもが至急、聖下に申し上げたいことがあると申しまして……」

　振ふり返れば、幾いくつかの人ひと影かげが執務室の戸口にある。修道士に案内されて入室してきたのは、粗そ末まつな防寒着姿のタリン市民たちだ。だが、アルフォンソの目を引いたのは、落ち着かなげに青い顔をしている彼らではない。その手に恭うやうやしく担かつがれているのは、二つの棺かん桶おけではないか？

「何だ、その棺ひつぎは？」

　市民たちと教皇の間に壁かべのように立った二人の強化チユー歩兵ンドのうち、胡う乱ろんげに尋たずねたのは司祭パーテルフリードリッヒだ。大おお股またに近寄って、棺の中を覗き込もうとする。

「あ、いや、いけません！」

　棺を抱かかえていた大男が慌あわてて首を振った。確か、町宿の主あるじでセルゲイとかいう男だ。

「中は、その、かなりひどいことになっております……ご覧になられない方がよろしいかと」

　しかし、忠告はあっさりと無視された。司祭は棺に顔を寄せると、無造作に蓋ふたを開けた──だが、すぐに顔をしかめてあとずさる。

「な、なんだ、これは──!?」

　棺の中に横たわっていたのは遺体だった。むろん、ただの遺体であれば、フリードリッヒとてこうも驚おどろかなかったろう。しかし遺体は包帯で全身を隙すき間ま無く巻かれており、しかもそれは血で真っ赤に染まっている。

「なんだ、この死体は!?」

「その……実は、修道士さまのご遺体でして」

　声をひそめて答えたのは最前の大男である。蓋ふたを閉め直すと、いかにも言い辛づらそうに付け足す。

「アロイスさまとリヒターさまとおっしゃいましたか……昨晩、街で亡なくなられました」

「なにっ!?」

　仲間の死を告げられた聖職者たちの顔に緊きん張ちようの色が走った。だが、二人の修道士フラターは昨夜までは元気だったはずだ。夜の巡じゆん回かいにも出て行っている。それがなぜ死体で帰ってきたのか!?

「まことに申し上げにくきことながら……お二人は一部の市民たちに殺されたのでございます」

　いかにもおそるおそるといった感じで、大男が説明を加えた。青ざめた聖職者たちを媚こびるように見やりながら、丁てい寧ねいな手付きで棺を指す。

「昨夜、うちの宿の前で、何か争う声が聞こえまして。何事かと見ると、何人かの街の者が寄ってたかってこの方々を襲おそっているではありませんか。これはいかんとあわてて駆かけつけたのですが、すでに遅おそく──」

「なんということだ。修道士を二人も……」

　目も眩くらむような怒いかりに、アルフォンソは声を震ふるわせた。市民が不ふ穏おんな動きをしているのは知っていたが、死者が出たのは初めてだ。これは、厳格に対処せねばなるまい。

「それで、二人を殺した者どもの名は？　そやつらの居所はわかるか？」

「はい……実は、そのうちの一人をここにとっ捕つかまえてきています。お会いになられますか？」

「すぐに連れてこい！」

　命じるまでもなかった。手て錠じようをかけられた若い男が、市民の間から乱暴に突つき出されたのだ。

「ほう、これはこれは……」

　最初、あちこちに青あお痣あざを作った若者を憎にく々にくしげに睨にらみつけたアルフォンソだったが、すぐにその目に驚きの光が走った。

「誰だれかと思えば、伯はく爵しやく閣下ではないか！　急に城から姿を消されて、ずいぶんと心配したぞ？　客人を放ほうって、城の主人がどこにおでかけだったのかな？」

「客だと？　図ずう々ずうしい！　盗人ぬすつと猛たけ々だけしいとはこのことだ、忌いまわしい異い端たん者しやどもめ！」

　血と埃ほこりで汚よごれた顔をあげると、若い伯爵は血ち糊のりのついた唇くちびるで弱々しく吐はき捨てた。

「それより、主あるじが帰ってきたのだ。すぐに私の城から出て行け！」

「残念ながら、それはできかねるな。なにぶんにもこの雪だ。春までは我らも動けぬ……それよりも、伯爵。彼らを殺したのは貴様か？　聖職者殺しの罪深きことは、わかっていような？」

「聖職者？　異端者の分際で何をほざく！」

　アルフォンソの言葉に対し、若い敗残者は精せいいっぱいの虚きよ勢せいを張ってみせた。生白い顔を嘲ちよう弄ろうの形に歪ゆがめると、憎々しげに吠ほえる。

「どうせ、もうすぐ貴様らは滅ほろびるのだ！　教皇庁の追っ手がこの街に迫せまっている。お、お前らなど、この数日の命だ！」

「あいにくだが、伯爵。教会軍は我々の所在を摑つかんではいない。仮に摑んだとしても、こんな僻へき地ちに軍を送るには時間がかかる……ここにいる限り、我々の安全は保証されているよ」

「安全？　は、果たしてそうかな？」

　ひきつった顔の中で、伯爵は唇を吊つり上げてみせた。泣き出しかけているのか、それとも嘲あざ笑わらっているのかは微び妙みようだったが、それでも震える声で容易ならざる言葉を刻んでみせる。

「お前たちが考えているほど、タリンは安全ではないぞ……お前たちの襲しゆう撃げきから落城までの間、この私が何もしなかったと思うのか？」

「……どういうことだ？」

　初めて、アルフォンソの声から嘲弄の気配が消えた。険しい視線をあげると、蒼そう白はくになっている若者を睨ねめつける。

「伯爵、何が言いたいのだ？」

「…………」

　詰きつ問もんに対し、答えはなかった。ふて腐くされているのか、それとも怯おびえているのか、不自然な沈ちん黙もくを守る若者を視線で串くし刺ざしにしたまま、アルフォンソは部下に顎あごをしゃくった。

「フリードリッヒ、そやつをここに連れてこい」

「はっ」

　短く答えた強化歩兵が荒あら々あらしく若者の腕うでを捕とらえた。乱暴にひきずって来られた若い伯爵を見下ろし、アルフォンソは再度、問いを重ねた。

「もう一度聞くぞ、伯爵。貴様、何をやった？　教皇庁の動きについて、何を知っているのか？」

「そ、それは……」

　問いつめられたユリウスは、落ち着かなげな視線を彷徨さまよわせた。声をうわずらせながら、さきほどまで彼を捕らえていた市民たちの方を振ふり返っている。それに向け、再度、アルフォンソは問いを発しようとしたが──

「──待て」

　質問を遮さえぎったのは、執しつ務む室しつに響ひびいた冷たい声だった。ユリウスを観察していたいま一人の司祭──双そう剣けんを背負った強化歩兵が、硬かたい顔で若者に歩み寄ったのだ。

「伯爵、その手を動かすな……袖そでの中に何を隠かくしている？」

「!?」

　部下の指し摘てきに、アルフォンソの目が瞠みはられた。

　激しく震ふるえる伯爵の手が、袖口に忍しのばせた何かを探さぐっていることに気づいたのだ。そして、彼を連行してきた市民たちもまた、緊きん張ちように青ざめた顔でこちらを食い入るように見つめていることにも。

「──聖下、お退さがりを！」

「──戦コン闘バツト開・オー始プン」

　フリードリッヒが主君を突き飛ばしたのと、遺体を収めた棺ひつぎが炎ほのおを吐き出したのはほぼ同時だった。血ち塗まみれの包帯を纏まとった修道士の死体が、二つの棺から起きあがったときには、首をすくめたアルフォンソの頭上を銃じゆう弾だんがかすめている。

「て、敵てき襲しゆう!?」

「偽にせ教皇を捕らえろ！」

　怒ど号ごうと悲鳴、そして銃じゆう声せいと剣けん戟げきの響きが、さして広くもない執務室に沸ふつ騰とうした。その中を、アルフォンソのもとへと駆かけ寄ろうとしたのは棺から飛び出した二つの〝死体〟だ。血塗れの包帯を剝はぎ取りながら、アベルとトレスは偽教皇めがけて突とつ進しんしたが──

「通さんぞ！」

「退さがれ、異端め！」

　空気そのものが牙きばを剝むいたような衝しよう撃げきが、神父たちを襲おそった。

　二条の鞭むちと二振りの剣けん──二人の強化歩兵が彼らの眼前に立ちはだかったのだ。

「くっ……ユリウスさん、早くデステ大司教を！」

　左右から繰くり出された双剣をかろうじて避よけたアベルが怒ど鳴なった。切断された数本の銀ぎん髪ぱつを舞まい散らせながらも、激しい発はつ砲ぽうを剣士に加える。だが、銃弾はことごとく白はく刃じんに弾はじかれて、一発も敵てき影えいを捉とらえられない。同様に隣となりで苦戦しているトレスの援えん護ごも出来ぬまま、アベルは再度叫さけんだ。

「何をもたついてるんです、ユリウスさん！　早く、デステ大司教を押さえて！」

「あ？　あ、ああ……」

　怒鳴られて、ユリウスは初めて自分の役割を思い出したようだった。あたふたと手て錠じようをはずすと、袖口に隠しておいた小型拳けん銃じゆうを引き抜ぬく。幸い、他の信徒たちは混乱して逃にげまどうか、発砲を続ける市民たちに立ち向かっており、彼と偽教皇の周囲は台風の目のように奇き妙みような真空が開いている。若い伯はく爵しやくは危あやうい手付きで銃口を上げた。

「う、う、う、動くな、異い端たん者しや！」

　警告の声は、銃を握にぎる手以上に震ふるえていた。まるで自分が銃を突つきつけられているかのように蒼白になりながら、ユリウスは偽教皇を恫どう喝かつした。

「ア、アルフォンソ・デステ、お前は人ひと質じちだ。お、おとなしく私と来い！　でないと撃うつぞ！」

「──撃つ？　この私を？　お前ごときがか？」

　だが、銃口を突きつけられたアルフォンソが怯えることはなかった。

　わざとらしくユリウスの脅きよう迫はくを繰り返してみせた声には、むしろ傲ごう岸がんな響きすらある。脂あぶら汗あせを流す伯爵を底光りする瞳ひとみで見返すと、新教皇庁初代教皇はゆっくりと首を振った。

「あいにくだが、お前には無理だ、ユリウス・リュイテル……お前ごときに、主の守護したもう私は倒たおせん」

「う……っ!?」

　それは気き迫はくと狂きよう信しんに満ちた声だった。気け圧おされるようにユリウスが一歩あとずさったときには、彼の拳銃はアルフォンソの皺しわ深ぶかい指にがっちりと握られてしまっている。いや、握られたばかりではない。引き金を引くいとまさえなく、そのまま無造作にもぎとられてしまったではないか。

「……な、何をやってるんです、伯爵!?」

　裏返った声で叫んだのは、それを見ていたアベルだ。旋せん回かいする双剣を回かい避ひしながら、なおも若者を叱しつ咤たする──だが、ユリウスは動けなかった。

「私は主によって選ばれた存在なのだよ、伯爵」

　気迫だけで奪うばい取った拳銃を元の持ち主に向け直したアルフォンソが、一言一言、鏨たがねで鋼はがねを彫ほるような明確さでこう告げたのだ。

「ゆえに、私を傷つけることは何なん人ぴとたりともかなわぬ。逆らう輩やからには神しん罰ばつが下るであろう……それが理ことわりというものだよ、エストニア伯」

「ひ、ひっ──!?」

　引き金は、何の躊躇ためらいもなく引かれた。

　瞬しゆん間かん、目を閉じてしまったユリウスに向け、雷らい鳴めいのような銃声がほとばしる──しかし、銃弾が抉えぐったのはユリウスの眉み間けんではなかった。

「ト、トレス君！」

　咄とつ嗟さに跳ちよう躍やくしたトレスがユリウスを押おし倒していた。銃弾がその右みぎ脚あしを抉えぐったときには、Ｍ13の銃口は素す早ばやく旋回して、次弾を撃とうとしている偽教皇を照準している。

「やらせるかッ！」

　雄お叫たけびをあげたフリードリッヒの手元から、黒い光が飛んだ。直後、鞭むちに銃口を弾かれたＭ13があらぬ方向に銃火を吐はき出す。それでもなおトレスはアルフォンソを狙そ撃げきしようとしたが──

「──ご無事ですか、聖下!?」

　だが、そのときには執しつ務む室しつの扉とびらを蹴け破やぶるように、衛兵たちが雪な崩だれ込んできている。ようやく気を取り直した聖職者たちも、彼らの教皇と襲しゆう撃げき者しやの間に盾たてになるように立ちはだかった──これではもはや、アルフォンソを捕とらえるのは不可能だ。

「……やむを得ません！」

　己おのれの未練を断ち切るかのように旧式パーカツ回転シヨン・拳リボ銃ルバーを連射しながら、アベルは、万一に備え、あらかじめ打ち合わせておいた逃とう走そう路ろ──かつてはユリウスのものだった執しつ務む卓たくに駆け寄った。

　引き出しの下に隠かくされていたボタンを押し込むと同時に、その足あし下もとの床ゆかにぽっかり暗い穴が開ひらく──一週間前、ユリウスを逃のがした脱だつ出しゆつ路ろだ。

「作戦は失敗です──皆みなさん、逃げて！」

　蹴け倒たおした机を盾にとると、神父はわずかな時間を稼かせぐべく、激しい援えん護ご射しや撃げきを開始した。




　バルト海上空五千メートル──たいていの飛行船の実用限界高度を超こえる高みは、この朝も穏おだやかだった。成せい層そう圏けんもほど近い空は抜ぬけるように蒼あおく、見上げていると、どこまでも落ちていってしまいそうな気すらしてくる。新しいお茶のレシピを考えるには、まさに絶好のロケーションだ。

　とはいえ、Ａｘ派は遣けん執しつ行こう官かん〝アイアンメイデン〟ことケイト・スコットとしては、今朝は到とう底てい、そんな気分にはなれなかった。

〈じゃあ、まだアベルさんたちからは連れん絡らくがないのですね、ボルジア司教？　予定時刻はもう一時間も過ぎています……いったい、どうしたのかしら？〉

〈アベル君だけならともかく、イクス神父からも連絡がないってのはたしかにちょっとおかしいねェ……これは、やっぱり何かあったカナ？〉

　ケイトの質問に答えたアントニオの声は、彼にしてはけっこう深刻だった。仮にも女性と話しているというのに、冗じよう談だんの一つも無線機からは出てこない。

〈まあ、もともとちょっと無理のある計画だったし……嗚あ呼あ、アベル・ナイトロード、タリンに散る、か。さらば、魂ココロの同胞トモよ。星になった君のことはけっして忘れない〉

〈司教さま、あなた、そんな無責任なことおっしゃらないでくださいまし！〉

　大げさに嘆なげき始めた無線機に、ケイトは思わず憤ふん激げきした。爆ばく弾だんでも落としてやりたい衝しよう動どうを懸けん命めいに抑おさえながら、声を荒あらげる。

〈そんなこと言ってる暇ひまがおありでしたら、せめてアベルさんたちの安否だけでもお確かめになって！　あの方たちに何かあったら、カテリーナさまも終わりですのよ！〉

〈いや、それはわかってるんだけどネ──〉

　尼に僧そうの罵ば倒とうに、アントニオは何か抗こう弁べんしようとしたようだった。しかし残念なことに、彼が何と言ったのかはケイトの耳には入らなかった──激しい空電ノイズが彼の声をかき消してしまったからだ。

〈あら？　ボルジア司教？　どうされたんですの……司教？〉

　いきなりのノイズに、ケイトは電装系をチェックした。だが、機械的には何の異常もない。

〈なんなのかしら？　こんなに電波状じよう況きようが悪いなんて？〉

　あるいはボルジア司教が無線機の扱あつかい方を間ま違ちがえたのだろうか──そう考えたところで、ふと悪お寒かんにも似た不ふ吉きつな予感が脳のう裏りを過よぎる。

〈まさか、これって……〉

　女の勘かんに駆かられるままに、ケイトは無線を調節した。周波数を合わせた先は、教皇庁内のとある部署の優先帯域バンドだ。最初、そこから流れてきたのはまったく意味をなさない数字の羅ら列れつだった。だが、それを電動知性の解かい析せきフィルターにかけると、すぐに短い文字列に変わって吐はき出される。

〈〝最高極ごく秘ひ指令──発ハツ教理聖省異い端たん審しん問もん局きよく／宛アテ教会軍北方第八旅団特務Ｂ集団。異端審問官ぶらざー・またいノ到とう着ちやくヲ待ッテ進軍ヲ開始サレタシ──追記：異端審問官ノたりん到着ハ十二時間後ヲ予定〟……こ、これって!?〉
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「マズい！　実にマズいよ、キミたち！」

　軽けい薄はくに脱だつ色しよくした長髪ロンゲを搔かきむしると、若者は屋根裏部屋に並んだ不景気な顔にまくしたてた。

「今がどれほどマズい状況か、本当にわかってる？　これで完全にアイツらを警けい戒かいさせてしまった。もうろくに動くこともできないヨ！」

　無論そんなことぐらい、アントニオの指し摘てきを待つまでもなく、一同にはいやというほどよくわかっている。今朝の襲撃が失敗したせいで、街は新教皇庁の捜そう索さく隊で溢あふれかえってしまった。現在、奴やつらは虱しらみ潰つぶしに民家を回って、逃走した市民と派は遣けん執しつ行こう官かんたちを捜さがし回っているところだ。

「……やはり、君たちなどの口車に乗ったのが失敗だった！」

　奈落アビスから漏もれてきたような陰いん気きな声は、カーテンの隙すき間まを覗のぞいていたユリウスのものだ。街に溢れかえった兵士と装そう甲こう車しやの車列を硬かたい顔で見下ろしたまま、忌いま々いましげに吐き捨すてる。

「これで、我々が発見されるのは時間の問題だ！　いったい、この責任をどうとるつもりだ!?」

「作戦については、事前に卿けいも了りよう解かいしていたはずだ、エストニア伯。我々が一方的に非難されるいわれはない」

　平板な声は鋭するどいものを底に含ふくんでいた。傷ついた右みぎ脚あしに応急処置を施ほどこしていた小こ柄がらな神父が顔をあげると、ユリウスを真っ向から見み据すえたのだ。

「そもそも作戦が失敗したのは、卿がアルフォンソ・デステを確保する機会を逃のがしたためだ。責任は卿自身にある。卿の精神的脆ぜい弱じやく性せいが、作戦を失敗させた」

「せ、精神的脆弱性？　ひょ、ひょっとして、私が臆おく病びようだと言いたいのか、君は!?」

「肯ポジ定テイヴだ」

　機械化歩兵の声はユリウスのそれとは対照的に静かだったが、返答は情なさけ容よう赦しやなかった。とりつくしまもない顔で言い放つ。

「卿は、恐きよう怖ふから担当任務を放ほう棄きした。作戦が失敗したのはそのためだ」

「こ、この──！」

　怒いかりに青ざめたユリウスの手が、発作的に腰こしの細剣レイピアに伸のびた。もっとも、柄つかには手をかけただけで白はく刃じんを抜ぬくことは躊躇ためらうように指を開閉させている。一方、トレスの方はそんな伯はく爵しやくを無表情に見み据すえるだけで、謝罪の気配は欠片かけらもない。

「やれやれ……」

　このままでは、埒らちが明かない。

　そんな顔でアベルはため息をつくと、仲ちゆう裁さいに入ろうとしたが──

〈た、たいへんです！〉

　小さな電子音アラームとともに、うわずった女の声がイヤーカフスから聞こえてきたのはそのときだった。タリン上空五千メートルに滞たい空くうしている〝アイアンメイデン〟からの緊きん急きゆう通信だ。

「どうかされましたか、ケイトさん？」

　このうえ、何があるのだろうか──耳を押さえると、アベルは辟へき易えきしたように声をひそめた。

「上そちらで何か問題が起こりました？」

〈い、異端審問局が……〉

　五千メートルの距きよ離りを経て、電波にはかなりのノイズが混じっている。しかし、それ以上に声を聞き取りづらくしているのは激しい動どう揺ようだった。

〈異端審問局が動き始めました！〝ジャオエル〟以下三隻せきの空中戦せん艦かんが現在、タリンに向かって接近しつつあります！〉

「なんですって!?」

　予想しなかった尼に僧そうの報告にアベルは表情を強こわ張ばらせた。同様に耳のイヤホンを押さえているトレスと顔を見合わせて呻うめく。

　タリンまでは、各国のレーダー・レンジを慎しん重ちようにかいくぐって飛行してきた。到とう着ちやくまで三日間もかかったのはそのためだ。それが、いったいどうやって航跡追尾トレースされたのか!?

〈たった今、教会軍の暗号通信を傍ぼう受じゆしました。タリン襲しゆう来らいは、たぶん今夜零れい時じ頃ころになります……すぐに、そこから引き揚あげてくださいまし！〉

「今夜……」

　アベルの喉のどを、声にならない呻きが漏もれた。あと、十四時間もないではないか！

「ど、どうしたのだ？」

　いきなり黙だまり込んでしまった神父たちを不安げに見やってユリウスが尋たずねた。最前までの怒りも忘れたように問いただす。

「何が起こった？」

「……私たちを追って、ローマから異端審問官がやってきます」

　観念したように目を閉じると、アベルはかすれた声で答えた。

「今夜には、ここに到着するそうです」

「な、なんだって!?」

　ユリウス以下、市民たちの顔が死人の色に変わったのは無理もない。異端審問官の悪名は、タリンのような僻へき地ちにさえ轟とどろいている。連中が新教皇庁の残党を見つければただではすむまい。市民を巻き添ぞえにした本格的な市街戦が始まるだろう。

「ど、どうしてくれるんだ！」

　だが、騒そう然ぜんとなりかけた空気の中、ヒステリックに喚わめいたのは、やはりユリウスだった。

「これも君たちのせいだぞ！　き、君たちなんかが来るから……もう、タリンは終わりだ！」

「…………」

　糾きゆう弾だんの矢や面おもてに立たされて、アベルは唇くちびるを嚙かんで俯うつむいた。トレスさえ、考えあぐねたように押し黙ってしまっている。

　そう、このままではタリンの街は終わりだ。

　異い端たん審しん問もん局きよくも新教皇庁も、市民の巻き添えを気にするような輩やからではない。戦いがいずれの勝利で決着するにせよ、戦火が収まったときには、タリンの街路は市民の死体で埋うまっているはずだ。

　その一方で、〝智天使ケルビム〟を確保してカテリーナの無罪を証明するというアベルたちの希望も、これで潰ついえた。異端審問官到着まで半日という状じよう況きようで、警けい戒かい厳重なトーンペア城に再襲しゆう撃げきをかけて〝智天使ケルビム〟を奪だつ取しゆするのはどう考えても不可能だ。あとはローマに戻もどって、カテリーナの身み柄がらを強ごう引いんに奪回するぐらいしかないが、それとて実現する可能性は低い──返り討うちにあうのがせいぜいだろう。

　いずれにせよ、待ち受けているのは破は滅めつと殺さつ戮りくの未来しかない。物理的な重量さえ伴ともなった沈ちん黙もくが、屋根裏部屋を覆おおうかに見えたが──

「いや、アベル君、これは願ってもないチャンスかもしれないヨ……」

　この場にあって唯ゆい一いつ、希望的観測を口にした者がいた。アントニオ・ボルジア──バレンシア司教が、脱だつ色しよくした髪かみをかき上げると、机の上に地図を拡ひろげ始めたのだ。

「うん、やっぱり、マイ・ハニーはついてるヨ！　市街戦が始まるのを待って、もう一回、城に忍しのび込み、異端審問官と新教皇庁がぶつかってるドサクサに紛まぎれて漁夫の利をゲットするのサ！」

「いや、アントニオさん、それはマズいですよ。おっしゃるとおりにすれば、たしかに我々は目的を果たせるかもしれません……ですが、この街の皆みなさんはどうなります？」

　無念の思いを滲にじませて唇を嚙むと、銀ぎん髪ぱつの神父は市民たちを顧かえりみた。不安げにやりとりを見守っている彼らを見やって、首を振ふる。

「戦せん闘とうが始まれば、巻き添えで多くの死傷者が出てしまう……だったら、せめて我々がここを離はなれて、異端審問官だけでも引きつけた方がいい」

「いくら引きつけたところで、連中はいずれ新教皇庁の存在に気づくサ。あるいは、その前に新教皇庁の連中が街のすべてを吸い尽つくしてしまうか……どっちにせよ、この街は終わりだネ。それに市民の安全のことなら、ボクだってちゃんと考えてるよォ。要は、彼らが市街戦に巻き込まれなければいいんでしょ？　だったら、今夜一晩、みんなを街の外に避ひ難なんさせればいいじゃん？」

「避難？　街の外？」

　軽けい薄はく才子の言葉に一同の眉まゆが寄った。タリンとその近きん郊こうの山々は完全に雪に覆われている。この男は、三千の市民に凍とう死ししろと言うつもりか？

　だが、アントニオの顔にはイヴに智ち恵えの実を勧すすめる蛇へびみたいな笑えみが貼はり付いていた。地図の一点を指さし、にんまりと微笑ほほえむ。

「ここだよ。この伯はく爵しやくご自じ慢まんの油オ母イル頁シエ岩ル鉱山……明日の朝まで、ここに隠かくれてるんだ」

「……あ!?」

　地図を覗のぞき込んでいた市民たちの間から、ため息がこぼれた。ついで、興奮に上気した顔を弾はじかれたように上げる。

　地下深くに縦横に巡めぐらされた坑こう道どうなら、確かに三千人の市民ぐらいは余よ裕ゆうをもって収容できるだろう。また、厳寒の地上とは違い、地下であれば凍死の可能性は少ない。一晩か二晩ぐらいなら、楽に保もつはずだ。

　市民たちの顔に希望の色が射さした。少なくとも、ここで手をつかねて市街戦の巻き添えになるよりは遥はるかにマシだ。ついで、額を寄せて細かな検討に入ろうとするが──

「……そう、うまくいくものか」

　そんな空気に水を差すように呟つぶやかれた声は、暗く湿しめっていた。険しい顔で地図を覗き込んでいたユリウスがにべもなく吐はき捨てたのだ。

「君たち、気は確かか？　鉱山まで四十キロはあるんだぞ？　しかもこちらには病人もいれば、老人だっているんだ。新教皇庁の目を逃のがれて、彼らを連れてゆくなんて絶対に不可能だ……第一、こんな無む謀ぼうな計画、いったい誰だれが指揮を執とる？」

　震ふるえる指がさしたのは、カーテンの隙すき間まから見える山並みだった。険しくも美しいそれは、まるですべての命を拒こばんで聳そびえるかのようだ。確かに、あそこまで三千人もの市民を連れてゆくのは不可能にも思える。

「──それはあなたでしょう、ユリウスさん。いや、エストニア伯閣かつ下か」

　だが、陰いん気きに首を振っているユリウスの顔を見み据すえたのはアベルだ。真っ向から瞳ひとみを覗き込むと、一言一言、明確な口調で告げる。

「三千人の市民を説得し、統とう率そつできる方──あなたをおいて他ほかにはいません」

「よ、よしてくれ！　私がどんなに情けない男か、君も見たろう？　私みたいな腰こし抜ぬけに、できるわけがない！」

「やってみないとわからないでしょう？　確かに大仕事になるでしょうが、あなたの知性と人望なら、十分に勝ち目はあると思います」

　辛しん抱ぼう強づよく食いさがるアベルのみならず、固かた唾ずを吞のむ市民たちの目も若い伯爵に注がれている。しかし、ユリウスは頑かたくなに首を振った。

「私にはできない。私は情けない臆おく病びよう者ものだ。銃じゆう声せいを聞いた途と端たんに、足がすくんで何も考えられなくなる……落城のとき、騎き士したちにむりやり城から逃にがされたという話はしたな？　あれだって、本当は……本当は噓うそなんだ」

　がっくりと首を折ると、ユリウスは青ざめた顔を掌てのひらに沈しずめた。今にも消え入りそうな声で呻うめく。

「本当は、皆が戦っている最さ中なかに怖こわくなって、独りで逃げ出してしまったんだ！　一いつ生しよう懸けん命めいに国のために戦っている騎士たちを見捨てて、肝かん心じんの私は逃げ出してしまった……何がエストニア伯だ！　私はただの卑ひ怯きよう者ものだ！」

　その背中は激しい悔かい恨こんと恐きよう怖ふで小刻みに震ふるえている。その姿は哀あわれを通り越こして、痛ましくさえある──しかし、アベルは容よう赦しやしなかった。

「たとえあなたが、いまおっしゃったような卑怯者でも──」

　言葉そのものは丁てい寧ねいだったが、その口調は彼にしては珍めずらしいほど厳しいものを湛たたえていた。ユリウスの肩かたを摑つかむと、強ごう引いんにその顔を上げさせる。

「それでも、私たちはあなたに賭かけるしかないんです……脱出行の指揮は執ってもらいますよ」

「いやだ！」

　ちぎれんばかりに首を振ると、若い伯爵はヒステリックに喚わめいた。

「私は絶対にそんなことしないぞ！　私にはできない！　誰か他の、臆病じゃない者に──」

　しかし、若者はその言葉を最後まで口にはできなかった。激しい衝しよう撃げきが頰ほおを打ったかと思うと、その体は無様に横転していたからだ。

「……まったく情けない人ですね、あなたは」

　唇くちびるの端はしが切れた痛みよりも打たれた驚おどろきのせいで黙だまってしまった伯爵を見下ろし、銀ぎん髪ぱつの神父は静かに手を下ろした。丸眼鏡めがねの下の瞳ひとみは冷たく輝かがやき、白い顔はどこか非人間的なまでに硬かたい表情を宿している。

「ですが、今の私たちには、あなたの繰くり言ごとにお付き合いしている時間はないんです。こうしている間にも、私たちの大切な人が火か刑けい台だいに立たされようとしている……結構です。あなたにはもうお願いしません」
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　酷こく薄はくな口調で言い捨てると、アベルは伯爵のことなど忘れたように同行者らを顧かえりみた。

「アントニオさん、トレス君、こうなったら脱だつ出しゆつの指揮はあなたたちが執ってください。市民の皆みなさんの協力を得るのは難しいかもしれませんが、それでも、こんな腰抜けの臆病者なんかに任せるよりは遥はるかにマシです」

「おいっ！」

　冷たい罵ば言げんを並べていた神父の背中に、低い怒ど声せいがかけられた。振ふり返ろうとしたそのときには、アベルの頰を大きな鉄てつ拳けんが襲おそっている。

「いい加減にしろよ、このクソ神父！」

　床ゆかに這はいつくばった神父を怒鳴り飛ばしたのは、さきほど彼に殴なぐられた伯爵ではない。ユリウスは、まだ床で呆ぼう然ぜんと目を瞠みはっているだけだ。怒いかりに血相を変えていたのは──彼を庇かばうように立ちはだかった市民たちだった。

「黙って聴きいてりゃ、腰抜けだの臆病者だの、好き放題ヌかしやがって！　てめぇなんぞに、伯はく爵しやくさまの何がわかるってんだ！」

　腕うでをまくって怒鳴ったのは、セルゲイだ。その顔は、茹ゆで上がったように上気している。

「伯爵さまはな、それは俺たちのことをいつも考えてくださってたんだ！　生まれたときから体が弱いのに、一生懸命勉強して、俺たちの生活を少しでもよくしようと頑がん張ばってくださってた……それを一度や二度、みっともないところ見せたからって、腰抜け呼ばわりかよ！」

　セルゲイの怒声に、市民たちの間から同調の声があがる。這いつくばった神父を足あし蹴げにせんばかりに怒り狂くるっている彼らの顔を見上げて、ユリウスは目をしばたたいた。

「き、君たち……」

　彼らは今朝からの自分の醜しゆう態たいを見ていなかったのだろうか？　素す手での老人に気け圧おされ、いいようにあしらわれ、あげく、へこみまくっていた自分のことを見ていなかったのだろうか？　いや、それを見てなお、自分を庇ってくれているのだ。

　それに気づいたとき、ユリウスはこみ上げてきた熱いものに声が震ふるえるのを、抑おさえきれなかった。

「わ、私でいいのか？」

　ユリウスは自分を囲む男たちに繰り返した。

「私は情けない男だ。本当にこんな私で……」

「俺たちには伯爵さましかいらっしゃいません」

　そしてそのときには、市民たちは手をとって、倒たおれたままだった若者を立ち上がらせている。

「さあ、伯爵さま。俺たちもお手伝いしますから……そして、みんなで生き残りましょう！」

「あ、ああ……」

　温かい声をかけられながらも、もはや、それ以上は言葉にならなかった。歯を食いしばって涙なみだを堪こらえながら、ユリウスはただ頷うなずくしかなかった。

　だから──それを見て満足したように頷いた背の高い影かげが、そっと部屋を出て行ったことには気づかなかった。




「ふふン、苦労の多い人だねェ、我が魂ココロの同胞トモは」

　若い伯爵とそれを囲む市民たちは、にわかに生せい彩さいを取り戻もどしている。そんな彼らをよそに、こっそりと部屋を出て行く長身の影を見送って、アントニオは皮肉げな笑えみをこぼした。

　彼から見れば、神父の意図は見え透すき過ぎるほど見え透いていたが、市民たちにそれを悟さとった気配はない。ああいうおめでたい田舎いなか者ものたちには洗練された演技より、さっきのような猿さる芝しば居いの方がむしろ向いているのかもしれない。まあ結果オーライだ。

「──しかし、こうなるとボクも山登りしなくちゃイケナイのかな？」

　うざったげにアントニオは長髪ロンゲをかき上げた。アウトドアは好みではなかったが、このまま市内に残るつもりもさらさらない。どうせ脱出するなら、一番安全な第だい一いち陣じんに混ざって、悠ゆう々ゆうと街をあとにするつもりである。そのために、市民たちの討議を眺ながめていたのだが──

「……あの、司教さま？」

　ハスキーな声がその鼓こ膜まくを叩たたいた。穏おだやかに振り返った先では、白い顔が困こん惑わくしたように眉まゆをひそめている。

「どうしました、セニョーラ・クリスタ？　何か、心配事でも？」

「え、ええ……」

　笑みかけられたクリスタは困ったように、それでいてどこか媚び態たいを含ふくませた表情で頷いた。

「このまま戦いになったら、私の夫はどうなってしまうのでしょう？　愛いとしいルドルフが異い端たん審しん問もん官かんに殺されてしまうなどということは……」

「ああ、ご心配には及およびませんヨ。騒さわぎが始まる前に、神父アベルが城に向かいますからネ。そのときついでに、夫君を捜さがしてもらいましょう。だいじょうぶ。きっと見つかりますヨ」

　アントニオの励はげましは、実のところ、気休め以上のものではない。敵地に潜せん入にゆうするアベルにそんな余よ裕ゆうなどあろうはずもなく、無事に彼女の夫を発見できる可能性は皆かい無むだ。しかし、それに気づいたふうもなく、クリスタはやや愁しゆう眉びを開いた。

「そうですか？　それならナイトロード神父さまを信じることにいたします……あの方なら、きっと夫を救い出してくださいますよね？」

「無論ですとも！　だから、心配なさらないで」

　甘いだけの言葉に頷くと、貴婦人はようやく安心したような笑顔を浮うかべた。ほっとしたように肩かたを落とすと、部屋を出てゆく。その薄うすい背中を見送ってから、再び、アントニオは討議の輪に入ろうとし──ふとその顔が曇くもった。

　軽けい薄はくな容よう貌ぼうの中、どこか突つき刺さすような瞳ひとみで振ふり返った先は、最前、貴婦人が出て行った扉とびらだ。

「…………」

　何事か考えこんだ若者が部屋をあとにしたのは、それからほどなく経たってのことだった。
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「プラスチック爆ばく弾だんを二十キログラム頼たのむ」

　買かい物もの籠かごをカウンターに置いたその若い神父は、ぶっきらぼうに口を開いた。もっとも、それだけではあまりに愛あい想そに欠けると判断したのか、翡ひ翠すい色の瞳ひとみを輝かがやかせながら、こう付け足す。

「あとは保存食か缶かん詰づめを四日分。それに、雪上で離り着ちやく陸りく可能な飛行機も一機用意してもらいたい」

「……表の看板は見たかい、若いの？」

　開店から間もない店内は閑かん散さんとしている。

　新聞から顔をあげると、ロマス・カランタはその外国人らしい若者を上うわ目め遣づかいに見上げた。

「リトアニア語は読めるな、神父さん？　何て書いてあった？」

「〝カランタ生せい鮮せん食料品店──よい品をより安く。ビリニュス市内であれば、配送承うけたまわります〟」

「その通り……うちは、生ものしか扱あつかわねえんだ。保存食も缶詰も、ましてや爆弾なんて物ぶつ騒そうなシロモノは置いてねえ。よそを探してくんな」

　粗そ髭ぜんの間からそれだけ告げて、老人は新聞に目を戻した。無論、懐ふところの拳けん銃じゆうはいつでも抜ぬけるように肩は落としていたし、足あし下もとの鏡に映した神父が妙みような動きをしていないか観察は続けている──だが、いつの間にか背後に大きな影が立っていたことには野太い声をかけられるまで気づかなかった。

「おいおい、冷たいな、ロマスじいさん……タンジールのときには、動甲冑スーツまで調達してきてくれたあんたにしちゃ、愛想がないんじゃねえか？」

「──お、お前は!?」

　拳銃片手に振り返ったロマスの目に飛び込んできたのは、身みの丈たけ二メートルは超こえようかという巨きよ漢かんだ。だらしなく着き崩くずれした僧衣カソツクの胸むな元もとを搔かきながらにやにやと笑っている浅黒い顔はおよそ美男子とは言い難がたかったが、どこか憎にくめない愛あい嬌きようを湛たたえている。

「それとも、〝百貨店〟ロマスも引退して、耄碌モーロクしちまったかい？　年はとりたくないもんだ」

「お前、ガ、ガルシア大たい尉いか!?」

　一いつ瞬しゆん、ロマスは前歯の抜けた口をあんぐりと開いた。だが次の瞬間には、こちらも心底嬉うれしげな顔になって、巨漢の胸板を殴なぐりつけている。

「はっはあっ、久しぶりだなあ、おい！　しかし、その風ふう体ていは何だよ？　よりによって神父たあ、一番似合わねえぜ？　ヒスパニア軍はどうした？」

「あそこはやめた。少し、事情ワケありでな」

　巨漢──レオン・ガルシア・デ・アストゥリアス神父の顔に複雑な表情が過よぎったとしてもそれは一瞬のことだ。ふてぶてしいまでに陽気な表情で、こちらも老武器商人の肩を叩たたく。

「三年ぶりか？　元気そうだな」

「何が〝三年ぶり〟だ、馬ば鹿か野や郎ろう。手紙一つよこさねえでよ……」

　憎にく々にくしい、それでいて愛情のこもった挨あい拶さつにレオンは軽く苦く笑しようしたが、すぐに真ま面じ目めな顔になって本題を切り出した。

「一いつ杯ぱいやりてぇとこだが時間がねえ。品物ブツはすぐに揃そろうか？」

「俺を誰だれだと思ってやがる？　五分で用意してやらあ……しかし、雪上機だあ？　今度の戦場ドンパチはどこだよ？」

「北とだけ言っておく。それ以上は企き業ぎよう秘密だ」

「北ねえ……」

　おどけたような、それでいてどこか硬かたいものを含ふくんだ旧友の答えに老人は小首を傾かしげたが、その表情が強こわばるまで、さほど時間は要さなかった。

「おい……まさか、北ってエストニアじゃねえだろうな？」

「……何か知ってるのかい、じいさん？」

「俺がお前めえなら、あそこには近づかねえってことさ……キナ臭くさいことになってるぜ、あの辺はよ」

　床ゆか下したから注文の品を取り出しながら、ロマスは皺しわ深ぶかい顔をしかめてみせた。

「ほら、ブルノで騒さわぎ起こした馬鹿どもがいたろ？　その残党があの辺に逃にげ込んだらしい。いや、それだけじゃねえ。それを追って、やばい連中が動き出してるって話だ」

「やばい連中？」

　訝いぶかしげな声に大きく頷うなずいた老人は、常人にはそうと気づかれぬほど声を低めた。

「昨日、空中戦せん艦かんが三隻せき、北に向かって飛んでるのを見た奴やつがいる……その横っ腹にはぶっとい鉄槌ハンマーが描かき込まれてたそうだ」

「──雪上機の燃料は満タンにしといてくれ、じいさん。すぐに飛ぶからよ」

　ロマスの言葉に、浅黒い顔がかすかな緊きん張ちようを孕はらんだ。机の上に並べられた紙包みを手早くザックに詰つめながら、巨漢は傍かたわらの同行者を鋭するどい視線で顧かえりみた。

「少し急ぐぜ、サムライ……ちいっと、忙いそがしいことになりそうだ」
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ＢＲＡＶＥ　ＨＥＡＲＴ（完）






















──民よ、逃げよ、遁れよ、深く隠れよ。

時は来たれり。かの者に我は滅びを下さん。

（エレミア記四十九章八節）






「──おるか、〝智天使ケルビム〟？」

　自室にしつらえた祭さい壇だんに額ぬかずくと、アルフォンソは静かに問うた。かつては伯はく爵しやくが使っていた寝しん室しつ兼けん書しよ斎さいの壁かべは本ほん棚だなで埋うめ尽つくされている。その間に窮きゆう屈くつげに収められた聖母子像に頭こうべを垂れたまま、錆さびた声だけを背後へと向ける。

「神の代理人たる我より、知識の番人たる汝なんじに問わん……今日までで殉じゆん教きようが確かく認にんされた真の信しん仰こうの持ち主は何人になった？」

「九百二十九名デス、教皇聖下」

　答いらえは淀よどみなく返ってきた。

　どこか人間味に乏とぼしい声を発したのは、いつの間にかアルフォンソの背後に立っていた人物である。色素の薄うすい瞳ひとみでじっと虚こ空くうを見み据すえたその男は、あたかも空中に見えない文字が並べられているかのように延々と人名を羅ら列れつし始めた。

「ナオ、本日十二月二十四日現在マデニ殉教シタ聖職者ハ以下ノトオリ──かっせる教区聖げおるく修道院ノふらたー・あろいす・ろいえん、同おっとー・えどあると、同よはん・ばーすどるふ、同かーる・ふりっつ、同あだむ・るすと……」

　こぼれる人名の列は止とどまるところを知らない。一方、天を仰あおいだアルフォンソの口から漏もれたのは、深い深い嘆たん息そくだ。

「ああ……何なに故ゆえぞ、主よ？」

　聖母に抱だかれた御み子こに向け、大司教は訴うつたえた。

「何故なれば、我らを試ためすことかくも苛か烈れつならん……忠実な信徒をかくも多く御おん元もとに召めし、あの悪魔派遣ども執行官を、三度、我が前に送りこまれたのはなぜです？　我をこの北辺に押し込められただけでは、信仰を試すになお不足と思おぼし召めすや？」

　感極きわまったように声を詰つまらせると、アルフォンソは俯うつむいた。瞑めい目もくとともに耳を澄すませるも、忠実な僕しもべの嘆なげきに天からの応いらえはない。艶つやめかしさすら漂ただよわせる大理石の聖母も、彼女の抱いた幼子も、後光ハイロウの中でただ微笑ほほえむだけだ。唯ゆい一いつ、日が暮れてまたひどくなってきた吹雪ふぶきの声が、厚い鎧よろい戸ど越ごしに聞こえてくるに過ぎなかった──

〈なるほどたいしたものよな……そやつが情報アオス管理用クントフ人造・ツヴ矮人エルグ〝智天使ケルビム〟か〉

「!?」

　アルフォンソはぎょっと顔をあげた。

　今の声はなんだ？

　どこから聞こえた？

　この居室は完全に人ひと払ばらいしており、ここにいるのは彼一人だけだ。近きん侍じの司祭たちも、今夜は全員、夜半から執とり行われる降誕前夜祭儀ミサの準備で大聖堂に出で払はらってしまっている──にも拘かかわらず、母が子に優やさしく語りかけるような、それでいてどこか隠しきれない侮ぶ蔑べつを孕はらんだ女の声は再度、アルフォンソの鼓こ膜まくを叩たたいた。

〈おやおや、何をそんなに驚おどろいておるのかや？〉

　嗤し笑しようは、今度は天てん井じようから響ひびいた。姿なき何者かは、いかにも底意地悪い声で嘆たんじてみせたのだ。

〈仮にもローマに反はん逆ぎやくの旗を翻ひるがえした男というから期待しておったに……とんだ見込み違ちがいであったか？　さようなことでは、派は遣けん執しつ行こう官かんどもを倒たおし、教皇庁を打だ倒とうするなど夢のまた夢じゃぞ？〉

「何者だ、貴様は!?」

　今度は、背後の薄うす暗くらがりから聞こえてきた声に、アルフォンソは精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいを張って怒ど鳴なり返した。〝峻イル・烈フリ公オーゾ〟に相応ふさわしい傲ごう岸がんさで一いつ喝かつする。

「人か!?　それとも悪あく魔まか!?　こそこそと隠れておらず、我が前に姿を現せ！」

〈我は悪魔などではない……そなたの味方だ、アルフォンソ・デステ〉

　しかし、相変わらず女の姿は部屋のいずこにも見えなかった。ただ声だけが、部屋のあちこちから聞こえては反はん響きようを続けるだけだ。
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〈我が名はヘルガ。ヘルガ・フォン・フォーゲルワイデ。薔薇ローゼン十字クロイツ騎士・オルデ団ン位階８マギス＝テル・３テンプリ、称しよう号ごう〝氷のアイス・魔女ヘクセ〟……汝に危険を報しらせに来た者よ〉

「騎士団オルデンだと!?」

〝騎士団オルデン〟──その名を耳にしたアルフォンソは訝いぶかしむように眉まゆをひそめた。それはかつて、彼がローマの破は壊かいを依い頼らいしたテロリスト・グループだが、ローマでの失敗のあとは、ケンプファーと名乗るそのエージェントとは一いつ切さいの接せつ触しよくがとれなくなっていた。ブルノ蜂ほう起きの前後にもさんざん連れん絡らくをつけようとしたのだが、その消息さえ摑つかめなかったのだ。その仲間が、今いま頃ごろどうして現れた!?

「で、では、貴様はケンプファーの手の者か!?」

〈……まあ、そのようなものだ〉

　一いつ瞬しゆん、苦々しげな調子が女の声に混じった。だが次に響いてきたときには、声は嘲ちよう弄ろうの響きを取り戻もどしている。

〈そんなことより、アルフォンソよ。今、そなたの上に大きな災わざわいが迫せまっておる。今朝、ここを襲おそった派遣執行官ども……奴やつらが今、どのような陰いん謀ぼうを巡めぐらせておるか知るまい？〉

「陰謀だと？」

〈そう、陰謀だ……〉

　鼠ねずみを弄もてあそぶ猫ねこのように喉のどを鳴らすと、〝魔女〟はことさらゆっくりと言葉を継ついだ。

〈そなたがいざというとき人ひと質じちに使おうとしていた街の者たち──タリン市民三千はすでに街にはおらぬ……さて、どこに消え失うせたと思う？〉

「？」

　アルフォンソが眉をひそめたときには、あたかも見えざる手が押し開けたかのごとく書しよ斎さいの鎧よろい戸どが開いている。白いものの混じった風が勢いよく室内に吹ふき込んできた。

〈奴らは今、街を出て山に向かっておるところよ……教皇庁ローマの犬どもは、市民を市外に避ひ難なんさせて後、この街に大だい攻こう勢せいをかけるつもりじゃ。そなたら、真の信しん仰こうを持つ者を皆みな殺ごろしにするためにな〉

「なんだと!?」

　吹きつける雪風から顔を庇かばいながら、アルフォンソは血走った目を窓の外に走らせた。降誕クリス祭マス前夜・イヴというのに夜と雪の狭はざ間まに沈しずんだタリンの街は灯あかり一つなく静まりかえっている──いや、街のはずれ、山の方に向かって小さな炎ほのおが動いているのはなんだ？　続く者を導くようにゆっくりと回っている松たい明まつの灯りは？

〈市民という盾たてがなくなれば、教皇庁が本気で軍を投入してくるのは必ひつ定じよう──そなたらなど、ひとたまりもないじゃろうな〉

　固かた唾ずを吞のんで立ち尽つくす男の耳元に、〝魔女〟は低い含ふくみ笑いとともに囁ささやいた。

〈アルフォンソよ、そなたはこのまま座して滅ほろびを待つのか？　それとも──〉




　　　　Ⅰ




「……ねえ、おかしいと思いませんか、アントニオさん？」

　辺りはしんと静まりかえっていた。天井から下がったアーク灯が人気のない廊ろう下かを虚むなしく照らしている。おりよく無人だった洗い場から忍しのび足あしで出てくると、アベルは慎しん重ちように周囲を見回した。深く下ろしたフードの下から、同行者に囁ささやきかける。

「変ですよ、これって」

「ああ……絶対におかしいネ」

　アベル同様、修道士の格好をした若者は憤ふん懣まんやる方ない顔で頷うなずいた。道衣のあちこちについた小こ汚ぎたない染しみをおぞましげに見やる一方、フードの下からこぼれる長髪ロンゲをせっせと手て櫛ぐしで梳すいている。

「まったくどうかしてるヨ！　よりによって、〝教皇庁、抱だかれたい司教様ナンバーワン〟のこのボクが下水道に潜もぐることになるだなんてサ！」

「しようがないじゃないですか！　他ほかに侵しん入にゆう経路はなかったんだし……だいたい、急についてくるって言い出したのはあなたでしょ？　文句言うくらいなら、おとなしく皆みなさんと一いつ緒しよに鉱山へ行ってればよかったんです」

　なおもぶつぶつと愚ぐ痴ちをこぼしているアントニオを窘たしなめつつ、アベルは周囲に目を配った。人気のない廊下を見回し、声を低める。

「それより、この城、妙みように人が少ないと思いませんか？　朝にお邪じや魔ましたときには、新教皇庁の皆さん、もっとたくさんいらっしゃったのに」

「……ああ、そういえばそうだねぇ」

　指し摘てきされてようやく気づいたように、アントニオはあたりを見回した。ユリウスに教えられた侵入路から城内に入り込んで、すでに十分以上が経たつ。それなのに、人の姿をまったく見かけない。今朝の襲しゆう撃げきから一昼夜も経っていないというのに、この無用心なことはどうだ？

「あ、ひょっとして、ミサかもよ？　ほら、今夜は降誕クリスマ前夜祭ス・イヴだし」

「……なるほど」

　慎しん重ちように廊下の向こうを窺うかがいながら、アベルは気のない顔で同意した。確かに、信心深いアルフォンソの性格ならありえる話だし、それなら城内に人がいない理由にもなる。だが、この胸むな騒さわぎはなんだ？　さっきから、氷ひよう塊かいめいた不快な感覚が背筋を上下しているのは？

「ま、そんなに心配することないヨ。人目がないのはいいことじゃん……それよりもアベル君。ボクも一つ聞きたいことがあるんだケド？」

　一方、傍かたわらの同アン行トニ者オは別に不ふ吉きつな予感も胸騒ぎも感じてはいないようだ。神父アベルの警けい戒かい心しんなどどこ吹く風で口を動かし続けている。

「ほら、例のワーズワース博士の賭かけサ。あのラテラノ離り宮きゆうを襲おそうか、それとも〝智天使ケルビム〟を捜さがすかってやつ──あれで、タリン行きを選んだのはなぜなのサ？　キミの性格なら、ミラノ公を直接助けに行くものと思ってたケド？」

「……カテリーナさんにとって、枢すう機き卿きようの身分は命より大切なものなんですよ」

　廊下は、そのまま中庭に接続する回廊へと繫つながっていた。いくつかの背の高い建物に囲まれた庭は、半ば凍とう結けつした雪に覆おおわれ、ガラスの庭園のようだ。慎しん重ちように歩を進めながら、アベルはしばし沈ちん黙もくしていたが、やがてぽつりと口を開いた。

「彼女にとって、あの地位は多くのものを犠ぎ牲せいにして、やっと手に入れた大切な力なんです……だから、それを失わせたくなかったんです」

「へえ、命よりも大事ねぇ……」

　神父アベルの声に、かすかに憐あわれむような響ひびきがこもったのを聴きき取らなかったのだろうか──明日の朝食の相談でもしているような気安さで、アントニオは肩かたをすくめた。

「意外に権力志向なんだ、カノジョ？　そんなに苦労して枢機卿になって、何かしたいことでもあるのかな？」

「…………」

　馴なれ馴れしく背中を突ついてくる指に、アベルは困ったように顔をしかめた。

　Ａｘでも、ハヴェル亡なき今、そのことを知っているのはもう自分だけになってしまった。口が裂さけても話せるものではない──ことさら表情を消すと事務的な方向に話題を逸そらすことにする。

「さあ、そこらへんのことは私もよく知りません……そんなことよりアントニオさん、本当に〝智天使ケルビム〟さんの顔をご存じなんでしょうね？　多分、これが最後のチャンスですよ。もしも見かけても気づかなかったなんてことになったら、私、呪のろっちゃいますよ？」

「ああ、だいじょうぶだヨ。まったく心配性しようだなァ、我が友は」

　いかにも心外げにアントニオは即そく答とうした。緊きん張ちよう感かんの欠片かけらもない顔で胸を叩たたいてみせる。

「前に一度、遠くから顔を見たきりだけど、ばっちり覚えてるサ。だいたい、ボクの記き憶おく力りよくはキミが一番よく知ってるハズ──」

「お前たち、こんなところで何をしている？」

　二人のすぐ横手、回廊の柱の陰かげから誰何すいかがかかったのはそのときだった。

　どうやら、雪見の一服としゃれこんでいたらしい。吸いさしの煙草たばこをくわえた兵士が一人、こちらを不ふ審しんげに見ていたのだ。

「修道士は全員、塔とうの方に集まれって……き、貴様は!?」

　アベルの顔を見た兵士の目がぎょっと剝むかれたのは、今朝の騒ぎで相手の顔を見覚えていたものらしい。躊ちゆう躇ちよ無く銃じゆう口こうが掲かかげられる。アベルも慌あわてて懐ふところの拳けん銃じゆうに手を伸のばすが──

「──ていっ！」

「!?」

　いきなり、予想だにしなかった力が、背後から彼を突き飛ばした。下は凍こおりついた石いし畳だたみだ。足を滑すべらせた長身が、前方に勢いよくつんのめる。

「ぬ、ぬあああああっ!?」
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　銃口を一いつ瞬しゆん覗のぞいたと思ったときには、アベルは引き金を絞しぼろうとする兵士と正面衝しよう突とつしていた。そのまま、もつれあうように石畳に倒たおれこむ。

「でかした、アベル君！」

　無様に転てん倒とうした男たちがもがきながらも立ち上がろうとしたときには、素す早ばやく拾い上げた小銃をアントニオは兵士の眼前に突きつけていた。いまだ何事が起こったかわからぬ顔に、これ以上はないほどそっくり返って言い放つ。

「ふ、油断したネ？　さあ、おとなしく両手を頭の上に載のせるんだ。変な動きをすると、撃うっちゃうゾ……やァ、だいじょうぶだったかい、アベル君？」

「ア、ア、アントニオさん、今、あなた、私を盾たてにしようとしましたね!?」

　まだ半分目を回している兵士の上から立ち上がりながら、アベルは憤ふん然ぜんと喚わめいた。

「私を盾に、自分だけ助かろうと──」

「…………ヤだなァ。すべてはキミのことを信しん頼らいしての計算サ、魂ココロの同胞トモヨ」

　微び妙みような間のあと、アントニオは爽さわやかな笑え顔がおを浮うかべた。馴れ馴れしく魂ココロの同胞トモの肩を叩たたく。

「こんな雑ざ魚こにどうこうされるキミじゃないってことは、ボクが一番よく知ってる──ああ、お礼なんていいって。ボクとキミの仲じゃないか」

「…………」

　こんな口先男を連れて歩くのは不安ではあったが、とにかく今は時間が惜おしい。それ以上の疑ぎ惑わく追つい及きゆうは諦あきらめ、アベルは肩を落とした。石畳で両手を上げている兵士に視線を向ける。

「あなた、少し教えていただけますか？　この城、えらく人が少ないようですが、皆みなさん、どこに出で払はらってるんです？　大聖堂の方ですか？」

「そ、外に出てる……」

　おそらくはまだ事情が吞のみ込めていないのだろう。兵士は思ったよりもあっさりと口を割った。

「詳くわしくは知らないんだが、街の連中が山に逃にげ出したって話だ……それを追っている」

「ははあ、山に……な、なんですって!?」

　アベルは声をうわずらせた。

〝街の連中が山に逃げ出した〟──慎しん重ちようにカモフラージュしたはずの市民の脱だつ出しゆつを、どうして彼らが知っているのだ!?

「これはマズいヨ、アベル君！」

　やはりこちらも顔色を変えたアントニオが神父の袖そでを引いた。彼にしては珍めずらしいほど真しん剣けんに囁ささやく。

「すぐ引き返そう。イクス神父たちに報しらせないと！」

「……」

　予定どおりに動いているなら、市民たちはすでに山に入っている頃ころだ。これだけ離はなれてしまっていては、簡易無線では通信できない。〝アイアンメイデン〟が上空にいれば中ちゆう継けいを頼たのめるのだが、ケイトは接近中の異い端たん審しん問もん局きよくに探知されぬよう、遥はるか沖おき合あいに離り脱だつしてしまっている。アントニオの言うとおり、すぐに引き返して追いつくしか、トレスたちにこの情報を伝える術すべはない──

「いや……それは駄だ目めです」

　しかし、アベルは首を振ふった。

「市民の皆さんのことはトレス君に任せましょう。我々は予定通り、〝智天使ケルビム〟奪だつ取しゆを続行します」

「なぜ!?　あっちには病人や年寄りもいるんだ！　追いつかれるのは時間の問題だヨ!?」

「私たちが行ったところで、同じ事です。追いつかれるのを少々遅おくらせたところで、大勢に変わりはありません。それに──」

　眼鏡めがねを押し上げた神父の瞳ひとみは冬の湖を思わせて澄すんでいたが、同時に限りなく冷たかった。ふだんの彼からは想像できぬ冷れい徹てつな声音で補足する。

「それに、ここで〝智天使ケルビム〟さんを確保できねば、カテリーナさんも我々も終わりです──向こうにはトレス君が同行しています。ここは彼を信じて、私たちは私たちの仕事をしましょう」

　正論である。しかし、神父を見返した司教の視線にはどこか非難するような光が宿っていた。

「……わかった。キミの意見は正しい──でも、意外と冷たいよネ、キミって」

「おや、今いま頃ごろお気づきで？」

　肩かたをすくめると、アベルは静かに丸眼鏡を押し上げた。その指はかすかに震ふるえていたが、それも同行者に悟さとられるほどのものではない。それきり、山に向かった市民たちのことなど忘れたような顔で兵士に向き直る。

「では、もう一つ質問です……デステ元大司教は、この城のどこにいるんですか？」

「そ、それは……」

　最前までより微妙に冷たくなった神父の瞳を、兵士は怯おびえた目で見上げた。アントニオの構えた小しよう銃じゆうの銃口と見比べつつ、震える声で答える。

「きょ、教皇聖下は、今、城の──」

〝城の〟──どこにいると答えようとしたのか？

　結局、彼が機き密みつ漏ろう洩えいの罪を犯おかすことはなかった。直前、異音をあげて飛来した何かが、お喋しやべりな口ごとその頭を斬きり飛ばしてしまったからだ。

「──アントニオさん、伏ふせて！」

　咄とつ嗟さに伏せたアベルがアントニオを引きずり倒たおしていなければ、軽けい薄はく才子の顔も真っ二つに裂さけていたに違ちがいない。兵士の首を刎はねた鞭むちは空中で反転すると、バレンシア司教の掲かかげ持った小銃を鮮あざやかな切り口をみせて切断している。

　雪上に転がったアントニオがなにやら罵ば声せいをあげたようだったが、アベルの方はそれどころではない。身を伏せたまま、拳けん銃じゆうを抜ぬこうとするが──

「はっ！　遅おそいわ、この不信心者めが！」

「!?」

　嘲ちよう弄ろうとともに、旧式パーカツ回転シヨン・拳リボ銃ルバーは大きく弾はじかれてしまっていた。裂けた手の甲こうから噴ふき出す鮮せん血けつが雪を染める。一方、低い悲鳴をあげるアベルを見み据すえ、襲しゆう撃げき者しやは毒のこもった嗤し笑しようをこぼした。

「よく会うな、派は遣けん執しつ行こう官かん……だが、これが最後だ」

　手元に戻もどってきた鞭むちを撓しなわせた強化チユー歩兵ンド──司祭パーテルフリードリッヒの背後で、十名近い兵士たちが小銃の銃口をいっせいに掲げた。




　　　　Ⅱ




「二十一時……そろそろ、先頭は坑こう道どうに到とう着ちやくした頃だな」

　懐かい中ちゆう時計から目をあげると、ユリウスは誰だれにともなく呟つぶやいた。

　巨きよ大だいなパイプラインの内部は薄うす暗ぐらい洞どう窟くつを思わせた。整備用のアーク灯の下で、轟ごう音おんとともに回転を続けているのは、ベルトコンベアだ。本来は鉱山で掘ほり出した油オ母イル頁シエ岩ルを工場に運うん搬ぱんするためのコンベアだが、今夜に限ってはベルトの上に鉱石は載のせられていない。反転作動するコンベアに並んでいたのは、三千人もの市民たちの不安げな顔である。

「……脚あしの具合はどうだ、神父トレス？」

　ベルトの最さい後こう尾びに腰こしを下ろしていたユリウスは、同乗者に尋たずねた。怯おびえたように身を寄せ合っている市民たちから目を逸そらすと、伯はく爵しやくは隣となりに座っている神父に向き直った。

「傷は痛むかね？」

「否ネガ定テイヴ──痛みはない」

　右みぎ腿ももに開いた銃じゆう創そう──今朝、ユリウスを庇かばって被ひ弾だんした破は損そん箇か所しよに処置を加えるトレスの顔は、相変わらず表情に乏とぼしかった。人工皮ひ膚ふの下、形状記き憶おくプラスチックの間に細い鉗ピン子セツトを突つっ込んでは破損した部品を引き抜いている。

「しかし、右上じよう脚きやく部ぶ冷れい却きやく器きが破損している。長時間の戦せん闘とう行動はオーバーヒートを発生させる可能性がある」

「そうか……」

　他人ひと事ごとのように自分のダメージを分ぶん析せきする神父を、どこか痛ましげにユリウスは見やった。それからややあって、思い切ったように頭を下げる。

「今朝は本当にすまなかった、神フアー父ザートレス。私を庇ってくれた君にあんな無礼なことを言ってしまって……まったく、君の言ったとおりだな。私はとんだ臆おく病びよう者ものだよ」

「──その回答は否ネガ定テイヴだ」

　相変わらず冷たい顔を機械化歩兵は左右に振ふった。その表情は謝罪を受け容いれたのかどうかもさだかではない。ただ、銃創を補修する手は休めることなく、彼にしては長い台詞せりふを付け足す。

「前作戦において、卿けいの精神的動どう揺ようが敗因を作ったのは事実だが、今作戦における卿は最後衛で市民の脱だつ出しゆつ活動を支し援えんしている──その士気モラルを不当に低く評価することはできない」

「いいや……やはり私は臆病者だよ」

　返答に非難の成分が含ふくまれなかったことに若じやつ干かんの驚おどろきを覚えつつも、ユリウスは寂さびしげに首を振った。いくぶんほろ苦い顔でうなだれる。

「父の跡あとを継ついでこの二年間、けっこう自分では頑がん張ばってきたつもりだった。道路を通したり、学校を建てたり……でも、そんなことはいざ戦いくさになったら、何の役にも立たなかったよ」

　足あし下もとに落ちていた油オ母イル頁シエ岩ルの欠片かけらを見つめる若者の目は苦く渋じゆうに満ちていた。苦い薬でも飲み込んだように線の細い顔を歪ゆがめる。

「銃じゆう声せいを聞いた途と端たんに目がくらんで、気がついたら城から逃にげ出していた。まったく、とんでもない腰こし抜ぬけさ。どうせだったら私も、君のように戦いに喜びを感じられる人種に生まれたかったな」

「俺は戦いに喜びを感じたことなど一度もない」

　自じ虐ぎやく的な発言に応じた声は、相変わらず静かだった。別に自分を卑ひ下げするでもなく、かといって己おのれを飾かざるでもなく、トレスは淡たん々たんと答えた。

「初ロー起ルア動ウト以降、戦闘行動に積極的欲求を感じた経験は皆かい無むだ。俺の戦闘は、命令もしくはそれに準ずるものの結果に過ぎない……従って、卿の指し摘てきは誤りだ」

「命令？　では、今度のことも上司に命令されてのことかね？」

「否ネガ定テイヴ──直接の指示はなかった。だが、彼女の生命・地位の保全は、任務外トツプ最優先オー事項ダーだ。すべてにおいて優先する」

「……そうか」

　短くため息をつくと、ユリウスは前方の暗がり──正確には、恐きよう怖ふと焦しよう燥そうに怯おびえた顔で蹲うずくまっている市民たちに目を移した。

　自分にも、すべてに優先するものがある。すべてを賭かけて、救いたいものがある。こんな自分でも愛してくれている彼らを救うためなら──

「……不思議なものだな」

　血の通っていない機械化歩兵の横顔に再び目を戻もどしたとき、ユリウスはこみあげてくる想おもいを抑おさえきれぬかのように笑った。

「神父トレス、どうして人間は自分のためより、人のために戦うときの方が強いんだろう」

「──沈ちん黙もくを要求する、伯はく爵しやく」

　だが、ユリウスの述じゆつ懐かいに対し、返ってきたのは無機的な命令だった。そしてそのときには、トレスは無表情な顔を背後に向けている。しかも、その手には、巨大な戦闘拳けん銃じゆうが安全セイフ装置テイを解除した状態で握にぎられているではないか。

「ど、どうしたんだ、イクス神父？」

「敵てき襲しゆうだ」

　──世界が破は裂れつしたのは、簡潔な返答と同時だった。

　瞬しゆん前ぜん、トレスに突き飛とばされたユリウスが前方に倒たおれ込んだそのときには、ほんの五十メートルと離はなれていない後方で起こった爆ばく発はつが、暴力的な音と風の奔ほん流りゆうと化してパイプ内に逆巻いている。爆ばく風ふうは容よう赦しやなく市民たちに襲おそいかかり、これを薙なぎ倒した。

「……な、何が起きた!?」

　ほとんど聴ちよう力りよくを喪そう失しつした耳を叩たたきながら、ようやくユリウスは顔をもたげた。まったくと言ってよいほど何も聞こえなかったが、それでも動力を断たれ、停止したベルトの上で市民たちが泣き叫さけんでいる姿は見える。何が爆発したのか確かく認にんしようと後方に首を捻ひねったところで、ユリウスは表情を凍こおりつかせた。

「あ、あいつら──！」

　パイプには、まるで悪あく魔まに食い破られたような裂さけ目めが口を開けていた。だが、ユリウスの目を奪うばったのは、無む惨ざんなその破は壊かいの痕こん跡せきではない。裂け目の向こう、なだらかに広がる斜しや面めんの下に、蠢うごめいている無数の黒い影かげがある。

「ノ、新ノイエ教・ヴア皇テイ庁カーン!?」

「どうやら、こちらの動きが探知されたようだ」

　息を吞のむユリウスの傍かたわらで、機械化歩兵が短く指摘した。その視線の先では、雪せつ稜りようの麓ふもとにずらりと並んだ装そう甲こう車しやから完全武装の兵士たちが続々と降車を始めている。

「──先行しろ、伯はく爵しやく」

　戦闘デイエス拳銃・イレの弾倉マガジンを対物射しや撃げき用のタングハードステカートン弾リツジに換かん装そうしながら、トレスは淡々と命じた。

「現在地から鉱山まで三・二八キロ──全速で移動すれば、百五十分以内に到とう達たつできる。そして坑道に到着次し第だい、可か及きゆう的てき速すみやかに入り口を封ふう鎖さしろ。それで若じやつ干かんの時間が稼かせげる」

「き、君はどうするんだ、神父トレス!?」

「俺は残る。ここで交戦して卿けいらの逃とう走そう時間を稼かせがねばならない」

　雪上走行用の無限軌き道どうを履はいた装甲車が砲ほう身しんを回転させているのを見み据すえて、トレスは首を振ふった。いくらパイプの中を移動しても、徒歩では車に敵かなわない。あれらの車を潰つぶしてしまわない限り、途と中ちゆうで追いつかれてしまう。

「ここの処置は俺に委任して、卿は可及的速やかに先行しろ──市民を誘ゆう導どうできるのは卿だけだ」

「む……くっ……」

　理知的な発言にユリウスは、なおも何か言いたげに口を開こうとした──しかしそれよりも、トレスが首を振る方がわずかに早い。

「ここは卿の作戦領域ではない」

　パイプの中で不安げな顔を見合わせている市民たちに顎あごをしゃくり、感情に乏とぼしい声で告げた。

「卿の任務外トツプ最優先オー事項ダーはあそこにある──ならば、卿の手で護まもれ」

「……すまん、神父トレス！」

　ようやく、諦あきらめたようにユリウスは頭を下げた──食いしばった歯の間から、かすかに震ふるえる声をこぼす。

「本当にすまない！」

「早く行け」

　身を翻ひるがえした若者が怯おびえる市民たちを誘導し始めたのを確認して、トレスは一気に雪稜を滑すべり降りた。月明かりの下、敵の接近を認めた歩兵たちが一いつ斉せいに銃じゆう口こうを上げるが──

「常じよう駐ちゆう戦術思考を殲ジエ滅ノサ戦イド仕様・モードに書換えリライト──戦コン闘バツト開・オー始プン」

　交こう叉さした両手から迸ほとばしった銃火が、不幸な兵士たちの頭を肉につ塊かいへと変えた。やや遅おくれて兵士たちの小銃が火ひ蓋ぶたを切ったが、そのときには神父の姿は素す早ばやく岩いわ陰かげに隠かくれてしまっている。弾だん丸がんは舞まい散る雪の間に虚むなしく吸い込まれただけだ。そして、兵士たちが舌打ちしてそれを悔くやしがったときには、まったく別方向から撃うち込まれた銃じゆう弾だんが彼らの胸に大穴を穿うがっている。

「抹消デリート十三、行動不能ダウン三……」

　再び飛び込んだ岩陰で、トレスは手首を振った。落ちた空弾倉が雪上で白い湯気をあげる。

「索敵サーチ・開始スタート……上級コマ指揮官ンダーはどこだ？」

　新たな弾倉を戦闘拳銃に装塡する間にも、機械化歩兵は敵指揮官を索敵サーチしていた。いかに雪と地形が味方しているとはいえ、この戦力差はいかんとも覆くつがえしがたい。加えて、皮下装甲と追加出力オプションをすべてはずしている現在、防弾性能が著いちじるしく低下している。雪中での作戦行動に備えての軽量化処置ではあったが、高分子素材の人造皮ひ膚ふだけでは強力なライフル弾を防ぎ止めることは難しい。早期に敵指揮官を撃破し、指揮系統の混乱と敵戦力の分断を図はからねば──

「──ここに隠れていたか、異い端たんの輩やからめ！」

　戦術思考を巡めぐらせていたトレスの聴ちよう覚かくに野太い罵ば声せいが届いたのはそのときだった。そして同時に振り下ろされた長ちよう剣けんが、咄とつ嗟さに身を捻ひねった機械化歩兵の僧衣カソツクをかすめ、岩に深い亀き裂れつを穿っている。

「神は全知にして全能なり……逃のがれられると思ったか、罪深き異端者ども！」

　司祭パーテルハイドリッヒは狂きよう熱ねつにも似た眼光を煌きらめかせると、高らかに咆ほう哮こうした。雪明かりを映して輝かがやく双そう剣けんを、地面の神父めがけて突つき下ろす。

「死ね！」

「──〇・二八秒遅おそい」

　仰あお向むけに転がった体勢から、下半身の人造筋肉をフル稼か働どうさせてトレスはバク転した。軽量化している現在だからこそできる高機動アクロ行動バツトだ。宙で一回転して着地すると同時に、両手のトリガーを連続で絞しぼる。しかし──

「はっ！　ぬるいわっ！」

　鼻を鳴らしたハイドリッヒの足が雪原を蹴けった。蹴立てられた雪にＭ13の銃弾が吸い込まれたときには、その弾道から強化歩兵の姿は幻まぼろしのように消え失うせている。いや、消えたのではない。なおも引き金を引き続ける〝ガンスリンガー〟の右側方へと素早い足捌さばきで回り込むや、得物を勢いよく振り下ろしたのだ。

　白はく刃じんが冷気を断たち割ったとき、トレスは咄嗟に後方に跳ちよう躍やくしていた。回かい避ひには成功したものの、さらにその右手から双剣の片割れが襲おそいかかってきている。いかに軽量化して機動性を高めたとはいえ、これを避さけるのは物理的に不可能だ。

「──〇・〇八秒遅い」

　しかし、迫せまる剣けん風ぷうを前に〝ガンスリンガー〟の表情は変わらなかった。接近する白刃に向けて発はつ砲ぽう。斬ざん撃げきの軌き道どうを狂くるわせると同時に、いま一方の銃口を旋せん回かいさせ、姿勢を崩くずした強化チユー歩兵ンドの眉み間けんを容よう赦しやなく撃ち抜ぬこうとする──刹せつ那な。

「!?」

　発砲直前、大きく体勢を崩したのはトレスの方だった。必殺の姿勢が無様に崩れ、たたらを踏ふんで後退したのだ。

　衝しよう撃げきに耐たえきれなくなった足場が崩れたのか？　いや違ちがう。その右みぎ膝ひざからは、黒い煙けむりが立ち上っている。朝の作戦で冷れい却きやく器きを破損していた膝しつ部ぶサーボが、熱に耐えきれなくなったものらしい。

「おお、主の御み名なは誉ほむべきかな……もらったぞ、派は遣けん執しつ行こう官かん！」

　歓かん喜きに声を震わせたハイドリッヒの白刃が宙に翻ひるがえった。体勢を立て直そうとする神父めがけ、銀色の軌道を鮮あざやかに描えがく。

「！」

　深く抉えぐられた僧衣カソツクの胸むな元もとから、皮ひ下か循じゆん環かん剤ざいの飛沫しぶきがあがった。破断された人造筋肉の繊せん維いがちぎれたゴムのように傷口から飛び出す。それでもなお、機械化歩兵は銃口を掲かかげようとするが、

「人形ごときが俺に敵かなうと思ったか！」

　嘲ちよう弄ろうとともに襲ってきた回し蹴りを胸に喰くらい、今度こそトレスの体は雪ゆき煙けむりをあげて倒たおれた。内部器官に相当のダメージが発生しているらしい。仰向けに倒れた体は小さな痙けい攣れんを続けるだけで、起きあがろうとはしない。

「これが派遣執行官か。他愛たわいもない！」

　戦闘力を喪そう失しつした機械化歩兵を睥へい睨げいするとハイドリッヒは鼻を鳴らした。動かぬ敵手の胸元に、双剣の切っ先を突きつけて嘯うそぶく。

「神の戦士である我は絶対不ふ可か侵しん。すなわち貴様ごときに敗れる道理がない……相手が悪かったな、スフォルツァの犬」

　赤く汚よごれたトレスの顔に唾つばを吐はき捨てた強化歩兵は、手元に双剣を引いた。最後の一撃とどめを与あたえるべく、慎しん重ちように狙ねらいを定める──しかし、嗜し虐ぎやく的な笑えみを唇くちびるに溜ためていた司祭の耳を打ったのは、命いのち乞ごいの声などではない。雪よりもさらに冷たく、鋼はがねよりなお硬かたい呟つぶやきだ。

「〝不可侵〟か──では、試ためさせてもらおう」

「!?」

　剣けん士しとしての勘かんがハイドリッヒの体を跳とびすさらせていなければ、今いま頃ごろ、彼の首は消し飛んでいたに違ちがいない。つむじ風を起こして旋回した黒い凶きよう器きは、強化歩兵の残像を真っ二つに断ち割って、雪原を穿うがった。硬く凍こおりついた地面がほとんど爆ばく発はつしたような勢いで破は裂れつする。

「よく避よけた。さすが、大口を叩たたくだけのことはある」

　そして、いまだ何事が生じたか悟さとらぬ強化歩兵の鼓こ膜まくを叩いたのは静かな声だった。

　いつの間に現れたのか？　倒れ伏ふした機械化歩兵と彼の間に、壁かべのようにそそり立った影かげがある。淡あわい金きん髪ぱつの下、翠すい瞳とうを光らせていたのはまだ若い男だ。

「何者だ、貴様!?」

　身みの丈たけほどもある鉄棒を手中で回転させている男に向けて、ハイドリッヒは怒ど鳴なった。その頰ほおにはうっすらと赤い線が走っている。たしかに鉄棒は避けた。にも拘かかわらず、その風圧と真空が肌はだを裂さいたのだ──どう考えてもただ者ではない！

「貴様も、そこの人形と同じく異い端たんの輩やからか!?」

「……俺はユーグ」

　静かに答える男の手が、まるで独立した生き物のように背後に向けて旋回した。そしてそのときには、死角から忍しのび寄ろうとしていた数人の兵士たちが、鞭むちのように撓しなった鉄棒に顎あごを割られてもんどり打っている。悲鳴をあげる犠ぎ牲せい者しやたちには一いち瞥べつも与えず、美び丈じよう夫ふは血に濡ぬれた鉄棒をハイドリッヒへと掲げた。
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「Ａｘ派遣執行官〝ソードダンサー〟……これ以上、仲間への狼ろう藉ぜきは許さん、新教皇庁。命があるうちに、ここから立ち去るがいい」
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「立ち去るがいい？　はっ、戯ざれ言ごとを！」

　ハイドリッヒの口を低い唸うなりがこぼれた。いま一歩というところで邪じや魔まをされたことが頭に来たのか、滾たぎるような憎ぞう悪おをこめて咆ほう哮こうする。

「多少は腕うでに覚えはあるようだが、たかが通常人ノーマルの分際でこの俺に勝てると思ったか？」

　刹せつ那な、強化歩兵の双そう剣けんが、翼つばさを畳たたむようにその位置を変えた。次の瞬しゆん間かんには、ハイドリッヒの影は輪りん郭かくをぶれさせている。雪原を蹴けった強化歩兵が、肉眼では確かく認にんすることも不可能な猛もう進しんを開始したのだ。

「さあ、俺のスピードについてこれるか、〝ソードダンサー〟とやら！」

　嘲ちよう弄ろうを放ったときには、ハイドリッヒの双剣は極ごく少しようの時間差を置いて唸うなりをあげていた。どれほどの棒術の達人でも、絶ぜつ妙みようの時間差をおいて左右から繰くり出される双剣を迎むかえ撃うつのは難しい。まして、強化歩兵の振ふるう刃はとなればなおさらだ。

「……確かに迅はやいな。だが、それだけだ」

　肉にく薄はくする剣けん風ぷうを前に、金髪の神父はかすかに苦く笑しようしたようだった。鉄棒に添そえた手をわずかに動かすや、二つに割れた鉄棒──いや、鞘さやの間から、ぞっとするほど薄うすい鋼こう刃じんを引き抜ぬく。

「そして……迅いだけでは俺は倒たおせん」

「──なに!?」

　驚きよう愕がくと苦痛に眼めを瞠みはったのは、今しも神父の頭を斬きり飛ばそうとしていたハイドリッヒの方だった。目の前に青白い光がちらついたと見えたときには、自じ慢まんの双剣は飴あめ細ざい工くのようにあっけなく砕くだけ、宙に舞まっていたからだ。

「ば、馬ば鹿かな……!?」

　近接戦せん闘とう用に生体強化チユーンされた強化歩兵の動体視力はハチドリのはばたきすら捕ほ捉そくすることができるという──それが、何も見えなかった！

「──う、撃て！　こいつを撃ち殺せ！」

　喚わめいたハイドリッヒの足が雪原を蹴けった。なんとか彼ひ我がの距きよ離りを稼かせいで、兵士たちに射殺させようとしたのだ──しかし、ユーグの動きはそれを上回っていた。

「剣にオムネスより・エニムて生・クイ・くるアケペ者はリント──」

　強化人間の跳ちよう躍やく力りよくは、吸きゆう血けつ鬼きのそれにさえ匹ひつ敵てきする。生身の人間には到とう底てい、追つい尾びは不可能だ──にも拘らず、死神めいて静かな声は、恐きよう怖ふに顔を歪ゆがめたハイドリッヒのすぐ間近で聞こえた。

「剣にグラデイよりウム・グてラデイ滅びオ・ペリぬブント──エィメン！」

　青白い稲いな妻ずまが眼前に躍おどったと見えたときには、柄つかだけとなった双剣は空に舞い上がっている──切断されたハイドリッヒの手首をぶらさげたまま。

　鮮せん血けつと悲鳴は一いつ拍ぱく遅おくれて噴ふき上がった。

「パ、司祭パーテルハイドリッヒ!?」

　一いつ瞬しゆんにして戦闘能力を喪そう失しつした強化歩兵の姿に、兵士たちから驚愕の吐と息いきがこぼれた。だが一瞬後には、それらは戦せん慄りつの絶ぜつ叫きように変じている。

「こ、こっちにくるぞ！」

　くずおれるハイドリッヒをその場に捨ておいたまま、僧衣カソツクの剣士が兵士たちの隊列に突つっ込んできたのだ。右に左に、雷らい光こうのように翻ひるがえった青光に赤い霧きりと耳を覆おおうような絶叫が重なる。

「う、撃て！　距離をおいて銃じゆうで仕留めろ！」

　幾いく分ぶんか冷静さを保っていた士官が怒鳴るが、銀色の演えん舞ぶを遮さえぎることはできない。妖あやしく舞う殺さつ戮りくの光は、逃にげまどう兵士たちを翻ほん弄ろうしては確実にその肉体を貫つらぬき、死を撒まき散らしている。

「そ、そうだ……あの機械化歩兵！　あいつを人ひと質じちにしろ！」

　ようやく貴重な人質の存在を思い出し、士官は怒ど鳴なった。最前、ハイドリッヒに倒されたあいつを盾たてにすれば！

「あいつはどこだ!?　早く連れてこい！」

　しかし、切せつ迫ぱくする命令に対し、返ってきたのは場ば違ちがいなほどにのどかな笑しよう声せいだった。

「そいつぁ、できねえ相談だなあ」

　一台の雪上装そう甲こう車しやの運転席から、大おお柄がらな兵士が浅黒い顔を覗のぞかせていた。サングラスの下のぶ厚い唇くちびるを不敵な角度に吊つり上げると、士官の狼ろう狽ばいをせせら笑うかのようにこう告げたのだ。

「こんなんでも、一応、仲間だからよ……わりぃが、一いつ緒しよに連れて行かせてもらうぜ？」

　そう笑った大男の隣りん席せきに乗せられているのは、例の機械化歩兵ではないか！

　それに気づいた士官が目を剝むいたときには、笑う大男──レオンは、掌てのひらに握にぎっていたスイッチを無造作に押し込んでいる。

　刹せつ那な、噴き上がったのは殺人的なまでに鮮せん烈れつな白光だった。

〝ソードダンサー〟が時間を稼いでいる間に仕し掛かけられていた爆ばく薬やくは、レオンが奪うばった一台を除きすべての装甲車を吹ふき飛ばした。のみならず、爆薬内に混入されたマグネシウムとアルミ片、そしてアンモニアが強きよう烈れつな閃せん光こうと催さい涙るい効果をもたらす煙けむりとなって、たちまちのうちに兵士を吞のみ込む。

「──よっしゃ！　お前めえも乗れや、サムライ！」

　一時的に視覚を喪そう失しつして咳せきこむ兵士たちを尻しり目めに、レオンは依い然ぜん、剣を振るい続ける同どう僚りように声をかけた。床ゆかが抜けるほどアクセルを踏ふみ込み、ディーゼルエンジンの雄お叫たけびに負けじと怒鳴る。

「長居は無用だ！　とっととずらかるぜ！」

　レオンのダミ声に頷うなずいたユーグが雪原を蹴けった。優ゆう雅がな跳ちよう躍やくで装甲車の屋根に着地すると、戦闘の最さ中なかより硬こう度どを増した視線を雪ゆき曇ぐもりの空に向けて呟つぶやく。

「急げ、ガルシア神父──奴らが来た」

　──天が裂さけたのは、その瞬しゆん間かんだった。

　正確には、上空を覆っていた雪雲が突とつ如じよ破は裂れつすると、そこから無数の黒い塊かたまりが地上に向かって降り注いだのだ。

　そして、それが何か確かめようとしたときには、兵士たちはほとんど悲鳴をあげる暇ひまもなく、血の霧きりと化して消し飛んでしまっている。三十ミリバルカンキャノン──本来は、装甲車しや輛りようへの攻こう撃げきを目的とする重火器の地上掃そう射しやは、あっという間に数十人もの兵士たちを肉片に変えてしまった。

「うわ、こりゃやべぇ……おい、ちゃんと摑つかまってろよ、サムライ！　飛ばすぜ！」

　咆ほう哮こうとともにクラッチを繫つながれた装甲車が急発進した。途と中ちゆう、数人の不幸な兵士たちをボンネットに跳はね上げながらも雪上を山頂方向に向けて疾しつ走そうを開始する。

　一方、上下に激しく揺ゆれるその屋根に腰こしを据すえたまま、剣けん士しは上空に鋭するどい視線を向けていた。その間もバルカン砲ほうの掃射は止やまず、ときどき唸うなりをあげて銃じゆう弾だんが至近を通過していたが、そちらには目もくれず、雪雲を割って現れた三つの巨きよ大だいな影かげに視線を注いでいる。

　銃火を閃ひらめかせながら急降下してくる三つの巨きよ影えい──雲の帯を引いた三隻せきの空中戦せん艦かんの胴どう体たいに染め上げられていたのは、〝神ヴイのネア鉄ム・槌ドミニ〟の紋もん章しようだった。




「閣下、残敵の掃そう討とうはほぼ完かん了りよういたしました──ただし、陸戦隊の報告では、死傷者の中に派は遣けん執しつ行こう官かんとおぼしき人物はいなかったとのことです」

　──半時間後、掃討にあたっていた降下部隊からの通信を取り次いだアルノルト・ディ・カンビオ艦長の額には緊きん張ちようが汗あせとなって浮うかんでいた。〝ジャオエル〟艦橋に臨設された指し揮き卓たくに向かって恭うやうやしい口調で指示を請こう。

「なお、捕ほ虜りよの証言によれば、奴らはここから三キロほど離はなれた洞どう窟くつにタリン市民たちとともに向かったとのこと──追つい撃げきなさいますか？」

「無論です」

　指揮卓に腰を下ろしていた若い男は即そく答とうすると、おさまりの悪い黒くろ髪かみを搔かいた。細い糸目をモニターに向けたまま優やさしく微笑ほほえむ。

「派遣執行官の追討こそが、本来の我らの聖務です。新教皇庁の方々など、しょせんはおまけに過ぎません──カンビオ艦長、すぐに追撃戦の準備を」

「し、しかし、ブラザー・マタイ──」

　指し揮き杖じようを掌で弄もてあそぶ異い端たん審しん問もん官かんの顔を、カンビオはおそるおそる見上げた。カンビオ自身、厳しい性格で部下には恐おそれられる存在であったが、それもこの一見温和な外見の若者に比べれば、聖母のようなものだ。ベテラン艦長をして声をうわずらせる何かが、指揮卓の若者にはあった。

「奴らは現在、タリン市民の中に紛まぎれ込んでおります。このまま攻撃を強行した場合、市民にも相当の被ひ害がいが出るかと思われますが？」

「それはまずいですね……市民の皆みなさんについては〝相当の被害〟などではなく、全ぜん滅めつしていただかないと困るんですが」

「はあっ？」

　マタイの発言にカンビオは眼めをしばたたいた。

　市民が全滅した方がいいとはどういうことだ？

　一方、そんな部下の不ふ審しんげな表情が目に入らないのだろうか？　薄いファイルを広げると、マタイは目下の事態とはまるで関係ない話を始めている。

「ご存じですか、艦長？　なんでもこの国では、最近、石油が採れるそうでしてね……ほら、彼らが逃にげ込もうとしている洞窟も、おそらく油オ母イル頁シエ岩ルの採さい掘くつ場ばなんでしょう。実に羨うらやましい話ですね。なにしろ、石油は我が教皇庁領でもほとんど産出されない貴重な資源。それがこのような僻へき地ちで採れるというのですから、こんな小国には、過分な話だと思いませんか？」

「は、はあ……？」

　生返事を返しつつも、カンビオは内心不ふ吉きつな思いが湧わき起こるのを禁じ得なかった。この異端審問官がいったい何を考えているのかはわからないが、どうにも嫌いやな予感がする──そして、老艦長の予感はすぐに実証されることになった。ファイルを閉じた異端審問官が熱のない声で尋たずねてきたのだ。

「艦長、仮に──仮にですよ？　もしタリン市民が我々と派遣執行官との戦せん闘とうに巻きこまれて全滅してしまった場合、ここの鉱山はどこに帰属するのでしょう？」

「はっ？　鉱山の帰属……ですか？」

　意外な単語にカンビオは首を捻ひねった。いったい、この男は何を言いたいのか──しかし、マタイとしてはカンビオに回答を求めてはいなかったようだ。すぐに己おのれ自身で解答を口にする。

「石油は人類の宝です。所有者が全滅してしまったぐらいのことで、放置してしまっていいはずがありません。そう、どこか公正かつ良識的な機関が管理下において、きちんと採掘を続ける必要があります……そう思われませんか？」

「…………!?」

　ようやく、カンビオは異端審問官が言わんとしていることを理解した。

　貴重な戦略資源である石油は、教皇庁にとっても喉のどから手が出るほどに欲ほしいものだ。そしてそれを手に入れるため、この男はこれから恐ろしいことをやろうとしているらしい。

「か、閣下、まさか、あなたは……」

「──これからここで何が起ころうと、すべての責任はミラノ公とＡｘにあります。我々は異端者の追討という聖務を果たすだけのこと。その過程で悲しむべき事態が発生したとしても、我らに咎とがはありません」

　声を詰つまらせるカンビオに閉じた冊子フアイルを手て渡わたすと、マタイは静かに席を立った。指揮杖を掌てのひらで叩たたきながら、ごく事務的に指示を付け足す。

「ハンガーに〝ウリエル〟の準備をさせておいてください──追撃の指揮は私が執とります。〝ジャオエル〟は高度を上げて待機。哨しよう戒かいと上空支し援えんをお願いします」

　てきぱきと指示を出し終えて、マタイは指揮卓を離れた。ハンガーに向かうべく、艦橋をあとにする。

　──派遣執行官や市民をただ皆殺しにするのであれば、話は簡単だ。鉱山を爆ばく撃げきか砲ほう撃げきで埋うめてしまえばことは済む。だが、将来のことを考えると、鉱山とパイプラインはできるだけ無傷で確保するのが望ましかった。となれば、爆撃や砲撃のような無ぶ粋すいな手法ではなく、陸戦隊の出番だろう。

「さて、市民三千人の掃討戦ですか……千人単位での浄化は何年ぶりでしょう？」

　ハンガーに降りてゆく昇しよう降こう機きの中で、マタイはこめかみに手を伸のばした。火ほ照てりにも似た昂こう揚よう感かんに突つき動かされるまま、髪かみの下の古い傷きず痕あとに指を滑すべらせる──その唇くちびるからかすかに漏もれてきたのは、低い含ふくみ笑いだった。

「これは、〝海ジブラ峡ルタル戦せん役えき〟──タンジール以来の大仕事になりそうですね……少しは面おも白しろくなりそうだ」
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「考えたな。市民どもを餌えさに、我々の主力を市外におびき出し、その隙すきに聖下を狙ねらい奉たてまつるとは……我々はまんまと貴様らの罠わなにひっかかったというわけか」

　手元に戻もどってきた二条の鞭むちを指の間に挟はさんだ強化歩兵──司祭パーテルフリードリッヒの声は冷たかった。その背後で銃じゆう口こうを掲かかげる兵士たちの邪じや魔まとならぬよう、体軸を開きながら、侵しん入にゆう者しやたちを無む慈じ悲ひに睨にらみ据すえる。

「罠……？」

　いったい、この男は何を言っているのだろう？

　肉の弾はぜた手の甲こうを押さえつつも、アベルは内心で首を捻ひねった。これではまるで、城の警備を手て薄うすにさせるために、こちらが市民を使って陽動作戦を仕し掛かけたかのような言いぐさではないか。

「どういうことです、罠って？　だいたい、なぜ、こっちの動きがわかったんです？」

「ふっ、しらを切るつもりか……まあ、いい」

　得物を失った神父を、フリードリッヒは冷たい目で一いち瞥べつしたが、その視線がふと滑った。アベルの背後で、こそこそと隠かくれようとしていた若者を捉とらえるや、その表情が険けわしくなる。

「それよりも……そこにおるのはボルジア！　貴様か！」

「やあ、久しぶりィ、司祭パーテルフリードリッヒ」

　まるで、ようやく相手の存在に気づいたような顔で、アントニオはしれっと手をあげた。歯は軋ぎしりしている司祭に、軽けい薄はくな笑え顔がおで馴なれ馴れしく話しかける。

「最後に会ったのはケルンだったから、半年ぶり？　元気そうだねェ、魂ココロの同胞トモよ……あ、デステ大司教もお変わりない？」

「よくも、ぬけぬけと！」

　一方、話しかけられた方は久きゆう闊かつを叙じよする気分にはなれなかったらしい。鞭むちを一ひと振ふりするや、憤ふん然ぜんと怒ど号ごうする。

「貴様がローマに売り渡わたしたリストのせいで、どれだけの同志が捕とらえられたと思っている！　しかも、今度はこともあろうに派は遣けん執しつ行こう官かんを連れて教皇聖下を狙うとは……絶対に許せん！」

「誤解だよォ！」

　胸に手をあてると、アントニオは心外げに首を振ふった。悲劇俳優さながらに嘆なげいてみせる。

「天地神明に誓ちかって、ボカぁ、リストなんて売り渡してないって！　それに今回だって、教皇聖下を襲おそうなんて考えてないしィ……ボカぁ、この危険な男を引き渡しに来たんだヨ？」

「……あ、また、裏切った」

　憮ぶ然ぜんとアベルが首を振ったときには、貴公子は険悪な顔の兵士たちに向けて神父の背中を押しやっている。見えない尻尾しつぽをちぎれんばかりに振りながら、アントニオは恭うやうやしく頭こうべを垂れた。

「彼のことは、もー煮にるなり焼くなり、ご自由にどーゾ……こんなのでボクのアルフォンソ聖下への忠誠心が証明できるのなら、お安いものサ」

「……忠誠心の証明なら、もっと簡単な方法があるぞ、ボルジア」

　だが、若者の媚び態たいを見み据すえるフリードリッヒの目は笑っていなかった。あまつさえ、一いつ挺ちようの小しよう銃じゆうをアントニオの足あし下もとに放ほうって、冷たく告げる。

「貴様の手で、その犬を殺してみろ……そうしたら、話ぐらいは聞いてやってもいい」

「……アントニオさん、言うことを聞くふりをして、いったん、銃じゆうを拾ってください」

　極力絞しぼった声で、アベルはアントニオに耳打ちした。

「拾い上げたら、私の方に放るんです……チャンスは一度です。慎しん重ちようにお願いします」

「──ゴメン、それはちょっとムリ」

　こちらも小声で──ただし、罪悪感の欠片かけらもない顔でアントニオは囁ささやき返した。しかもそのときには、さっさと拾った小銃の銃口をアベルの背中に押しつけている。

「ここでどうこうしても、逃にげ出せそうにないしィ……悪いケド、アベル君。ここはキミが犠ぎ牲せいになるしかないみたいだヨ？」

「うわ、この人、本気だよ！」

　背に押しつけられた感かん触しよくに、アベルは青ざめた。一方、前方では十名近い兵士が小銃の銃口をこちらに向けている。どう見ても万ばん事じ休す以外のなにものでもない──

「──銃を下ろしなさい、罰ばち当あたりな異い端たん者しやども！」

　ハスキーな、しかし、微び妙みようにひきつった女の声が回かい廊ろうに響ひびき渡ったのはそのときだった。

　回廊に面した中庭から、二階へと上ってゆく階段の頂上に、ほっそりとした影かげが仁に王おう立だちになっているではないか。毛皮の外がい套とうに包まれたグラマラスな肢し体たいとその上にある白い顔を見たアベルとアントニオの顎あごが音をあげて落ちた。

「「アンハルト伯はく爵しやく夫人!?」」

　アンハルト伯爵夫人クリスタ──市民たちと一いつ緒しよにタリンを脱だつ出しゆつしたはずの貴婦人が、いったいどうしてここに!?　しかも、彼女が重そうに抱かかえているのは──

「機関銃!?　どこからそんなものを──」

　狼ろう狽ばいしたようなフリードリッヒの質問に答えたのは、クリスタではなかった。彼女が腰こし溜だめに構えた機関銃が、雄ゆう弁べんに炎ほのおを吐はき出し始めたのだ。

「ぬ、ぬわあああああっ!?」

　雪を巻き上げて急接近してきた弾だん幕まくに、アベルは悲鳴をあげた。反射的に跳とびすさっていなければ、今いま頃ごろは挽ひき肉にく器きにかけられたようになっていたに違ちがいない。
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「ク、クリスタさん！　どこを狙ねらって──」

「きゃ、きゃあああっ！　こ、これ、どうやって止めるんですの!?」

　一方、甲かん高だかい悲鳴をあげたのは階上の射手自身だ。発はつ砲ぽうの反動で背中を壁かべに押しつけられた彼女の手中で、機関銃はでたらめに銃じゆう弾だんのシャワーを吐き出し続けている。もともと、機関銃のフルオート射しや撃げきなど、十分な訓練を積んだ兵士が撃うってもなかなか狙いどおりにあたるものではない。素人しろうと、しかも力の弱い女の細ほそ腕うでで手に負える代しろ物ものではないのだ──だが、今はそれでも十分だった。

「──逃げるよ、アベル君！」

　降り注ぐ弾雨に混乱する兵士たちの間から悲鳴と怒ど声せいがあがったときには、アベルの背後でアントニオが素す早ばやく身を翻ひるがえしていた。小銃を肩かたに担かつぐと、一目散にクリスタのいる階段に向けて走ってゆく。いっそ潔いさぎよいほどの逃げっぷりにアベルは一いつ瞬しゆん見とれたが、すぐに我に返った。足下の拳けん銃じゆうをすくい上げ、あたふたと階段を駆かけ上る。

「ク、クリスタさん、あなた、なんでこんなところに!?」

　弾帯の全弾を撃ち尽つくしたらしい──ようやく静かになった機関銃を手にへたりこんでいる貴婦人に向けて、神父は嚙かみつかんばかりに喚わめいた。

「トレス君たちと一緒に、鉱山に行ったんじゃなかったんですか!?」

「それが、やはり夫のことが心配になって……」

　神父の剣けん幕まくに怯おびえたように、クリスタは白い顔を強こわ張ばらせた。

「それで、こっそり神父さまたちのあとをつけて来たら、途と中ちゆうではぐれてしまって、それで……」

「話はあとだヨ、アベル君！」

　なおも何か喋しやべりかけた貴婦人の口を塞ふさいだのはアントニオである。階段の下、混乱から立ち直りつつある兵士たちを指さして喚わめく。

「生きてここを出られたら、ゆっくり糾きゆう弾だんしたまえ！」

「こっちですわ……確か、こっちに昇しよう降こう機きが！」

　クリスタが廊ろう下かの奥を指さしたときには、剣けん吞のんな音をあげて飛来した銃弾が、すぐ耳元をかすめ去っていた。躊ちゆう躇ちよしている時間もない。クリスタを左右から担かつぎ上げんばかりに立ち上がると、神父と司教はあたふたと走った。飾かざり気けはないが、いかにも頑がん丈じようそうな昇降機に三人が滑すべり込んだときには、廊下の向こうからも新手の靴くつ音おとが響き始めている。アベルが格こう子し戸どを閉めるや、昇降機は低い唸うなり声をあげて上方に動き始めた。

「……こ、これからどうするんですの？」

　ようやく恐きよう怖ふが甦よみがえってきたらしい。床ゆかにへたりこんだクリスタが震ふるえる声を押し出した。

「どうやってここから逃げ出せばいいんですの？　それに、私の夫や神父さまのお捜さがしになってる〝智天使ケルビム〟とかいうものは……」

「…………」

　難しい顔でアベルは天を仰あおいだ。

　どうすればいいのか聞きたいのはこちらの方だ──アーク灯を睨にらみながら自問する。異い端たん審しん問もん局きよくの到とう着ちやく予定時刻まで、あと数時間ある。その間、城内を逃げ回れるものかどうか──

　アベルが難しい顔で考え込んでいる間にも、アントニオはちゃっかりクリスタの肩に手を回していた。

「ああ、そうそう。ところでセニョーラ・クリスタ。あなた、どこかでアルフォンソ・デステを見かけられませんでした？　あの男を人ひと質じちに取れば、うまく脱出できるかも……城のどこかで見かけられませんでしたか？」

「さあ、ひょっとしたら見かけたかもしれませんが、私、あの方のお顔は存じませんので」

　困ったようにクリスタは小首を傾かしげた。ケルンやブルノの者ならともかく、田舎いなかの小貴族では彼の顔を知らないのも無理はないかもしれない。

「ごめんなさい、お役に立てなくて」

「いや、いーんですヨ……おっと、着いたかナ？」

　澄すんだチャイムとともに格子戸が開いた。その向こうにあったのは広く、居い心ごこ地ち良さげな書しよ斎さいだ。壁の棚たなにはずらりと本が並べられ、暖だん炉ろでは暖かそうな炎ほのおが揺ゆれている。奥の机にもぶ厚い本が何冊も積み上げられていたが、その前には──

「下が騒さわがしいな……なにかあったのか、フリードリッヒ？」

　机の前に立ってなにやら話し合っていた二人の男たちの一方が、こちらを振ふり返った。次の瞬しゆん間かん、皺しわ深ぶかい顔に驚きよう愕がくと狼ろう狽ばいを浮うかべて声をうわずらせる。

「き、貴様は!?」

　アベルの顔を見た男──アルフォンソは愕がく然ぜんと声を震わせた。その傍かたわらで無表情に顔をあげたもう一人の男を盾たてにとってあとずさる。

「き、貴様ら、いったいどこからここに──」

「おっと動かないで！」

　咄とつ嗟さに拳けん銃じゆうを抜ぬいたアベルよりも早く、警告の声を発したのはアントニオだった。小銃を二人に向けてかまえながら、勝ち誇ほこったように叫さけぶ。

「主は己おのれを助ける者を助ける……ボクらはなんて幸運ラツキーなんだろう、アベル君！　探しモノがこんな形で両方とも見つけられるなんて！」

「両方とも？　それじゃあ──」

　アントニオの視線を追ったアベルの頰ほおが紅潮した。アルフォンソが盾にとっている男、色素の薄うすい目を瞬まばたき一つせずこちらに向けているあの老人が──

「──彼が〝智天使ケルビム〟!?」

「アベル君、キミは昇降機の電源を落としてくれたまえ。下の連中に昇のぼってこられると困るからネ。セニョーラ・クリスタ、貴女は〝智天使ケルビム〟をこれで縛しばってください」

　はずした小銃の提ストげリン紐グを貴婦人に手て渡わたしながら、アントニオはてきぱきと指示を下した。〝智天使〟とアルフォンソの両者をこうして手に入れた以上、長居は無用だ。あとは、うまいことアルフォンソを交こう渉しようの道具に使って、山に向かったという追つい撃げき部隊を引き返させれば──

「きゃあああっ！」

　昇降機の主電源を落としながら、あれこれと思いを巡めぐらせていたアベルの耳に悲鳴が届いたのはそのときだった。

「ボ、ボルジア司教、何をなさるんですの!?」

　甲かん高だかいクリスタの声に振り返ったアベルはそこに信じられないものを見いだした。相変わらず無表情に立つ老人──〝智天使〟の両手首は提げ紐で縛られている。それはいい。だが、怯おびえたように壁かべ際ぎわに身をすくませたクリスタとそれに小銃の銃口を向けたアントニオの存在は何だ!?

「アントニオさん！　あなた、何やって──」

「……こんなことになって、ボクとしては非常に残念ですヨ、セニョーラ・クリスタ」

　割って入ろうとしたアベルを片手で押しとどめると、アントニオは静かに笑った。

「さあ、三文芝しば居いはおしまいにしようヨ……そろそろ正体を教えてくれてもいいだろ？　キミはいったい何者なんだい、アンハルト伯はく爵しやく夫人？」

「何をおっしゃってるのです、司教さま？　私、おっしゃる意味が全然わかりませんわ！」

　銃口を擬ぎされ、蒼そう白はくになった顔でクリスタは叫んだ。

「私は私です！　正体だなんて──」

「でも、キミ、さっき言ったよネ──〝アルフォンソの顔は知らない〟と。じゃあ、どーして今、ボクの指示に従うことができたのかなァ？」

　軽けい薄はくそのものの口調には詰きつ問もんの響ひびきはない。だが、その指はしっかりと引き金に置いたまま、アントニオはことさらゆっくり質問を繰くり返した。

「〝智天使ケルビム〟を縛れって言われて、迷わず〝智天使〟を縛ることができたのはどーしてかなァ？　キミは最初から〝智天使〟あるいはアルフォンソの顔を知ってたんだ──違ちがうかい？」

「……あ」

　アントニオの言葉にアベルは口を開けた。咄とつ嗟さに、貴婦人の方に視線を滑すべらせる。

　そう、それによく考えればまだおかしなことがある。確か、昨夜彼女は皆みなの前で言った──〝偽にせ教皇に面会したら、まず閣下があの老人を取り押さえてしまいますの〟

　確かにアルフォンソの容よう貌ぼうは老人と呼ぶに相応ふさわしいものだ。顔には深い皺が穿うがたれ、腰こしもすでに曲がり始めている。だが、それらはいずれも心労によるもので、彼の実際の年ねん齢れいはようやく五い十そ路じを迎むかえたに過ぎない。直接顔を見た者でなければ、誰が彼を〝老人〟と呼ぶだろうか？

「ただ、わからないこともまだあるんだよネ。てっきり、ボクはキミのことを新教皇庁のスパイか、ボクらを煽あおろうとするメディチ枢すう機き卿きようの手の者かと思ってたんだ。でも、それだと、ボクらを〝智天使ケルビム〟に接近させた理由が説明できないんだよネ……伯爵夫人、キミはいったい何者なんだい？」

「…………」

　問われる間、クリスタは蒼白な顔をわずかに俯うつむけていた。細いその指はコートをきつく握にぎりしめ、微び動どうだにしない──と、硬かたく結ばれた唇くちびるの間から低いため息がこぼれた。

「く……くくっ……実に愚おろかよな」

　いや、これはため息などではない。限りない悪意に満ちた嘲ちよう笑しよう──まるでこの世のすべてを嘲あざけるかのような笑い声が、肉感的な唇を割ってこぼれだしていた。

「せっかくこの妾わらわが、こんなつまらぬ芝しば居いまで打って骨を折ってやったというのに……実に愚おろかだ、そなたらは」

「おっと、動かないで！」

　別人のように毒々しい表情を浮うかべた貴婦人に、アントニオが鋭するどい警告を飛ばした。クリスタがスカートの下から取り出した細長い棒に小銃を向けて窘たしなめる。

「女性を撃うつのはボクの趣しゆ味みじゃないんだよネ。ここはおとなしく──」

「──避よけて、アントニオさん！」

　クリスタ──あるいはそう名乗っていた女の握る棒がアントニオを指したのを見たとき、アベルは本能的に彼にタックルをかけていた──そして、もしこのタイミングが一いつ瞬しゆんでも遅おくれていれば、アントニオの命はここで終わっていたかもしれない。床ゆかに倒たおれ込む男たちをかすめるように行き過ぎた、白い影かげがある。

「……え!?」

　一瞬遅れて聞こえてきた鈍にぶい響きの方を見たアベルとアントニオの表情が硬く強こわ張ばった。

　石壁をその手前の本ほん棚だなごと深々と串くし刺ざしにしていたモノ──それは一メートルはあろうかという巨きよ大だいな氷柱だ。

「あのまま、このヘルガの思いどおりに動いておれば、そなたたちも、スフォルツァも、無事に命を拾ったであろうに……あたら小こ賢ざかしさが命を縮めたのぅ」

　侮ぶ蔑べつと憎ぞう悪おをこめた声を吐はき出すと、女──〝氷のアイス・魔女ヘクセ〟は再び手中の小杖ワンドを差し伸のべた。白く発光を始めた先せん端たん部の水すい晶しようを床の二人に向けながら、青い唇を嘲ちよう笑しようの形に歪ゆがめる。

「本当は、汝なんじらの手でスフォルツァを救わせたかったのじゃが、こうなった以上はやむを得ぬ。この〝智天使〟は、妾わらわが直接ローマに届けてやることにしよう……だから、汝らは安心してあの世に参るがよい！」

　禍まが々まがしい嘲ちよう弄ろうとともに、不ふ吉きつな白光が眩まばゆく膨ふくれ上がった。
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　山の天気は移ろいやすい。

　最前まで吹雪ふぶいていたというのに、いまや雪雲は薄うすくたなびく程度まで散ってしまっている。ただ濃のう密みつな霧ガスは依い然ぜんとして壁かべのように垂れ込め、周囲の視界は鼻をつままれてもわからないほどだ。

「視界一メートル……ファブリオ、ティツィアーノ、赤外線センサーの使用を許可する。転ぶなよ」

　狭せまい道の左右は急きゆう勾こう配ばいの斜しや面めんが壁のようにそそり立っている。凍とう結けつした雪に足を取られぬよう警けい戒かいしながら、エットーレ・ベルスコーニ特務警察少しよう尉いは後続の部下たちに注意を促うながした。

　もっとも、彼らの駆かる鋼鉄の巨きよ人じん──教会軍制式動甲冑スーツ〝サムソン〟の姿勢バラ制御ンサ能力ーは絶ぜつ妙みようだ。足に履はいたジェットスキーは、全高三メートルの巨きよ体たいを時速二十キロで走行させていたが、機体そのものは一度も転てん倒とうすることなく雪上を登とう攀はんし続けている。むしろそのせいで、後続の本隊との距きよ離りが開きすぎてしまっているほどだ。

〈……しかし、我々だけ突とつ出しゆつして本当によろしかったのでしょうか、少尉殿どの？　これ以上の先行はマタイ閣下の命令に背そむくのでは？〉

「気にするな。相手は非武装の民間人どもだ」

　右後方を固めるファブリオ伍ご長ちようの弱気を、ベルスコーニは一いつ蹴しゆうした。

「我々三機だけでも全ぜん滅めつさせられる。それを大おお仰ぎようにも包囲などと……異い端たん審しん問もん官かんなどと威い張ばっても、戦いに関してはしょせん素人しろうとだな」

　そう嘯うそぶくベルスコーニは若かったが、装甲動甲冑歩兵乗りとしてはすでに十分な実績を積んでいた。一週間前、二人の部下とともに教会軍から特務警察へ異動になったのも、その武ぶ勲くんを認められてのことだ。若い少尉はおおいに張り切っていた。

「いずれにせよ、戦果をあげてしまえば、異端審問官とて文句はつけられんさ……諸君、本当の戦争ってやつを、あのド素人に教えてやろうじゃないか」

〈いや、それが少尉殿。どうも、あの異端審問官はズブの素人ってわけじゃないみたいなんで〉

　ベルスコーニの強気に水をかけたのは左さ翼よくのティツィアーノ伍長からの通信だった。

〈噂うわさじゃ、昔はアフリカで傭よう兵へいをやってたとか……海ジブラ峡ルタル戦せん役えきにも参加したって聞きましたよ〉

「傭兵あがり？　おいおい、そんないかがわしい男がなんで異端審問局にいるんだ？」

　ベルスコーニのような生きつ粋すいの軍人にとって、傭兵などゴロツキと大差ない存在だ。若い少尉は不快感も露あらわに舌打ちした。

「まったく嘆なげかわしい！　そんなだから、教ヴア皇チカ庁ンが世せ俗ぞくに舐なめられ──」

〈少尉、一時方向に敵てき影えい！〉

　義ぎ憤ふんに駆られていたベルスコーニを現実に引き戻もどしたのは、スピーカーからの怒ど声せいだった。ファブリオ機が機き関かん砲ほうの銃じゆう口こうを持ち上げている。

〈民間人です！　数は三、いや四……あ、こちらに気づきました！　逃にげます！〉

「いかん、逃がすな！」

　靄もやの向こうを懸けん命めいに逃げ去ろうとしている人ひと影かげをモニターに捉とらえてベルスコーニは怒号した。仲間に報しらされては厄やつ介かいだ。

「各機発はつ砲ぽうを許可する──追つい跡せきして仕留めろ！」

　動甲冑スーツが速度をあげた。ブースターに点火したジェットスキーが甲かん高だかい咆ほう哮こうをあげる。

「逃げられると思ったか、ゴミども……」

　モニターが映し出した人影に照準線をあわせ、ベルスコーニは口を歪ゆがめた。ロストテクノロジーの塊かたまりである動甲冑は吸きゆう血けつ鬼きとさえ拮きつ抗こうしうる最強の陸戦兵器だ。非武装の一いつ般ぱん人じんにどうこうできようはずもない。余よ裕ゆうをもって引き金を絞しぼる──

「……うおっ!?」

　だが凶きよう暴ぼうな自信は、発砲直前、激げき烈れつな衝しよう撃げきとともに破られることとなった。何かが疾しつ走そうする巨人たちの足あし下もとをすくったのだ。地面に張られていた細い鋼線ワイヤーがスキーに絡からみ付いたのだと悟さとったときには、三機はそろって雪原に転倒している。
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「こ、小細工を！」

　鋼線ワイヤーを引きちぎりながら、ベルスコーニは毒づいた。機体にダメージはないが、思わぬ不覚に傷ついたプライドが怒声となってほとばしる。

「許さんぞ、あいつら！　絶対、皆みな殺ごろしに──」

〈少尉、敵です！　三時……いや、九時にも！〉

　復ふく讐しゆうを誓ちかう特警少尉の目をモニターに向かわせせたのは、部下の警告だった──多数の人影が霧の向こうに浮うかび上がりつつある。いずれも民間人らしい。手に手に猟りよう銃じゆうや火か炎えん瓶びんを抱かかえている。

〈こいつら、どこに隠かくれていやがった!?　赤外線センサーに反応はなかったぞ！〉

「慌あわてるな、ティツィアーノ！　ただの民間人ゴミどもだ！　散開して個別に蹴け散ちらせ！」

　そのときには、敵の発砲が始まっていた。雪原に掘ほられた雪せつ壕ごうから、一いつ斉せいに弾だん雨うが降り注ぐ。しかしながら、それらはすべて動甲冑の厚い装甲に弾はじかれるだけだ。飛び散る火花をモニターに捉え、ベルスコーニは余裕たっぷりに嘲あざ笑わらった。

「そんな豆まめ鉄でつ砲ぽうで動甲冑の装甲が破れると思ったか、愚ぐ民みんどもめ……ん？　なんだ、これは？」

　哄こう笑しようしていた少尉の目がふと細まった。

　灰色に塗と装そうされた自機の装甲が、なぜかどす黒く変色していることに気づいたのだ。地面に溜たまっていた汚お泥でいが全身にべったりと付着している。

「泥どろ？　いや、それにしては……」

　だが、汚泥の正体を詮せん索さくする時間はなかった。

〈少尉、十時に敵！〉

　ベルスコーニの視界に前方の窪くぼ地ちから立ち上がった敵影が映った。だらしなく神父服を着き崩くずれした巨きよ漢かん──大男は浅黒い顔をにやりと歪めると、構えた大型火器の引き金を無造作に絞った。

「！」

　信号拳けん銃じゆうが燃えさかる照明弾を射出した次の瞬しゆん間かん、ベルスコーニの視界は真っ白に染まった。機体に付着していた〝汚お泥でい〟が勢いよく発火したのだ。一千度近いその高温は戦車でも無事にはすまなかったかもしれない。だが──

「……つまらん真ま似ねを！」

　炎ほのおの中、仁に王おう立だちになったベルスコーニの口から失しつ笑しようがこぼれた。

　業ごう火かを纏まとっているにも拘かかわらず、三体の巨人は傲ごう然ぜんと立ったまま小こ揺ゆるぎもしていない。ナパーム弾の直ちよく撃げきにも耐たえる複合装そう甲こうが、これしきの炎でどうこうなるとでも思ったのだろうか？

「浅あさ知ぢ恵えを絞ったのだろうが、残念だったな！」

　余裕たっぷりに、ベルスコーニは機関砲を左さ翼よくに向けた。例の大男に照準を合わせる──

〈少尉、二時方向──雪玉です！〉

「雪玉だと？」

　ファブリオの警告に、ベルスコーニは胡う乱ろんげな顔になった。思わず視線を転ずれば、確かに右の急きゆう斜しや面めんをなにやら白いものが転がり落ちてくるところだ──直径二メートルほどもある雪玉。

「今度は雪合戦か……これだから素人しろうとは」

　嘆たん息そくとともにベルスコーニは目前に迫せまった雪玉を撃うち抜ぬいた。爆ばく散さんした雪はあたりに降り注ぎ、いまだ燃えさかっていた炎をきれいに消し去る。

「ふん、礼を言うぞ。消火にちょうどよかった」

　白い蒸気の中、ベルスコーニは銃口を左翼に転じた。大男に向けた凶きよう器きの引き金を今度こそ絞る──だが、機関砲の銃口は沈ちん黙もくしたままだ。

「……ば、馬ば鹿かな！　弾たま切ぎれか!?」

　いや、そんなはずはない。だが、焦あせって引き金を引くも、弾だん丸がんは発射されない。しかも、いまや異状は機関砲ばかりではなかった。

〈しょ、少尉……き、機体が動きません！〉

　部下の悲鳴があがったときには、ベルスコーニの機体にも彼らと同じ異状が生じている。

　動甲冑が動かないのだ。懸けん命めいに力をこめ、装甲下の人造筋肉をフル稼か働どうさせているにも拘かかわらず、逞たくましい機体はいっかな動こうとしない。

　さきほどの〝汚泥〟──砕くだいた油オ母イル頁シエ岩ルと航空燃料ケロシンの混合物はただ燃えるだけではなかったのだ。高温により融ゆう解かいした油母頁オイル岩シエル粒りゆう子しは液体となって動甲冑スーツの関節部に入り込んでいた。雪はそれを再凝ぎよう結けつさせて関節を接着するための冷れい却きやく剤ざいだ。

〈……しょ、少尉、右う翼よく！〉

　必死で自由を取り戻もどそうとしていたベルスコーニの耳に、再び不ふ吉きつな警告が飛び込んできた。

　斜しや面めん上で市民たちが何かを押している。どうやら鉱山で使われるトロッコらしいが、そこに山積みになっていたのは──

「ダ、ダイナマイト!?　か、各機、急速離り脱だつ！」

　火花をあげる導火線を見たとき、ベルスコーニは思いきりアクセルを踏ふんでいた。ガラス化した地面に貼はり付いていたジェットスキーを吹ふかして、この悪あく魔まの罠わなから逃のがれようと試みる──幸いにも、さきほどの炎で鋼線ワイヤーが溶とけていたらしい。鈍にぶい衝撃とともに、ベルスコーニの機体は転がるように前方へと飛び出した。

〈しょ、少尉、助け──！〉

　大地を揺ゆるがす爆ばく音おんに逃にげ遅おくれた部下の絶ぜつ叫きようが重なったときにも、ベルスコーニは振ふり返らなかった。右みぎ腕うでを進行方向にかざし咆ほう哮こうする。

「──おのれ卑ひ怯きよう者もの！　やってくれたな！」

　功を焦あせったあげくに部下を失った。せめてこいつらを全ぜん滅めつさせねば、原隊には帰れぬ──焦しよう燥そうに駆かられるまま、眼前の大男めがけて迫はく撃げきする。

　だが男はその場から逃げようとしなかった。それどころか不敵な微び笑しようさえ刻んだではないか。

〈一機、仕し留とめそこなっちまったか。俺もまだまだ修行が足りねえな……〉

　集音マイクが拾った声は、ぼやいているともせせら笑っているともつかなかった。モニターの中、肩かたをすくめた男は独りごちるように呟つぶやいた。

〈まあそんなわけで、あとは頼たのむぜ、サムライ〉

〈──心得た〉

　そんな第二の声を拾ったと思った瞬間、ベルスコーニの視界の端はしで白光が雪を割って閃ひらめいた──




「ファブリオ、ティツィアーノ両伍ご長ちようの遺体を確かく認にんしました。なお、ベルスコーニ少尉は機体を破は壊かいされたうえ、本人は捕ほ虜りよとなった模様です」

　焼けた地面には原形を留とどめぬまでに爆ばく砕さいされた鋼鉄の巨きよ人じんたちが転がっていた。それを回収している兵士たちに顎あごをしゃくると、指揮にあたっていた特警曹そう長ちようは苦い顔で報告に付け加えた。

「これで、こちらの陣じん容ようは敵に筒つつ抜ぬけになったと見て間ま違ちがいないでしょう。貴重な装甲歩兵を一個小隊も失っただけでも頭が痛いのに……」

「なに、かまいませんよ。むしろ、不安材料が取り除かれたのは喜ばしいことです」

　渋しぶい顔の古参曹長とは対照的に、地面に跪ひざまずいたブラザー・マタイの表情は平静そのものだった。雪原に穿うがたれた穴──敵が待ち伏ぶせに使った雪せつ壕ごうを興味深げに覗のぞきこみながら、肩をすくめる。

「ベルスコーニ君はあまり有能な人材とは言えませんでした。それよりも、彼程度の犠ぎ牲せいで敵の正体がわかったことの方が遥はるかに嬉うれしいですね……ほら、この壕の底をご覧なさい」

　胡う乱ろんげに顔をしかめた曹長に対し、マタイは雪壕の内部を指し示した。

「傾けい斜しやしているうえ、隅すみに深い溝みぞが掘ほってあるでしょう？　これは手しゆ榴りゆう弾だんを処理するためのものです。しかも、これらの雪壕は互たがいに死角を補い、敵を十字砲ほう火かに捕ほ捉そくできるよう地形を活かして掘ってある……素人しろうとの仕し業わざではありませんね」

　雪壕から這はい出すと、マタイは着衣の雪をはたいた。細い目をいっそう細め、愛めでるかのように戦場跡あとを見み渡わたす。

「どうやら軍人──それも不正規ゲリラ戦の専プロフ門エツシ家ヨナルが市民の指揮を執とっていたようです」

「すると派は遣けん執しつ行こう官かんの中にゲリラ戦経験者が？」

　曹長の顔に鋭するどい緊きん張ちようが走った。山さん岳がく地ちでのゲリラ戦の厳しさは、彼も身に染しみて知っている。

「閣下、部隊をいったん、後退させましょうか？　先にタリン市街を制圧して後、改めて再攻勢をかけられるのが賢けん明めいかと思われます」

　市民のこもる鉱山は、ここから数キロ先の峡きよう谷こくにある。未いまだマタイの指揮下には装甲歩兵一個小隊と特務警官一個大隊が揃そろっていたが、狭せまい峡谷内に投入できる人数は限られているうえ、どんな罠が仕し掛かけられているかわかったものではない。まして敵にゲリラ戦の経験者がいる以上、下手に動いては大損害は必至だ──だが、そんな曹長の懸け念ねんをよそに異い端たん審しん問もん官かんの表情は穏おだやかだった。

「なに、心配は無用です。敵に戦争のプロがいるとわかった以上、手の内が読めるぶん、素人しろうと相手よりずいぶんと楽になりましたよ」

　指し揮き杖じようを握にぎり直しながらマタイはのんびりと首を振った。何が嬉しいのか満足げに頷うなずいてさえみせる。

「異端者を絶ぜつ滅めつさせるのは我々の聖務であり、無上の喜びです……私がここに参りました以上、派遣執行官もそれに協力するすべての方々も、生きてこの山を下りることはかないませんよ」




「敵の指揮官はどうやら俺とご同業らしいな」

　坑こう道どうの入り口まで出で迎むかえたユリウスに、装そう甲こう車しやから降りてきたレオンは開口一番、そう告げた。

「戦争屋──それも超ちよう一いち流りゆうの指揮官だ。ちぃと厄やつ介かいな相手だぜ」

「超一流？　それを言うならガルシア神父、あなたこそそうでしょう？　三機もの動甲冑スーツを仕留めるなんて……正直、びっくりしました」

　賛さん嘆たんの面おも持もちで、ユリウスは雪原を見回した。

　谷間に口を開けた坑道の外では、思いもよらぬ勝利から凱がい旋せんした市民たちが、家族の熱い出迎えを受けている。ズブの素人である彼らが三機もの動甲冑を屠ほふり、しかもこちらの死傷者は皆かい無むだったのだから、手放しで勝利に酔ようのも当然だ──にも拘かかわらず、その勝利をもたらした男の表情だけは興奮からほど遠いものだった。珍めずらしく真ま面じ目めな顔で地図に指を走らせると不ふ機き嫌げんげに唸うなる。

「あいにくと連中はただの前座だ。まだ本隊が無傷で残ってるうちは安心できねえ……捕虜を尋じん問もんしたんだが、連中は扇おうぎ状じように展開してこの谷を目指してるらしい。ルートはこの三つだ」

「……ほう、一番安全な道を選んでいますね」

　地図を見て、ユリウスは顎あごを撫なでた。

「どれも一見険しいようで、実は安全な脇わき道みちです……土地の者でも、こんな登とう攀はん路ろを知っている者は珍しいですよ。ひょっとして、このあたりの土と地ち鑑かんがある者が敵軍にいるのでしょうか？」

「一流の戦争屋ってのは、地図を見ただけでどんな道も頭ン中に描えがき出せるもんなのさ。昔っから、言うだろ？　戦いくさ上手に方向音おん痴ちはいねえってな」

　顔も上げずにレオンは答えた。二つの月の高度と時計の長針から方位を確認しつつ、皺しわだらけの地図に何事か汚きたない字で書き込んでいる。

「けっ、やっぱりだ。嫌やなルートばかり選んでやがる……間違いねえ。俺たちの相手は超一流だぜ。おまけに、性格も悪いときた！」

「──ガルシア神父」

　地図を睨にらんでいたレオンの背に低い声がかかった。振ふり返れば、数人の市民を引き連れた長ちよう髪はつの神父がシャベル片手に歩み寄ってくるところだ。

「おう、サムライ。そっちは終わったかい？」

「ああ、例の物を言われたように仕掛けてきた」

　手にしたシャベルを雪に突つき刺さしながら、ユーグは短く答えた。

「遺い漏ろうはないと思うが、念のために君が最終チェックをしてくれ」

「あの、例の物とおっしゃいますと？」

　泥どろに汚よごれた剣けん士しの姿にユリウスは首を捻ひねった。

「いったい何を仕掛けられたんです、神父さま？」

「奴やつらを追っ払はらうための仕掛けをちょいとな」

　ユーグに手て渡わたされた地図をチェックしながら、レオンは悪戯いたずらっぽくウインクしてみせた。無ぶ精しよう髭ひげを引き抜ぬきつつ、人の悪い笑えみを漏もらす。

「歩兵が五百に動甲冑三機──まともにやって敵かなう相手じゃねえ。だから、連中がここまで辿たどり着けねえよう、ちょいとインチキすんのさ……」

「伯はく爵しやく様！　ユリウス様！」

　慌あわただしい叫さけび声が一同の背中にかけられたのはそのときだった。振り返れば、大おお柄がらな中年男が息せききって駆かけ寄ってくるところだ。

「ああ、セルゲイ。どうした、そんなに慌てて？」

　不ふ審しんげに尋たずねるユリウスの前に跪ひざまずくと、大柄な宿屋の親父おやじは息も整えず一挙にまくしたてた。

「か、監かん視しに残した者たちから無線連れん絡らくです！　敵が……敵が撤てつ退たいを始めていると！」

「撤退だと!?」

　ユリウスは目を剝むいた。背後で神父らが驚おどろいたように顔を見合わせたのも気づかず問い質ただす。

「確かなのか、それは!?」

「はい！　今、残っていた歩兵たちが一いつ斉せいに装備をまとめて後方に退さがりつつあるそうです……やりましたよ、伯爵様！　俺たちは勝ったんだ！」

　小こ躍おどりせんばかりに大男は笑しよう声せいをあげた。その吉きつ報ぽうは市民たちにも伝わっているのか、雪原のあちこちでも大きな歓かん声せいが上がり始めている。

　だが、それらの声とは対照的に、ユリウスの背後から聞こえてきたダミ声は不機嫌だった。

「……気に入らねえな」

　ぼそりと呟つぶやいたレオンの顔は、まるで知り合いの詐さ欺ぎ師しにでもでくわしたような渋しぶいものだった。すっかり舞まい上がっている市民たちに厳しい目を向けたまま、顎あごをしゃくる。

「動甲冑三機は確かにでかいダメージだが、その程度で尻尾しつぽを巻くような連中とは思えねえ……おい、おっさん。残りの動甲冑はどうしてる？　奴らの居場所はちゃんと確かく認にんしてあんだろうな？」

「動甲冑？　奴らが真っ先に姿を消したそうだ」

　せっかくの朗報に水を差され、セルゲイは気を損そこねたように顔をしかめた。

「今いま頃ごろは空中戦せん艦かんに回収されてるんだろうさ！」

「動甲冑が真っ先に姿を消した……？」

　すっかり興奮している相手にそれ以上の質問は与あたえず、レオンは顎を搔かいた。無精髭を引き抜きながら考え込む。

　通常、退たい却きやくする部隊の最後尾しんがりには最強の戦力を配置するのが定石セオリーだ。それが最初に後退した？

「……まさか!?」

「どうした、ガルシア神父？」

　それまで一言も発しなかったユーグが口を開いた。この剣士は自分が戦せん闘とうのプロであっても戦争のプロではないことを知ち悉しつしているらしく、ここに到とう着ちやくしてからは僚りよう友ゆうの補ほ佐さ役に徹てつしている。だが、このときは珍めずらしく自分の意見を口にした。

「敵が撤てつ収しゆうしたというなら、それは歓かん迎げいすべきことだろう。監視は続けねばならないが、とりあえず、市民たちは休きゆう憩けいさせていいんじゃないか？」

「一時的撤退と奇き襲しゆう──昔、モロッコでこれとまったく同じ手を食らったことがある……」

　だが、このときの〝ダンディライオン〟は僚友の声も聞こえないようだった。むしった無精髭を投げ捨てるや、罠わなに嵌はまった獣けもののような目で雪原を見み渡わたす。

「やべえ！　もし、これがあれだとしたら──」

　珍しくうろたえたように唸うなったレオンの顔が赤く染まったのはそのときだった。いや、彼の顔だけではない。雪原の一角、雪の下から突とつ如じよ噴ふき上がった火柱があたりを血の色に染め上げている。

「しまった……やられた！」

　巨きよ漢かんが舌打ちを漏らしたときには、混乱する市民の間から、不ふ吉きつな巨きよ影えいが立ち上がっていた。
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「──アントニオさん、避よけて！」

　飛来した無数の氷片は、剃刀かみそりの鋭するどさを備えていた。もつれあうように倒たおれた男たちの影かげをかすめ去ると、背後の壁かべをあっけなく崩ほう落らくさせる。

「はッ！　ちょこまかとよく逃にげる！」

　一方、そんな男たちの醜しゆう態たいを嘲あざけったのは、ついさきほどまでアンハルト伯はく爵しやく夫人と名乗っていた美女──ヘルガである。彼女は手にした小杖ワンドを頭上に掲かかげると、タクトのように宙を泳がせた。

「だが、妾わらわの〝マクスウェルの魔ま杖じよう〟に狙ねらわれて生き残った者はおらぬ……潔いさぎよく諦あきらめるがよい！」

　小杖の先せん端たんが妖あやしく発光したときには、空気中の水蒸気が鋭いエッジを備えた薄はく片へん状に凍とう結けつしている。無数の氷片は勢いよく旋せん回かいしながら、二人の盾たてにするソファに向けて襲おそいかかった。
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「……レーザー冷れい却きやく!?　あんな物ぶつ騒そうなシロモノをいったいどこから！」

　舌打ちしながらもアベルは引き金を絞しぼった。アントニオを庇かばってマホガニー製の机の陰かげに飛びこみながら、飛来する氷片をなんとか撃げき墜ついする。

　だが、このままでは手て詰づまりだ。弾たまには限りがあるし、あまりぐずぐずしていては新教皇庁の連中が駆かけつけてくる。そうなる前になんとか手を打たねば──しかし、どうすればいい？

「まずいヨ、アベル君……デステが逃げる！」

　逡しゆん巡じゆんするアベルの耳じ朶だを、慌あわてたようなアントニオの声が打った。見れば、壁の大穴にあの老人が駆け寄っている。もはやなりふりかまうつもりもないらしい。〝智天使ケルビム〟をひきずり、這ほう々ほうの体ていで戦場を逃のがれようとしている。

「いけない……アントニオさん、援えん護ごします！」

　老人を吞のみ込んだ穴を睨にらんでアベルは叫さけんだ。銃じゆうを掲げるや、返事も聞かず机の陰かげを飛び出す。

「ここは私に任せて、彼を追ってください！」

　待ちかねていたように飛来した氷ひよう刃じんを撃げき墜ついしつつ〝魔女〟に突とつ進しん──距きよ離りさえ詰つめれば！

「距離さえ詰めればどうにかなると思うたか？」

　嗤し笑しようは毒の刃やいばを含ふくんでいた。

　その瞬しゆん間かん、反射的に跳ちよう躍やくしたアベルの足あし下もとで蠢うごめいたのは床ゆかの敷しき石いしだ──いや、違ちがう。いつの間にか床に張っていた水みず溜たまりが、アメーバのように歪ゆがむと神父の脚あしに触しよく手しゆを伸のばしてきたのだ。

「な……なにっ!?」

　こうなっては〝魔女〟を狙そ撃げきするどころではない。伸びてくる触手を狙い撃うちながら、慌あわててアベルは後退した。しかし、固体とも液体ともつかぬ氷の触手は、いったんは形状を崩くずしても再び再生してしまう──いったい、これはなんだ!?

「人クンス造トリツ精ヒ・ガ霊イスト〝冬ヴインのター乙女・フラウ〟──氷ひよう核かく抑よく制せい蛋たん白ぱく質しつで零れい下か百二十度まで凍結せぬようにした過か冷れい却きやく水すいに分子誘ゆう導どう極微小マイクロ機械マシンを混ぜた、〝生きた氷〟よ」

　獲え物ものをいたぶる猫ねこのように喉のどを鳴らしてヘルガは腕うでを伸ばした。

「美しいであろう？　あの醜しゆう悪あくな〝魔ま術じゆつ師し〟の作品ペツトどもとは比べ物にならぬわ」

　主の動きに釣つられるように、超低温の水溜まりはぞわぞわと体を波打たせながら前進を始めた。それが通った床が瞬またたく間まに凍こおりついてゆく。あんなものに吞み込まれれば、凍とう死しは免まぬかれまい。

「くそっ……やむを得ません！」

　アベルの目が不吉な光を灯ともした。かすかに開いた唇くちびるが、鋭い牙きばを覗のぞかせる。





［ナノマシン〝クルースニク02〟

　四十パーセント限定起動──］






　碧へき眼がんが紅あかく染まった。呪のろわれた言葉とともに銀ぎん髪ぱつが生ある物の如ごとく持ち上がる、その刹せつ那な──

「──それ以上好きにはさせんぞ、異い端たんども！」

　野太い咆ほう哮こうとともに、連続する銃じゆう声せいがあがった。

　ようやく機能を回復した昇しよう降こう機きからなだれ込んできた兵士たちが、一いつ斉せいに発はつ砲ぽうしたのだ。

「い、いけない……入ってきちゃ、駄だ目めだ！」

　乱入者たちに警告を発したときには、アベルの瞳ひとみはすでに青みを取り戻もどしている。〝魔女〟の魔杖が輝かがやくのを視界の端はしに捉とらえつつ、必死に叫ぶ。

「逃げなさい！　あなたたちでは──」

　だが、警告は遅おそすぎた。絶鳴が上がったときには、無数の氷ひよう刃じんに切断された四し肢しが血ち飛沫しぶきとともに宙を舞まっている。

「な、なんだ、これは!?」

　大おお柄がらな強化歩兵──司祭フリードリッヒが双そう鞭べんを振ふるうも、虚むなしい抵てい抗こうだった。飛来した氷にたくましい巨きよ軀くをずたずたに切きり裂さかれ、血ち煙けむりをあげて倒れ伏ふす。

「やめてください、クリスタさん！　彼らは何も……あっ!?」

　なおも制止しようとする神父の口から短い悲鳴がこぼれた。いつの間にか足下に忍しのび寄っていた人造精せい霊れいに下半身を絡からめ取られたのだ。苦痛に歪む顔が、みるみる白い霜しもに覆おおわれてゆく。

「人を気き遣づかうより、己おのれの心配をするがいい、神父」

　勝ち誇ほこるというよりも、むしろ呆あきれたようなヘルガの声だった。

「これが〝クルースニク〟──〝世界の敵〟じゃと？　他愛たわいもない！」

〝魔女〟の哄こう笑しようが響ひびき渡わたる中、苦鳴をあげるアベルの体は脈打つ氷の中へと吞のみ込まれた。




　　　　Ⅶ




「こんばんは、異端者の皆みなさん。私、異端審しん問もん局きよくから参りましたブラザー・マタイと申します」

　マイクに向かってマタイは静かに宣告した。〝聖ウリエルの鎧よろい〟──乾かわいた血の色をした動甲冑を微び速そく前進させながら、火か炎えん放射器のノズルを逃にげ惑まどう市民たちに向ける。

「今こ宵よいはあなたたちを絶ぜつ滅めつさせるために参上いたしました……いっさいの抵抗は無む駄だです。おとなしく滅ほろぼされることを勧かん告こくいたします」

　ノズルの先せん端たんからほとばしった炎ほのおは、凄せい絶ぜつなまでに美しかった。必死の形相で逃げていた数人の市民が人の形をした松たい明まつになって雪原に倒たおれる。

「二号機、三号機、目に見えるものはすべて焼き払はらいなさい」

　後方の部下機に簡潔な命令を与あたえながら、マタイは火炎放射器の照準を再び調整した。ちょうど、前方を幼い少女の手を引いた母親が必死に走っているところだ。坑こう道どうの入り口まで百メートル──わずかな生の可能性に懸けん命めいにすがる二つの命に照しよう準じゆんをあわせ、異端審問官は厳おごそかに囁ささやいた。

「主なる神は全知にして全能。すべてを見ていらっしゃいます。もし、ここに死すべきでない者がいるなら、奇き跡せきを起こして我らの炎からその者たちを救うはず。逆に言えば……救われない者は生きるに値あたいしない罪人ということです」

　厳げん粛しゆくな面おも持もちでそう言い切ると同時にトリガーを絞しぼる──だが結局、炎は親子を捉とらえなかった。直前、閃ひらめいた白い光がノズルを一刀のもとに斬きり捨てていたからだ。もし反射的に〝ウリエル〟が後退していなければ、襲しゆう撃げき者しやは返す刀で動甲冑の首を刎はね飛ばしていたかもしれない。

〈派は遣けん執しつ行こう官かんユーグ・ド・ヴァトー──参る！〉

　なおも人間離ばなれした跳躍力で、剣けん士しは後退する動甲冑ウリエルに迫せまった。チタン鋼板をも切り裂く刃ブレードが月下に凄せい艶えんな弧こを描えがく。

〈おのれ、させるかっ！〉

　上官を守ろうと二号機が機き関かん砲ほうを連射した。雪上に美しい紗しや幕まくを拡ひろげた銃じゆう弾だんが、金きん髪ぱつをたなびかせた神父に襲おそいかかる。超ちよう音おん速そくの弾丸を人間がかわせるはずがない。しかし現実には、銃弾はいずれも目標の残ざん影えいを貫つらぬくのみで、ことごとく回かい避ひされてしまう。いや、それどころか、驚おどろくべき俊しゆん足そくで銃弾の雨をかいくぐった剣士は弾倉を撃うち尽つくした二号機の懐ふところまで迫はく撃げきしている。

〈──は、迅はやい!?〉

「退さがりなさい、二号機！」

　マタイの発砲が半秒遅ければ、逃げ遅おくれた二号機の胴どう体たいは輪切りにされていたことだろう。しかし現実には、横よこ殴なぐりに襲いかかった弾雨を避よけた剣士は大きく後方に跳ちよう躍やくして距きよ離りをとっている。

「ふむ、あなたが〝ソードダンサー〟ですか」

　撃ち尽くした機関砲の弾倉を換かん装そうしながら、マタイは感心したように笑ってみせた。

「まさか、生身で機関砲の銃撃をかわしてのけるとは……いやはや、噂うわさどおり凄すさまじいものですね」

〈銃弾がいかに速かろうと、トリガーを引いているのは人間だ〉

　白はく刃じんを青眼にかまえ、剣士はそっけなく答えた。

〈発砲直前の機体の動き、気配の変化……それを摑つかめば、避けられぬ弾たまなどない〉

「なるほど。でも、これはどうでしょう……おっと、避ける前にちょっと後ろをご覧なさい」

　機関砲を持ち上げながら、マタイは微び量りようの悪意をこめて笑いかけた。まだ自分がどこに立っているのか悟さとらぬ剣士に、それを教えてやる。

「おや？　あそこにいらっしゃるのはさっきの親子ではありませんか？」

〈!?〉

　切れ長の目で背後を顧かえりみた剣士の顔が強こわ張ばった。幼い我が子を抱かかえた母親の恐きよう怖ふに歪ゆがんだ顔を見やって、短い息を吐はく。

〈貴様……卑ひ怯きような！〉

「卑怯？　心外ですね。別に私は避けるなとは申してませんよ。ただ、あなたが避けたら彼女たちに当たると教えて差し上げただけです」

　にこやかに告げると、マタイは照準を調節した。氷像のように動かぬ、いや動けぬまま唇くちびるを引き結んでいる剣士に向け、容よう赦しやなく引き金を絞る──

〈──おい、屑クズ鉄てつ着込んでいい気になってんじゃねえぞ、そこの馬ば鹿か野や郎ろう〉

　おおいなる歓かん喜きをもって神敵を打ち倒そうとしていた異端審問官の背にダミ声が投げつけられたのはそのときだった。振ふり向けば、ようやく追いついてきた僧衣カソツクの大男がふて腐くされたような顔で戦チヤク輪ラムを旋せん回かいさせている。

〈ずいぶん好き勝手やってくれるじゃねえか……ここから先は、俺様が相手だ〉

「……なるほど、もうお一方、派遣執行官がいらっしゃいましたか」

　巨きよ漢かんの顔を一いち瞥べつすると、マタイは新たな獲え物ものに機体を向けた。機関砲は剣士を牽けん制せいしたまま、嫌いやみなほど穏おだやかな声で相手の身分を確かく認にんする。

「ええっと、あなたはレオン・ガルシア神父──〝ダンディライオン〟ですね？　異端審問局のデータによればプロフィールは……〝調査中にＵＮＫつき不明ＮＯＷＮ〟？」

　マタイは肩かたをすくめた。背中に隠かくしたもう一つの火か炎えん放射器のノズルを慎しん重ちように持ち上げながら、おどけたようにぼやいてみせる。

「やれやれ、うちのデータベースも使えませんね……でも、まあいいでしょう。諜ちよう報ほう部の手間を省いて差し上げるといたしましょう！」

　巨体にそぐわぬ速度でノズルを掲かかげたときには、マタイの指はトリガーを絞っている。咄とつ嗟さに戦チヤク輪ラムを投じた巨漢を、炎ほのおの鞭むちで薙なぎ払う。

「むっ!?」

　だが、低い呻うめき声を漏もらしたのは異い端たん審しん問もん官かんの方だった。炎の鞭むちを繰くり出した刹せつ那な、世界が真っ白に染まったからだ。

「……しまった、モニターが！」

　外部カメラに投げつけられた戦輪──それに仕込まれていた閃せん光こう弾だんの炸さく裂れつに焼き付いたモニターがようやく復旧したときには、眼前に大男の姿はない。いや、それどころか、剣けん士しさえ機関砲の前から消えている。代わって画面に映ったのは、雪ゆき煙けむりをあげて走り去る装そう甲こう車しやのテールランプだ。

「逃のがしませんよ、〝ダンディライオン〟……二号機、三号機、ついてきなさい！」

　後方監かん視しカメラに映る三人──最前の母子とそれを庇かばって坑こう道どうに飛び込んだ剣士は無視して、マタイは吼ほえた。自分と同様に目め潰つぶしから回復した部下たちの先頭に立ち、装甲車の追つい撃げきを開始する。坑道の市民などはいつでも始末できるが、派遣執行官を一人でも逃にがすのはまずい。ジェットスキーをフル稼か働どうさせ、雪上を猛加速で疾しつ走そうする──

「……おかしいですね？」

　だが、異端審問官が首を捻ひねるまでそう時間はかからなかった。坑道とは反対側、谷の南に向かって走る装甲車が、さっきから、こちらとの距離を一定に保っていることに気づいたのだ。

「我々を坑道から引き離はなそうとしている……いや、どこかに誘さそっているつもりですか？」

　自みずからを囮おとりに敵を罠わなに誘い込むのはゲリラ戦の常道だ。だが、それにしても見え透すき過ぎている気もする──あれほど見事にベルスコーニ小隊を全ぜん滅めつさせた男がこんな稚ち拙せつな手を使うだろうか？

　しかし、不幸にしてマタイの推測はほどなく的中した。渓けい谷こくも中ほど、広い窪くぼ地ちの中央で、装甲車が停止したのだ。エンジンに問題が発生したのかボンネットが真っ黒な煙を噴ふいている。

〈閣下、ご注意ください……〉

　警告したのは、後続の二号機だ。窪地を慎しん重ちように走査スキヤンしつつ、用心深い口調で報告する。

〈雪下に金属反応多数……おそらく地じ雷らいです〉

「ええ、わかっています」

　どこか力なく答えると、マタイは自機を前進させた。すぐ前方の金属反応を無造作に踏ふみつける。

〈か、閣下、何を!?〉

　後続の部下が悲鳴をあげたときには、〝ウリエル〟の巨体は轟ごう音おんとともに爆ばく炎えんに包まれていた。踏みつけた地雷が爆発したのだ。だが──

「やれやれ……とんだ期待はずれでしたね」

　装甲車程度なら跡あと形かたもなく吹ふっ飛んでいたはずの炎の中で、マタイは呟つぶやいた。底知れぬ失望を覚えながら、わずかに装甲がへこんだだけの〝ウリエル〟を前進させる。

「まさか、こんな見え透いた手を使うはずがないと思ったのですが……」

　そう嘆なげいたときには、前方の装甲車は再び走行を始めていた。最後の切り札──地雷原が役に立たなかったことで己おのれの敗北を悟さとったらしい。あたふたと窪地の反対側に向かって走り始める。

「もういいです……あとはあなたたちにお任せします。好きに料理しなさい」

〈了りよう解かい！〉

　灰色の動甲冑たちが猛もう然ぜんと走り始めたのを横目に見ながら、マタイは〝ウリエル〟を停止させた。

　せっかく久しぶりに骨のある相手に会えたと思ったのに、とんだ糠ぬか喜よろこびだ。しょせん、派は遣けん執しつ行こう官かんたちは〝戦せん闘とうのプロ〟であっても〝戦争のプロ〟ではない。期待したのが誤りだったか……

〈──閣下、こちら〝ジャオエル〟。カンビオ中ちゆう佐さです〉

　落らく胆たんしていた異端審問官の耳に小さな声が届いた。再び天候が悪化しているのか、上空の空中戦せん艦かんからの無線には激しいノイズが混じっている。

〈実は例のプロフィール不ふ詳しようの派遣執行官──〝ダンディライオン〟の更こう新しん情報がローマから届きました。いかがしましょう？〉

「ああ、こちらに転送まわしてください」

　部下たちが凱がい歌かをあげてくるまでの暇ひま潰つぶしにとマタイは艦かん長ちようを促うながした。

「で、どうでした？　なにか変わったことはわかりましたか？」

〈はあ、なかなか面おも白しろい経歴の持ち主ですな、このガルシアとやらは。元ヒスパニア軍人、それも特とく殊しゆ部隊の指揮官を務めていたようです。専門は後方攪かく乱らんと爆薬操作。例のモロッコ独立戦争──海ジブラ峡ルタル戦せん役えきにも従軍して、勲くん章しようを受けています〉

「……海ジブラ峡ルタル戦役で勲章を？」

　不ふ吉きつな神しん託たくでも耳にしたかのようにマタイは目を細めた。ようやく敵の正体を知ったにも拘かかわらず、なぜかその顔に浮うかんだのは不安の色だ。

「そんな男がなぜ派遣執行官に？」

〈はっ、それなのですが、実は二年前、彼は妻ならびに大司教を含ふくむ三十名の聖職者を殺害するという事件を起こしています。その後、死し刑けい判決を受けたものの、刑の執しつ行こう直前、恩おん赦しやによって刑期千年の禁固刑に減刑されているのです。なお、この恩赦に国務聖省長官が関かん与よしたとの噂うわさが……〉

　その後も滔とう々とうと説明は続いていたが、すでにマタイの意識には届いていなかった。

「ヒスパニア……特殊部隊指揮官……」

　いつの間にか疼うずき始めたこめかみの傷に手を伸のばしながら、不吉な単語の連なりを舌に載のせる。

「……王国陸軍アフリカ方面軍所属第二十二強きよう襲しゆう偵てい察さつ中隊……〝レオンコート〟」

　交信の間にも、二人の部下と装そう甲こう車しやとの追撃戦は続いていた。部下たちが遊んでいるのか、運転手の腕うでが優すぐれているのか、いまだ仕し留とめられないでいるらしい。モニターの向こうの雪原には、時折、地雷の爆発らしい白い煙が連続している。

　その煙の群れは、今マタイのいるこの位置から眺ながめると、ちょうど巨きよ大だいな円を描えがいているかのようだ。窪地を囲み、正確な間かん隔かくで描かれた円えん弧こ。それを見た異い端たん審しん問もん官かんの目が、この日初めて、恐きよう怖ふに瞠みはられた。

「モロッコ独立戦争……海ジブラ峡ルタル戦役……タンジール攻こう略りやく戦せん……タンジール！」

　冷れい徹てつ無比な戦争機械の喉のどをほとばしった咆ほう哮こうは、ほとんど人の声には聞こえなかった。まだ喋しやべっているカンビオとの回線をむりやり近きん距きよ離り交信に切り替かえるや、マイクに向けて怒ど号ごうする。

「二号機、三号機、追つい跡せきを中止！　離り脱だつしろ！」

　雪原上を逃にげ回っていた装甲車が、いまや最初にマタイ自身が爆発させた地雷の近くまで戻もどってきていることに恐怖しながら、異端審問官はなおも絶ぜつ叫きようした。

「発はつ砲ぽうを中止して急速離脱……これは罠だ！」

　そこまで口にしたマタイの警告を遮さえぎったのは、ひときわ大きな、そして最後の雪柱だった。二機の動甲冑のどちらが発砲したのか知らないが、雪原の一角に巨大な噴ふん煙えんがあがっている。一方、肝かん心じんの装甲車といえば、あちこちに弾だん痕こんの空いた車体をよたよたと揺ゆらしながらも、なおも雪原の外、岩だらけの高台目指して逃げ去ってゆくところだ。その頼たよりない後ろ姿に向けて、二機の動甲冑は勝者の余よ裕ゆうを持って機き関かん砲ほうの銃じゆう口こうを掲かかげて──

「やめろおおおおおおおおおおおおっ！」
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　異端審問官が絶叫した瞬しゆん間かん。

　その足あし下もとで、大地が消失した。

　爆発で脆もろくなっていた雪原全体が、いきなり陥かん没ぼつしたのだ。今しも発砲しようとしていた動甲冑は機体のバランスを崩くずして、蟻あり地じ獄ごくのように開いた円えん錐すい状じようの穴に転げ落ちてゆく。

　それはマタイの〝ウリエル〟とて例外ではない。次々と落下する雪せつ塊かいに押おし潰つぶされるその姿は、地面の下に呆あつ気けなく吞のみ込まれる。

「レオン・ガルシア！　貴様がタンジールの──」

　尾おを引く絶叫を最後に、褐かつ色しよくの巨人は純白の奈な落らくへと消え去っていった。




「やれやれ……なんとか終わったな」

　用済みになったリモコンを窓から投げ捨て、レオンは疲つかれたようなため息をついた。停車した装甲車から降りると、動く者とてなくなった窪くぼ地ちを気のない視線で見下ろす。

　鋼はがねの巨人たちを吞のみ込んだ雪原は、再び静けさを取り戻している。銀色の月光に照らされた雪原に生ある者の気配はない。

　この窪地に仕し掛かけた爆ばく薬やく──直方体状の金属ケースに詰つめたプラスチック爆ばく弾だんにリモコン信管を仕込んだだけの原始的な地じ雷らいには、それぞれ一方向に円錐状の穴を穿うがってあった。それにより、モンロー効果で爆発のエネルギーを窪地中央部に集中させ、雪原そのものを崩ほう落らくさせたのだ。一歩間ま違ちがえれば、自分をも埋まい葬そうしてしまいかねない危険な賭かけであったが、成功した博ばく打ちの勝率はこの際どうでもいい。

「ったく、ひやひやもんだったぜ。しかし、ま、無事に終わってなにより──」

〈……昔、これとまったく同じ手を食くらったことがあります。たしか、あれは海峡戦役も末期──タンジール攻略戦ででしたか〉

　雪下から聞こえた声は、毒液のような悪意を含んで響ひびいた。

〈ようやく思い出しましたよ、レオン・ガルシア大たい尉い。ヒスパニア王国陸軍アフリカ方面軍第二十二強襲偵察中隊、通つう称しよう〝レオンコート〟隊長……そして、唯ゆい一いつ私を負かした男だ！〉

「!?」

　雪柱が爆発的な勢いで噴ふき上がったときには、真下から打ち出された鉤かぎ爪づめが巨きよ漢かんをその間に摑つかんでいる。それを追うように月光の下に立ち上がったのは、全高四メートルにも及およぶ褐色の巨人だ。

　巨人──〝ウリエル〟の眼めが悪意をこめてレオンを捉とらえた。さすがにあの崩ほう落らくの中でまったく無傷とはいかなかったのか、下半身の装甲はあちこちへこみ、左右の膝ひざには火花が散っていたが、その逞たくましい巨きよ腕わんは健在だ。ワイヤーを巻き上げると、鉤爪に捕とらえた巨漢を手元に引き寄せる。

〈お久しぶりとご挨あい拶さつすべきですか、ガルシア大尉？　お顔を拝見するのは初めてですが〉

　鉤爪の力をじわじわと増しながら、マタイは笑った。声には滴したたるような害意がこもっている。

〈タンジール、そして今回……二度もあなたの罠わなに誘さそい込まれながら、私は二度とも生き残った。まさに主が生きろと命じられたとしか思えません〉

「……空耳じゃねえの？」

　文字どおり敵の手中に落ちながら、レオンの表情は変わらない。あまつさえ、耳の穴などほじりながら、そらとぼけたように嘯うそぶいてみせる。

「それよか、その運のよさに免めんじて見み逃のがしてやるから……今日は引き分けってことにしないか？」

〈……口の減らない方ですね〉

　マタイは愉ゆ快かいげに笑った。

〈しかしまあ、元気があるのは結構なことです。あなたには三年前の屈くつ辱じよくをたっぷり償つぐなっていただかねばなりませんからね〉

「……ぐうっ！」

　巨漢の唇くちびるからくぐもった声が漏もれた。胴どう体たいを鷲わし摑づかみにした鉤爪がゆっくりと閉じ始めたのだ。ドラム缶かんぐらいなら握にぎり潰つぶせる力に、ふつふつと脂あぶら汗あせが浮うかび始める──しかし、人を食ったような表情そのものは変わらなかった。青ざめ始めた唇を不敵に捲めくり上げて嘲あざ笑わらう。

「へっ、俺も思い出したぜ。そういや、海峡戦せん役えきで何千人だか民間人を虐ぎやく殺さつしたタチの悪い傭よう兵へい野や郎ろうがいたっけか……あれはてめぇだろ、〝モロデイアブッコロ・デ・の悪マルエ魔コス〟？」

〈……その名はとうに捨てましたよ〉

　思い出したくない過去を突つきつけられたかのように、硬かたい響きがスピーカーの声に混じった。

〈三年前、あなたに生き埋うめにされた砂の底に捨ててきました……今の私は異い端たん審しん問もん官かんブラザー・マタイ。主の意志を具現する神の兵士です！〉

　単眼が悪意をこめて煌きらめいた。鉤爪の食い込んだ僧衣カソツクにみるみる血の染しみが拡ひろがってゆく。

「…………！」

〈……死ぬ人間にはね、すべからく死すべき理由があるんですよ、ガルシア大尉〉

　この期ごに及んでなお意地を張るつもりか、歯を食いしばった巨漢を見下ろし、マタイは静かに笑った。神の叡えい智ちを説く宣せん教きよう師しのように、この世の真理を愚おろかな巨漢に告げてやる。

〈主は全知全能。もしあなたが死すべきでないなら、奇き跡せきを起こして救われるはずです……あなたに生き埋めにされた私がそうであったようにね〉

「へっ……そうやって、なんでもかんでも神さんに押しつけるのは感心できねえな」

　一方、異端審問官の言葉を聞くレオンの顔には感かん銘めいを受けた気配はなかった。いまやその肺はほとんど空気を取り込めないはずだ。にも拘かかわらず、どす黒く変色した唇から濁にごった声を絞しぼり出す。

「人を殺すのは人間だし、人を生かすのも人間だ。ついでに、奇跡を起こすのもな。その証しよう拠こに……そら、あの音が聞こえねえか？」

〈音？〉

　訝いぶかしむような響きが異端審問官の声にこもった。レオン自身の荒あらい呼吸音と渓けい谷こくを行く風の音を除けば、何も聞こえない。

〈静かないい夜ですよ。下手な時間稼かせぎはおよしなさい……待て、なんだ、これは？〉

　かすかにマタイの声に焦あせったような響きが混じった。〝ウリエル〟の頭部、扇おおぎ形がたに開いた音おん響きようセンサーが谷の奥──山頂に向けられる。

〈この音は…………まさか!?〉

　そのときには、地鳴りは急速に音量を増していた。単眼をそちらに向けた瞬しゆん間かん、〝ウリエル〟の巨体が電流でも流されたように硬こう直ちよくする。

〈な、雪崩なだれだと！〉

　谷の上方、雪原そのものが溢あふれかえったような巨きよ大だいな白い塊かたまりが立ち上がっていた──紛まぎれもない雪崩だ。だが、雪崩といえば春先、凍とう結けつした雪が暖められて起こる物だ。それがなぜこの時期に!?

〈そうか！　さっきの爆ばく音おん──ガルシア、貴様、最初からこれを狙ねらって!?〉

「だから言ってるだろ……奇跡ってのは起こすもんだってな！」

　せせら笑ったレオンの手元で火花が散った。刹せつ那な、鉤かぎ爪づめは煙けむりをあげて開いている──会話の間に仕し掛かけられた爆薬が油圧器を破は壊かいしたのだ。

「あアデばイオよス、〝悪デイア魔ブロ〟……今度アスタ・は地ラ・ヴイ獄でスタ・エ会お・インフうやエルノ」

〈……まア、待てアルト、ガルシア！〉

　野の良ら猫ねこのように素す早ばやく身を翻ひるがえした獲え物ものに、動甲冑は追いすがろうとした。再び相手を捕とらえようと腕うでを伸のばす──しかし、その手はついに届かなかった。損傷していた脚きやく部ぶが、それ以上巨体を支えることを拒きよ否ひしたかのように転てん倒とうしたのだ。

〈しゅ、主は我を護まもりたもう、見そなわしたもう、なんとなれば我は義人にして正しき者、信しん仰こうの守護者たれば……おお、主よ！〉

　虚むなしく伸ばした指の先で、急速に遠ざかってゆく装そう甲こう車しやの血のように赤いテールランプを見つめたまま、マタイはうわずった声を漏らした。

〈あなたはなぜ──！〉

　次の瞬間、白い壁かべがすべてを吞のみ込んだ。




　　　　Ⅷ




「……さて、これからこの世を離はなれる気分はどうじゃ、神父？」

　ヘルガの問いに、アベルはもう答えることができなかった。〝冬ヴインのター乙女・フラウ〟に吞み込まれた下半身は完全に氷結していた。胸から上も白く霜しもが覆おおって、あたかも氷像のようだ。

　生きながらに凍こおりついた神父を前に、〝魔ま女じよ〟は小こ馬ば鹿かにしたように鼻を鳴らした。

「独り、死にゆくのは不安かの？　だが、寂さびしがることはないぞ。今いま頃ごろ、山に向かったそなたの仲間も追っ手の手にかかっておる。いいや、あやつらだけではない。いずれ、カテリーナ・スフォルツァ──あの女め狐ぎつねも汝なんじのあとを追わせてやろう」

「カ、カテ……リーナさん……？」

　弱々しい音が氷像の唇くちびるからこぼれた。ほとんど人の耳には聞き取れぬほどかすかな声。

「カテリーナさんに……何を……？」

「ほう、まだ口がきけたか」

　感心したような色が〝魔女〟の瞳ひとみを過よぎった。零れい下か百二十度で氷こおり漬づけになってまだ息のある生命力を愛めでるように、男の凍った頰ほおを愛あい撫ぶする。

「そんなにあの女のことが心配かや？　くくっ、だが、汝にあの女は助けられぬ……せいぜい、悔くやみながら逝ゆくがよい」

「あ、あなたの目的は……何なんです……？」

　凍りついた肺は収縮する機能すら失っているはずだ。にも拘らず、アベルの唇から声がこぼれた。残った生命力をかき集めるように息を絞しぼり出す。

「一方では彼女を助けると言いながら、殺すとも言う……いったい、あなたの目的は……」

「妾わらわの望みは一つ──あの方のご意志に従うこと。〝我ら、イグネ・炎にナチユラよりて・レノヴ世界をアトール更新・インテせんグラ〟──ただそれだけよ」

　表情を改めるとヘルガは細い手を虚こ空くうに伸ばした。中指の指輪がかすかに発光するや、短たん剣けんほどもある氷の針を産み落とす。それを瀕ひん死しの神父の眉み間けんに突つきつけ、〝魔女〟は死を宣告した。

「もっとも、これからこの世を去いぬる汝が更あらためられた世界を見ることはないが──」

「……うあああああああああっ！」

　唐とう突とつに噴ふき上がった咆ほう哮こうはアベルのものではなかった。いましも氷針が眉間を貫つらぬかんとした直前、それを折り砕くだいた黒い塊がある。

「ちっ！　あやつ、まだ生きておったのか！」

　咄とつ嗟さに身を逸そらしたヘルガの鼻先を黒い塊──繰くり出された鞭むちの先せん端たんがかすめ去った。振ふり返った彼女の視線の先にあったのは、血まみれの上半身をもたげて怒ど号ごうする大男だ。

「死ねぃ、異い端たん者しやどもおおおおっ！」

　大男──司祭フリードリッヒの全身は膾なますのように切り刻まれていた。しかし生体強化された体力で、最さい期ごの一いつ矢しを報むくいるチャンスを窺うかがっていたものらしい。逞たくましい腕が撓しなると、最後の一いち撃げきを〝魔女〟に振り下ろす。

　しかし、必殺の凶きよう器きは小馬鹿にしたように鼻を鳴らした〝魔女〟の掌しよう中ちゆうに絡からめ取られていた。いや、それだけではない。軽かろやかに指が鳴ったかと思うと、双そう鞭べん、そしてそれを握にぎったフリードリッヒの巨きよ体たいは一いつ瞬しゆんにして凍とう結けつしている。

「……余計な手間を取らせおって、狂きよう信しん者しやが！」

　床ゆかに倒たおれるや粉々に砕け散った司祭の残ざん骸がいを、ヘルガは残ざん忍にんに踏ふみにじった。粉々になるまで粉ふん砕さいしたところでようやく気が済んだように神父に向き直る。

「さて、ナイトロード。次は汝の……」

　ねっとりと笑いかけた〝魔女〟だったが、その眉まゆがふとひそめられた。

「貴様、何の真ま似ねじゃ!?」

　彼女の視線の先、瀕ひん死しの神父がさきほどの氷針を握にぎっていたのだ。まだこれだけの体力が残っていたのも驚おどろきだが、それ以上に奇き妙みようなことに、アベルは針の先端を自分の首筋に押し当てていた。そればかりではない。力をこめるや頸部に薄うすく浮うかんだ血管をかき切る──鮮せん血けつがほとばしった。

「……狂くるったか！」

　咄とつ嗟さに跳とびすさったヘルガの眼前で、甲かん高だかい音とともに噴き出した血が床と言わず壁と言わず、勢いよくあたりに飛び散っていた。神父を吞のみ込む〝冬ヴインのター乙女・フラウ〟すら、アメーバ状の体表に鮮血を浴び、真っ赤に染まっているほどだ。この出血では到底助かるまい。

「まさか自害するとは……思った以上の腑ふ抜ぬけであったということか──」

「ナノマシン……」

　蔑さげすみきった目で神父を睥へい睨げいした〝魔女〟の耳を打ったのは弱々しい、それでいてどこか不ふ吉きつに響ひびく声だった。





［ナノマシン〝クルースニク02〟

　四十パーセント限定起動──承しよう認にん！］






　不吉な呪じゆ文もんが冷気の中にこぼれた瞬しゆん間かん、大きく身を震ふるわせたのは瀕死の神父を吞み込んでいた〝冬の乙女〟だ。血に染まった巨体が不気味に脈打ちながら、奇妙な蠢しゆ動んどうを始めている──あたかも、苦痛に身もだえするかのように。

「ど、どうしたのじゃ、〝冬ヴインのター乙女・フラウ〟!?」

　ゼリーを思わせる人造精せい霊れいの巨体が、いまや赤く発光し始めたのを見て、ヘルガは目を剝むいた。さきほど降り注いだ神父の血が、〝冬の乙女〟の内部で脈打つように輝かがやき始めているではないか。

「い、いったい何が……うっ!?」

　呆ぼう然ぜんと立ちすくんでいた〝魔ま女じよ〟の足あし下もとを何かが薙ないだ。咄嗟に跳びすさって避よけるも、半はん透とう明めいの赤い触しよく手しゆは、二撃三撃と鞭むちのように撓って襲おそいかかってくる。魔女を襲ったのは他ほかでもない──〝冬の乙女〟の触手だ。

「な、何をする、〝冬の乙女〟！」

　忠実な人造精霊の反乱に、狼狽うろたえたようにヘルガは怒ど鳴なった。マイクロマシンにバグが起きたか？　いや、違ちがう。あの血──神父の血だ！

「く、くそ！　なるほどな……これが貴様の実力というわけか！」

　人造精霊の向こうで赤い瞳ひとみを輝かせている怪かい物ぶつに向けて、ヘルガは憎にく々にくしげに唇くちびるを捲めくりあげた──心血注いで作り上げた〝冬の乙女〟をいともたやすく乗っ取ってしまうとは、油断ならぬ力だ。

「だが、これぐらいの手て応ごたえがなくば、わざわざこの妾わらわが出向いてきた意味がない……望みどおり、相手をしてやろうぞ、〝クルースニク〟！」

　叫さけんだときには、ヘルガの手は〝マクスウェルの魔ま杖じよう〟を逆手に繰り出していた。いましも主を吞み込もうとしていた人造精霊に突き立てるや、その力を最大限に解放する。

〈[image: びっくりまーく]〉

　声にならぬ声をあげて〝冬の乙女〟が身み悶もだえたときには、その体内のマイクロマシンはレーザー冷れい却きやくによって完全に破は壊かいされていた。誘ゆう導どう用極微小マイクロ機械マシンを失った〝冬の乙女〟はただの過か冷却水の塊かたまりだ。あっけなくその場に拡ひろがるや、無数の氷の粒と化して四散する。

「さあ、次は貴様だ、〝クルースニク〟！」

　咆ほう哮こうしたときには、再び発光した魔杖が無数の氷ひよう刃じんを吐はき出している。風車のように回転した大おお鎌がまがそれを片かた端はしから弾はじき飛ばすが、それは計算の内だ。ヘルガは繊せん手しゆを翻ひるがえすと、魔杖を床に突つき立てた。あっという間に凍結した床に細かな亀き裂れつが入るや、僧衣カソツクの怪物を吞み込もうと口を開く。

　しかし──

「レーザー冷却に磁気冷却、ずいぶんと勉強してらっしゃいますね……でも、残念ですがこの程度では私は倒せません！」

　神父の口からこぼれた声は、なぜかわずかな絶望を孕はらんでいた。そしてそのときには、不吉な黒こく影えいは、天てん井じようを疾しつ走そうして〝魔女〟に肉にく薄はくしている。

「アンハルト伯はく爵しやく夫人、いえ、ヘルガさん、あなたを父と子と聖せい霊れいの御み名なによりて逮たい捕ほします。おとなしく降こう伏ふくしてください」

「!?」

　瞬間移動したかのように現出した影かげに、ヘルガはなす術すべもなく立ちすくんだ。その頭上に振り上げられていたのは双刀の大鎌──殺やられる!?

　だが、硬こう直ちよくする〝魔女〟の耳じ朶だを打ったのは、漆しつ黒こくの凶きよう器きが風を裂さく音ではなかった。瞬前、宙を走った真しん珠じゆ色いろの輝きが今しも大鎌を振ふるわんばかりの怪物の腕うでを捉とらえている。

「ぐっ！」

〝クルースニク〟の口を、くぐもった声がこぼれた。真珠色の光──いや、何らかの粘ねん液えきを浴びた己おのれの右みぎ腕うでを抱かかえてよろよろとあとずさる。いったい何が起こったものか、液体を浴びた右腕が、その僧衣ごと灰色に変色している。いや、あれはただ変色しているだけではない。石のように硬化すると細かな亀裂が入り始めているではないか。しかもその領域はみるみる拡大しつつある。

「あれは石化!?……〝毒竜バズイの王リスク〟、そなたかや!?」

「はいヤー……危ないところでしたね、伯爵グレー夫人フイン」

　まろやかな声で応じたのは、いつの間にかヘルガの傍かたわらに立っていた中背の若者だった。ウェーブのかかった髪かみの下、艶つやっぽく笑いかける。

「さて、麗うるわしの〝冬の乙女〟も失ったようですし、今日はお退ひきあってはいかがですか？　かようなところで貴女あなたに万一のことあっては、〝魔ま術じゆつ師し〟めを喜ばせるだけかと」

「──お二人とも、お話は後ほどに」

　無機質な声でそう二人を促うながしたのは、小こ柄がらな人ひと影かげだった。こちらもいつ現れたものか、ゆうに身みの丈たけを超こえる大剣を背負ったメイド服の少女が、神父の魔ま手しゆから彼らを護まもるように立ちふさがっている。警けい戒かいするように赤眼を輝かせた神父を見やると、少女は得物に手をかけた。

「ジークリンデが援えん護ごします。速すみやかな撤てつ収しゆうを」

「…………!!」

　繊せん手しゆの一いつ閃せんに、〝クルースニク〟が冗じよう談だんのように宙を舞まった。音速に迫せまる勢いで抜ぬき放たれた大剣が、大鎌の一いち撃げきを真っ向から弾はじき返したのだ。長身は空中で二転すると、猫ねこのような姿勢でひび割れた床ゆかに着地した。着地と同時に素早く得物をかざして第二撃に備えるが──

「…………？」

　目の前に生ける者の影はなかった。床には凍こおりついた死体が転がるばかりで、〝魔女〟も優やさ男おとこも、そして大剣の少女の姿も見あたらない。

「逃にげられましたか……いや、それとも見み逃のがしてもらったんでしょうか？」

　苦い口調で呟つぶやいたときには、アベルは下ろした大鎌を右みぎ腕うでに押し当てていた。石化した肘ひじを一気に切断する。血ち飛沫しぶきの中、みるみる盛り上がった肉芽が下か腕わん部ぶに形を変えてゆく光景を見つめながら、〝クルースニク〟は低く独りごちた。

「……世界の敵、か」
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「わ、我らもご一いつ緒しよにお連れくださいませ、聖下！」

「ならん！　汝なんじらはここに残れ！」

　すがりつく司祭たちを突き飛ばしてアルフォンソが昇降エレベー機ターの格こう子し戸どを閉じたのは、別に定員過剰オーバーを恐おそれたわけではない。昇降機に乗り込んでいたのは彼と彼の連れた〝智天使ケルビム〟、そして短たん機き関かん銃じゆうを提さげた護衛役の修道士の三人だけだった。いくら地下通路直通の隠かくし昇降機といえど、あと三人は乗ることができたはずだ。

　だが、アルフォンソはこれ以上の部下を同行するつもりはなかった。人が増えればそれだけ目立つし、彼らを囮おとりにして追つい跡せき者しやの目を引けば、それだけタリンを脱だつ出しゆつしやすくなる。

　なおも格子戸の向こうで喚わめいている聖職者たちの叫さけびは無視して、アルフォンソは降下を始めた昇降機の天井を睨にらんで呻うめいた。

「まだだ……まだ儂わしは終わらん！」

　地下には逃とう走そう用の車しや両りようを隠してある。あれでタリンを脱出したあとは、さらに北に逃げよう。北部諸しよ侯こうのいずこかに身を寄せ、時を稼かせぐのだ。そしていずれは国を乗っ取り、勢力を糾きゆう合ごうすれば……「まだ儂は戦える……ローマに不満を持つ者がいる限り、儂は諦あきらめんぞ！」

「……いいえ、あなたはここで終わりですヨ、教皇聖下」

　皮肉げな声が逃とう亡ぼう者しやの耳じ朶だを打ったのは、昇降機が停止したのとまったく同時だった──格子戸を開いた護衛の修道士が、愉ゆ快かいげに肩かたを震ふるわせながら含み笑ったのだ。

「これまで長いことご苦労サマ……これからは聖天使城の牢ろう獄ごくでのんびり余生を送られてくださいヨ」

「う、汝うぬは!?」

　アルフォンソが驚きよう愕がくにあとずさったのは自分に向けられた短機関銃の銃じゆう口こうを目もく撃げきしたからではない。フードの下から現れた相手の顔──軽けい薄はくに脱だつ色しよくした長髪ロンゲの下でにやにやと笑っている若い男の顔を認めた眦まなじりが、張り裂けんばかりに見開かれる。

「ボ、ボルジア！　貴様か！」

「お久しぶりですネ、大司教」

　男──アントニオはいかにも人好きのする笑みを浮うかべると、あとずさる老人に馴なれ馴れしく話しかけてくる。

「今日はいつかの約束を果たしていただこうと思って来ました……昔、ケルンで、ボクを枢すう機き卿きようにしてくれるって言ったことは覚えてます？」

「枢機卿に？　何の話だ……ま、まさかボルジア!?　さては貴様、儂を手て土産みやげに枢機卿の地位を得るつもり──」

　血を吐はくようなアルフォンソの絶ぜつ叫きようは鈍にぶい音とともに中断した。貴公子の腕が彼のこめかみに機関銃の台だい尻じりを叩たたきつけたのだ。老人が白目を剝むいたときには、その体はあっけなく床に崩くずれ落ちている。

「……うぬぼれないでくれないかなァ。あなたごときをローマに連れて行っても、せいぜい大司教止まりだヨ」

　大の字に転がった元大司教が完全に意識を失っていることを確かく認にんして、アントニオは苦く笑しようした。反逆者にはそれきり興味を失ったように視線を移すと、茫ぼう洋ようと虚こ空くうを見つめたままの〝智天使ケルビム〟に向けて唇くちびるを吊つり上げる。

「だけど、まあ、とりあえずのところは大司教で我が慢まんしておくヨ。あとは実力でのしあがればいいんだから……もっと高いところまでネ」

　それは、獲え物ものを見つけた肉にく食しよく獣じゆうの笑え顔がおだった。
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「以上をもちまして、異い端たん審しん問もん局きよくは被ひ告こくカテリーナ・スフォルツァ枢機卿を異端と断じ、起き訴そ状じようのとおり死し刑けいを求刑いたします」

　検事席のスーツ姿の美女──シスター・パウラが最終弁論をそう締しめくくったとき、法ほう廷ていはしんと静まり返っていた。判事席に鎮ちん座ざする紅衣の枢機卿たちは無論のこと、高級聖職者たちに埋うめ尽つくされた傍ぼう聴ちよう人にん席からも咳しわぶき一つこぼれてこない。終始、審しん理りを傍聴していた教理フラン聖省長官チエスコすら、瞑めい目もくしたまま口をつぐんでいる。

「……申し訳ありませんでした、ミラノ公」

　墓場じみたその静せい寂じやくの中にあって、弁護人席に立つ〝教授〟は傍かたわらの被ひ告こく人にん席を振ふり返った。すっかり嗄かれてしまった声で詫わびる。

「僕にいま少し力があれば……残念です」

「仕方ありません。ああも完かん璧ぺきな証しよう拠こを捏造されては、誰だれにも弁護のしようはなかったでしょう」

　この数週間というもの、たった一人、弁護のための論ろん陣じんを張ってきた部下をねぎらうと、カテリーナは苦い視線を傍聴席に送った。固かた唾ずを吞のんでいる高級聖職者たちの中央、硬こう質しつの沈ちん黙もくを守る異母兄を見やって、深いため息をつく。

　実のところ、この審問で得をする者は皆かい無むだった。カテリーナを政敵とするフランチェスコにとってすら、教ヴア皇チカ庁ンの権けん威いに泥どろを塗ぬる今回のスキャンダルは歓かん迎げいしかねるものであったのだ。

　しかし、いまさら、審理の中断は不可能だった。審理が開始されて以来、不自然なほどの自然さをもって集まってきた数々の証拠は、そのすべてがカテリーナの罪を証立てるものであったからだ。

「──皆みなさん、静せい粛しゆくに！　静粛に願います！」

　甲かん高だかい木き槌づちの音が、麗れい人じんの思考を中断させた。

　別室で陪ばい審しん団の意見を徴ちようし終えた判事たちが法廷に戻もどってきたのだ。裁判長が携たずさえた羊皮紙を見て、廷てい内ないにかすかな動どう揺ようが拡ひろがる──いよいよ、判セルモ決・ゲ宣ネラ告リスが始まるのだ。

「では、これより判決宣告を行います。この宣告は判事団が厳正に審しん査さした結果であり、聖せい旨しと同じ効力を持ちます──主の栄光を称たたえよ」

　低いがよく通る声で聖句を誦となえ終わると、初老の裁判長は一気に判決文を読み上げ始めた。

「判決。当宗教裁判所は厳正なる審理をもって被告カテリーナ・スフォルツァの異端容疑を──」

「ま、ま、待ってください！」

　その声はか細く、たどたどしかったが、廷内の誰の耳にも確かに届いた。特とく徴ちよう的な吃きつ声せいに、驚おどろいたような視線が集中する。

　そして、それは被告人席のカテリーナとて例外ではない。片眼鏡モノクルの奥で閉じていた瞳ひとみを開けると、扉とびらから入室してきた白衣の少年を思わず見やる。

「アレク!?　どうしてあの子がここに……？」

　一方、そんな一同の視線を受け、アレッサンドロはたじろいだようだった。だが、彼に続いて入室してきたもう一人の人物──ぼろぼろの僧衣カソツクを纏まとった銀ぎん髪ぱつの神父が肩かたに手をかけると半泣きの顔になりながらも、なんとかその場に踏ふみとどまる。

「は、はん、判決は待ってください、裁判長……ぼ、ぼぼぼ僕は重要な証人を連れてきま、した」

「突とつ然ぜんの推参はご容よう赦しやください。私、国務聖省職員のナイトロードと申します」

　今にも卒そつ倒とうしそうな教皇の言葉を引き取ったのは、銀髪の神父だった。顔色を窺うかがうように振り返ったアレッサンドロに優やさしく頷うなずき返すと、生き真ま面じ目めに引き締めた顔で法廷を見み渡わたす。

「実は、我々国務聖省はスフォルツァ枢すう機き卿きようの容疑に関し、独自の調査を行っておりました。そしてこの度たび、重大な証言とその証人を見つけ出すに至ったのです……ご紹しよう介かいいたします。元ケルン大司教アルフォンソ・デステ氏です！」

「…………!?」

　若者の声とともに廷内に入ってきた人ひと影かげに、居並ぶ高級聖職者たちの表情が一いつ斉せいに強こわ張ばった。

　いずれも若者同様、薄うす汚よごれた僧衣に身を固めた三人の神父たち。そしてその彼らに周囲を固められ、ふて腐くされたように顔を歪ゆがめている初老の男──それは紛まぎれもなく、かつての教ヴア皇チカ庁ン最大の権力者であり、今は第一の敵である人物であったからだ。

「皆さん、我が国務聖省の調査によれば問題の名めい簿ぼ原本なるものの真ぴょう性は極きわめて疑わしいものでした。いえ、そもそも名簿の原本など、元から存在しなかったのです！」

　その驚きよう愕がくが十分に浸しん透とうするのを計って、銀髪の神父は声を継ついだ。

「新ノイエ教・ヴア皇テイ庁カーン参加者の名簿原本はとある個人がそのすべてを暗記し、明文化はなされなかったからです。従って問題のリストは偽にせ物もの──その点を、これからデステ氏自身に証言していただきます」

「──異議あり、裁判長」

　不敬な乱入者を遮さえぎった声は、検事席から聞こえた。鋭するどい視線を一同に送ると、シスター・パウラは彼女にしては珍めずらしく強い口調で発言した。

「すでに検察側・弁護側の最終弁論および証拠物件の提示は終わっています。現時点での証拠提示は検察としては認められません──」

「いや、あいにくですが検察官。あなたは異い端たん取とり締しまり法ほう二十六条八項こうをお忘れではありませんか？　この条項によれば判決宣告前であれば新たな証拠の提示は常に認められることになっておりますよ」

　パウラの反論は論理的に正統なものであったが、その脇わきからかかった声はさらに論理的で明快だった──それまで疲つかれきった表情でパイプを嚙かんでいた〝教授〟がまるでどこからか精気を注入されたかのような勢いでその蘊うん蓄ちくを開かい陳ちんし始めたのだ。

「それに聖暦五二八年八月三日に布告されたボニファティウス勅ちよく令れいならびに一昨年のサバティーニ裁判の判例をご存じですかな？　何、知らない？　よろしい。ここで簡単に説明しますとですな──」

「……もう結構だ、ワーズワース博士」

　滔とう々とうと始まった講義を遮さえぎったバリトンは、パウラのものではなかった。法ほう廷てい中の視線が集まる中、無表情に傍ぼう聴ちよう席せきを立ったのはそれまで沈黙を守っていた唯ゆい一いつの枢機卿──フランチェスコである。

「我が教理聖省と異端審しん問もん局きよくは、スフォルツァ枢機卿に対する今回の提てい訴そを取り下げる」

　低い声でそう告げた偉い丈じよう夫ふの表情は平静そのものだった。枢すう機き卿きよう杖じようを槍やりのように突ついたまま、威い厳げんに満ちた声で付け加える。

「なお、問題のリストの証しよう拠こ能力については、新たに提示された証拠と証人をよく吟ぎん味みしたうえで、再検討させていただくことにしよう……それでよろしいでしょうか、教皇聖下？」

「は？　は、は、はい！」

　いきなり話を振ふられて鼻白んだ教皇だったが、それでも〝提訴は取り下げる〟というあたりは理解できたらしい。壊こわれた人形のように首を振る。

「あ、あ、ありがとうございます、兄上……」

「聖下の御ぎよ意いとあらばいたしかたありません……パウラ、あとは任せた」

　検事席の部下に短く命じたときには、法ほう衣えの偉丈夫はその体たい軀くを翻ひるがえしている。それが扉の向こうに消えるのを片眼鏡モノクルの奥で見送ってから、

「……さて、とりあえずはこれで一件落着と見てもいいのかしら？」

　ふと、カテリーナは瞳ひとみを転じた。視線の先にあったのは、上司の言葉を待ちかまえるように並んだ四人の神父たちだ。傷つき、汚よごれた僧衣を纏まとった風ふう体ていはいずれも見る影かげもない。しかし、それを見やった麗れい人じんの目は、これがさきほどまでの女と同一人物かと疑わしくなるほどに優やさしかった。

「それにしてもひどい格好だこと……また、苦労をかけましたね」

「えへへ、それほどでも」

　上司の謝辞に銀ぎん髪ぱつの神父は照れくさげに頭を搔かいた。同どう僚りようを代表して、背後に顎あごをしゃくる。

「それより、お礼ならこちらに。いやあ、聖下にはずいぶんと無理していただきましたから」

「……ごご、ご無事でなによりでした、姉上」

　アベルに促うながされ、おどおどと一礼したのは、それまで神父たちの後ろに隠かくれていた少年である。浅黒い顔の巨きよ漢かんに背中を押されるように進み出ると、アレッサンドロは赤らめた顔を俯うつむけた。

「あ、姉上のこと、ぼ、僕、ずっと心配だったんですけど、フランチェスコ兄さまが、め、面会を許してくれなくて……だから、今まで、な、何もできなくて……その、ご、ごめんなさい」

「……ありがとう、アレク」

　今にも泣き出しそうな教皇の顔を肉の薄うすい掌てのひらで包み込むと、カテリーナはそこに軽く唇くちびるをつけた。

「今回の一件、濡ぬれ衣ぎぬを晴らすことができたのはあなたのお陰かげです……本当にありがとう」
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「あ、姉上……」

　顔を赤らめ、アレッサンドロは視線を伏ふせた。そのまま泣きじゃくり始めた弟に、カテリーナはさらにねぎらいの言葉をかけようとしたが、

「──スフォルツァ猊げい下か」

　温かなその場の空気を断たち割るようにかけられた声は彼女の部下たちのものではなかった。厚いファイルを脇わきに手た挟ばさんだスーツ姿の美女がいつの間にか側そばに立っていたのだ。

「猊下、国務聖省そちらの職員が連れ帰った証人ですが、問題の性質上、異端審問局も合同で尋じん問もんにあたるべきかと存じます。尋問にあたっては私も参加してよろしいでしょうか？」

「……もちろんですとも、シスター・パウラ」

　咄とつ嗟さに身構える神父たちを手で制すると、カテリーナは眼めをあげた。剃刀かみそり色の瞳ひとみには柔やわらかな、しかし霜しもの張った鋼はがねを思わせる光が灯ともっている。

「でも、詳くわしい話は後日にしましょう。私もさすがに疲つかれました。なにしろ、ひょっとしたら冤罪で火か刑けい台だいに立たされていたかもしれなかったんですもの……今日はゆっくりくつろぎたいわ」

「恐きよう縮しゆくです──しかし、猊下は有能な部下をお持ちですね」

　思い切り皮肉をまぶした枢すう機き卿きようの言葉にパウラが動じることはなかった。少なくともその表情は微み塵じんも崩くずすことなく、静せい謐ひつな会え釈しやくを返す。

「有能にして忠実な下げ僕ぼく……羨うらやましい限りです」

「……彼らは私の下僕ではありませんよ、シスター・パウラ。確かに形としては部下ですが、個人的には対等な同志であると思っています……いいえ、それとも頼たよりになる騎き士したちかしら？」

　尼に僧そうの発言を言下に否定したカテリーナの瞳には、自じ慢まんの宝石でも披ひ露ろうするかのような誇ほこらしげな光が灯っている。おし黙だまった異い端たん審しん問もん官かんなどすでに目に入っていないかのように細やかな体を翻すと、世界で最も美しい枢機卿は彼女の騎士たちを従えて歩き始めた。

「今度の一件に限らず、私たちに隙すきがあるなら、いつでもいらっしゃい、シスター・パウラ。何度でも、そのことを証明してあげましょう」




「さきほどは賢けん明めいでしたネ」

　独り、中庭に出たフランチェスコを迎むかえたのは、鼻歌でも歌っているかのような軽い笑しよう声せいだった。

　いつから待ちかまえていたものか、噴ふん水すいの側に腰こしを下ろしていた若者がへらへらと笑いながら立ち上がったのだ。

「退ひき際ぎわを見み極きわめることほど難しいことはありません……さすがはメディチ枢機卿。思い切りのよさにはつくづく感服いたしましたヨ☆」

「……連中がアレッサンドロ弟を担かつぎ出したのは卿けいの入いれ知ぢ恵えだな、ボルジア司教？」

　歯の浮うきそうな追つい従しようを並べる若者をフランチェスコは無表情に一いち瞥べつした。別に糾きゆう弾だんするでもなく、冷静に事実だけを指し摘てきする。

「一いつ介かいの神父である派は遣けん執しつ行こう官かんが教皇と接せつ触しよくするのは困難だ……それができたのは卿だけだ」

「振ふり上げた拳こぶしの降ろし場所って、結構ムズかしいものなんですよネ☆」

　一方、指摘を受けた若者の方も平然としたものである。へらへらと笑うその顔に悪びれた様子はない。

「異端審問まで開いてスフォルツァ枢機卿を糾弾したんだ。新しい証しよう拠こが見つかったからってそう素す直なおに引き下がれるわけがない。だけど聖下の勅ちよく命めいとあらば話は別です。聖座エクス・からカテドラの直接介かい入にゆうともなれば、矛ほこを収めないわけにはいかない……お節せつ介かいでした？」

「……いいや」

　言外に恩を着せてくる若者に対し、フランチェスコは口に出しては礼を言わなかった。ただ、広い肩かたをわずかにすくめると、それまで若者に向けていた鋭するどい視線をついと逸そらす。

「もともと、俺としても今回の猿さる芝しば居いは気に食わなかったからな。卿の介入はタイミング的にはちょうどよかったよ」

「……おや、猊げい下か、どちらに？」

　アントニオが訝いぶかしげに尋たずねたときには、偉い丈じよう夫ふは大おお股またに歩みを再開していた。本来ならば、帰宮する教皇を待つべきところを、弟のことなど忘れたような顔で、独り、中庭を横切り始めている。

「執しつ務むに戻もどる……叔お父じの処置だの、今回の審問の後始末だの、仕事はいくらでもある。それに、あの女との再戦の準備もせねばならんしな」

　己おのれのテリトリーを見回る獅し子しさながらに、独り歩み去る枢機卿の背に敗北の翳かげりは微み塵じんも存在せぬ。力強い歩調で門をくぐりながら、フランチェスコは誰だれにも聞こえぬ、しかし確かな口調で独りごちた。

「いずれあの女との決着はつけねばならん……それも、誰が見ても明らかな形で、誰の手にも救い出せぬ力でだ！」

　己に向けて宣せん誓せいする教皇庁最強の権力者の視線の先では、彼の戦場──冬の太陽を受けた法王宮の円蓋クーボラが純白の輝かがやきを放って聳そびえていた。
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「……別に、私はあなたを責めているつもりではないのです、フォーゲルワイデ伯はく爵しやく夫人」

　カーテンの隙すき間まから弱々しい冬の太陽を見上げる〝魔ま術じゆつ師し〟の声こわ音ねはいつもと変わらなかった。

「ただ、今回のあなたの行動によって、我が騎士団オルデンに発生した深刻な危機的状じよう況きようだけを一言、御ご指し摘てきしておきたいと思ったまでです」

「……今回こたびの失態はなべて不幸な偶ぐう然ぜんによるもの」

　深く伏せた顔の中で柳りゆう眉びを逆立てながら、〝魔女〟はそらとぼけてみせた。よりによって世界で一番嫌きらっている男──愛いとしい〝あの方〟を独どく占せんする忌いまわしい毒どく蛇じやに言い訳せねばらぬ我が身の不運を呪のろいつつ、空くう虚きよな言葉を紡つむぐ。

「妾わらわはただ、新教皇庁なる者どもを我らオルデンの手を汚よごさぬ形で処理したかっただけ。それがよもや、偶然にもスフォルツァを救うことになろうとは、思いもよりませなんだ……その点はお信じいただきたく」

「勘かん違ちがいしないで頂きたい、伯爵夫人。申し上げたように、私はあなたを責めているのではない。ただ、その不幸な偶然によって我らに危機が迫せまるかもしれない──そう申し上げたいだけなのです」

　けっして光らない瞳ひとみをあげた〝魔術師〟は〝魔女〟の美び貌ぼうをじっと覗のぞき込んだ。果たして本当に彼女の策動を知らないのか、それとも知ったうえでそらとぼけているのか、死魚にも似たその目から汲くみ取れるものは何もない。だが、その言葉はヘルガにとっては死の病に等しい毒を備えていた。

「不幸な偶然で教皇庁にわたった〝智天使ケルビム〟の中には様々な情報が入っています。この場所をも含ふくめた我らの活動拠きよ点てんを彼らが見つけ出すのは時間の問題でしょう。そうなった場合……さて、どうしたものでしょうか」

「……それは妾にお任せいただきたい」

　真正面から糾きゆう弾だんを受けたのであれば、まだかわしようがある。自みずから罠わなに飛び込まねばならぬ屈くつ辱じよくに、答えるヘルガの声は醜みにくくひび割れていた。

「ご一任いただければ、この一件、妾が責任を持って処理いたしましょう……我が称しよう号ごうにかけて」

「そうですか？　そこまでおっしゃられるのであれば、お断りするのも気が引けますね……いいでしょう。では伯爵夫人、あとのことはあなたに御ご一いち任にんします。くれぐれもよしなに」

「はっヤー！」

　魔女が一礼したときには、〝魔術師〟の姿は彼女の書しよ斎さいから跡あと形かたもなく消え去っている。だが、最前まで男の影かげがあった昏くらい一角を毒々しい視線でヘルガは睨ねめつけた。

　愛しい〝あの方〟を壟ろう断だんする君くん側そくの奸かん。あいつさえいなければ。そう、あいつさえ……

「いずれ見ておれよ、〝魔術師〟。今回のことが終われば次は汝なんじじゃ……」

　軋きしるような声が肉感的な唇くちびるの間からこぼれた。

　近い将来、奴やつは排はい除じよする。それは絶対だ。だがそこまで行くには、今、この時期に不覚をとるわけにはいかなかった。そのためには──

「まずはスフォルツァとＡｘ──奴らからじゃ」


ＪＵＤＧＭＥＮＴ　ＤＡＹ（完）






















──人を撃ち撃ちて、ついにその手疲れ、

指は剣につきて離れざるにいたれり。

（サムエル記下二十三章十節）






〈では我らの内部情報が敵に漏もれていると、そう、閣下もお考えになっておられるのですね？〉

　沈ちん鬱うつに呟つぶやくと、若者は銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねをそっと押さえた。

　薄うす暗ぐらい部屋の中央に佇ちよ立りつしたその体は、半ば透すき通って見える。立体ホロ映像ブラフの中で、ブリュージュ伯はくギィ・ド・グランヴェルは思し慮りよ深げに顎あごを撫なでた。

〈内通者の存在は私も疑っておりました。ただ、いまだ確信には至らなかったのですが……〉

「──残念だが、確かな事実だよ、ブリュージュ伯。我らの中に裏切者がいる」

　湯気を立てている巨きよ大だいなオマール海え老びにナイフを入れながら、ブリュッセル伯ティエリー・ダルザスはごく穏おだやかに応じた。

　部屋は古めかしい燭しよく台だいで照明されていた。窓にはぶ厚いカーテンが隙すき間まなく引かれ、揺ゆらめく火ほ影かげの中、料理を盛った皿が次々と運ばれてくる。ブリュッセルは多様な文化が流入する国際都市だが、料理は総じてフランク風だ。一流シェフの作品に対して驚きよう嘆たんすべき健けん啖たん家かぶりを発揮しながら、老人は自みずからの言葉を補ほ足そくした。

「先日、儂わしの罠わなが破られた一件でわかったよ。あれはただの偶ぐう然ぜんなどではない。教皇庁の暗殺者──ヴァトーとやらはこちらの動きを読んでおる。奴やつに情報を流した者が身内におるのだ」

〈確か、まだユーグ・ド・ヴァトーは捕ほ捉そくできていないのでしたね？〉

　若者は切れ長の目を考え深げに伏ふせた。しばしの沈ちん黙もくの後、

〈閣下、しばらくの間、ご所領を離れられてはいかがでしょう？　相手はかなり執しゆう念ねん深ぶかい男のようです。始末し損そこねた以上、再び、閣下を狙ねらうやもしれません〉

「いいや、それは不可能だな。いくら奴でも、儂がここにいる限りは絶対に手は出せん……それより儂が案じておるのはむしろ君の方だよ、ブリュージュ伯。儂に手を出せぬとなれば、奴はターゲットを君に変えるかもしれない。いや君が言う通り、奴は相当に執念深い男のようだ。まず間ま違ちがいなく、君の許もとに現れるはず……さて、そこでだ」

　色いろ鮮あざやかな海老の殻からを巧たくみに剝むきながら、ダルザスはいったん、台詞せりふを切った。沈黙を守る若者のことは忘れたような顔で海老の身を頰ほお張ばる。弾だん力りよくに富んだ歯ごたえを老人はしばし堪たん能のうしていたが、時計の秒針が一回転する頃ころになってようやく言葉を継ついだ。

「ブリュージュ伯、しばらくの間、こちブリユツらセルに遊びに来ないかね？　今、警察に奴の行方ゆくえを捜さがさせておるところだ。短生種テランどもが奴をいぶり出すのを、儂と一いつ緒しよにゆっくり待とうじゃないか……おお、そういえば、もう一年以上、直接会っておらんな。久しぶりに、この老人の話に付き合ってくれてもいいだろう？」

〈閣下のご厚こう意いはありがたいのですが……〉

　整ってはいるものの、どこか個性を欠いた顔に浮うかんだ表情はその纏まとうところのスーツ同様に地味なものだ。やや言葉に迷ってから、ギィは面めん目ぼくなげに首を振ふった。

〈しかし、警察が例の神父を狩かり出すまで、いったいどれぐらいかかるかわかりません。その間、ずっとそちらにお邪じや魔まするというのはあまりにご迷めい惑わくではありませんか？〉

「かまわんさ。こんな辛しん気きくさいところに年寄り一人で、うんざりしとったんだ。それに、もう我々はカレルとメムリンクを失っておる。このうえ、君まで奴の手にかかるようなことになったら、悔くやんでも悔やみきれん……なあ、ブリュージュ伯──いや、ギィよ。儂ももう年だ」

　巨大なオマール海老は殻だけを残して、きれいに消え失うせてしまっている。この小一時間というもの、ひっきりなしに料理に伸のばしていた手を休めると、ダルザスはやや声調を改めた。若者を見つめる目は、引退した老商人がお気に入りの孫を見るにも似て温かい。

「そろそろ、若い者に道を譲ゆずる潮時だと思っていたところだ。これまではカレルやメムリンクもいて、なかなか言い出せなかったが、あの二人があんなことになってしまった以上、もう憚はばかることもないだろう……ギィ、よかったら、この年寄りの跡あと目めを継いでくれんかね？　知ってのとおり、儂に子はおらん。どうせ跡目を譲るならば、君のような有望な若者に譲りたい」

〈いやしかし、閣下、それは……〉

　思いもよらぬ申し出に、ギィは言葉を失ったようだった。そのような申し出を受けることに、喜びよりもむしろ戸と惑まどいで声を詰つまらせた後、おずおずと首を振る。

〈お気持ちはありがたいのですが、私のような新しん参ざん者ものにそのような──〉

「この場合、謙けん譲じようは美徳ではないぞ、若者よ」

　老吸ヴア血ンパ鬼イアはゆったりとした笑えみを目め尻じりに溜ためた。

「もう儂は決心しておるんだ。実は、君を招待したいというのは、そのことを氏族の者に披ひ露ろうしたいということもあって……来てくれるな、ギィ？」

〈……そこまでおっしゃられるならばやむを得ません〉

　たとえば死んだカレルやメムリンクであったなら、もっと個性的なリアクションを見せただろう。しかし、篤とく実じつな表情は微み塵じんも崩くずすことなく、ギィは頷うなずいた。

〈では、数日中に参上することといたします──ただ、閣下がおられるのはいったいどこなのです？　ブリュッセル市内ということは存じているのですが、市内のどこに滞たい在ざいしておられるのでしょう？　お屋や敷しきではないのですか？〉

「内通者がおる以上、屋敷は危険だ」

　老人はまるで己おのれの用心深さを誇ほこるような笑みを浮かべた。ナプキンで口の脂を拭ふき取りながらテーブルの上のボタンを押す。

「だが、いくら奴でもここには手が出せまい……それこそ、翼つばさでも生やして飛び回れない限りは、ここには入って来ることはできんのさ」

　軽快な音をあげて捲まき上がったのは、それまで、一分の隙すきなく引かれていたカーテンだった。壁かべ一面を占しめる窓の向こうに見えるのは満天の星空と、その下で二つの月に照らされて銀色に輝かがやく雲の海だ。

　オメガング号──ブリュッセル上空八百メートルに滞たい空くう中の大型飛行船のキャビンで長い脚あしを組み直すと、老吸血鬼はいまだ不得要領な表情を浮かべている立体映像の若者に笑いかけた。

〈ま、詳くわしいことは来てのお楽しみだ。来訪の期日が決まったら報しらせてくれたまえ。駅には迎むかえをやるから」

〈かしこまりました……では、こちらの残務を片づけたら、すぐにでも参上いたします〉

　恭うやうやしく一礼したギィの姿は、次の瞬しゆん間かん、拭ぬぐったように消え去っている。代わってダルザスの前に進み出たのは、それまで一言も喋しやべることなく部屋の隅すみに佇ちよ立りつしていた中年男だ。

「御ご前ぜん、今のは本当ですか？」

　同盟警察の制服である紺こん色いろの着衣を纏まとったその男は、いかにも驚おどろきを隠かくせない様子で老人に尋たずねかけた。

「ブリュージュ伯はくに跡目をお譲りになられるというのは？」

「……儂わしがあんな成り上がり者ごときに地位を譲ると本気で思っているのかな、ブラント？」

　どこか栗り鼠すに似たその小男を見やって、ダルザスはかすかに目を細めた。皺しわ深ぶかい顔に浮かんでいたのは、さきほどまでとは人が変わったように冷たい蔑べつ笑しようだ。年経た鰐わににも似たその笑みを溜めたまま、老吸血鬼は言葉を詰まらせた男──同盟警視総そう監かんルイ・ブラントに語りかけた。

「あの成り上がり者をここに呼び寄せるのは、奴やつを使って教皇庁の殺し屋をいぶり出すためよ。ブリュージュ伯がこの街にやってくることを知れば、殺し屋は必ず動き始める──ギィの首を挙げるためにな」

「では、ブリュージュ伯を囮おとりにすると？　しかし御前、それではブリュージュ伯へのリスクが大きすぎませんか？　あのユーグとやらの手て際ぎわはなかなかのものです。討うち果たす前に伯はくの身に万一、何かがあったら──」

「何かあったら、それはそれで結構なことじゃないか」

　好こう々こう爺や然とした顔に冷笑を貼はり付けたまま、ダルザスは呟つぶやいた。ワイングラスを持ち上げると、ますます理解に苦しんで首を捻ひねっている飼い犬に懇こん切せつな説明を与あたえてやる。

「わからんかね、総監？　〝四伯爵〟の二人──カレルとメムリンクが死んだいま、儂の地位を脅おびやかす危険性があるのは誰だれだ？　儂にとって真に危険な存在はいったい誰だろう？」

「はっ!?　で、では……」

　ようやくブラントは老人の言わんとするところを理解したようだった。額の狭せまい顔に驚きよう愕がくと恐きよう怖ふをないまぜにしたような表情を作る。もっとも、ダルザスは飼い犬の驚きなど頓とん着ちやくしなかった。掌しよう中ちゆうのワインの香かおりを聞きながら、ごく静かに笑ってみせただけだ。

「ギィの訪問については自然な形でヴァトーの耳に入るよう手を打とう。ギィとヴァトー──どちらが生き残っても無事ではすむまい。あとは煮にるなり焼くなり、好きに料理してやるさ」




　　　　Ⅰ




　ベッドの上で震ふるえている少女を見下ろし、その中年の紳しん士しは満足げに頷いた。

「ほう、なかなかうまそうな娘むすめじゃないか……」

　猿さる轡ぐつわを嚙かまされ、ベッドに縄なわで縛しばりつけられた娘は恐怖に涙なみだぐんでいる。その表情を愛めでるように笑うと、中年紳士はことさら表情を消して傍かたわらに立っていた若者に問いかけた。

「家出娘というのは本当だろうな？　地元の人間に勝手に手を出すと、ダルザス卿きようがうるさい。確かにブリュッセルの者ではないな？」

「ええ、だいじょうぶです。昨日、アムステルダムからやってきたばかりだそうでして」

　地方からやってきた女たちを騙だまして食い物にしている彼のような人種にも、さすがにこれから少女を待ち受ける運命を思えば忸じく怩じたるものがあるのだろうか？　無表情な中にもどこか隠しきれぬ嫌けん悪おの色とともに、若者は頷いた。

「年は十歳。娼しよう館かんに売り飛ばすには、ちょっとガキ過ぎます。それで、レイノーさんにお声をお掛かけした次し第だいで……ご満足頂けたでしょうか？」

「そうだな。私の好みとしてはちょっと薹とうが立ち過ぎているが、この際だ。贅ぜい沢たくは言うまい」

　必死で縄をほどこうともがいている娘の首筋に飢うえたような視線を這はわせつつ、紳士はちろりと唇くちびるを舐なめた。口の端はしから、犬歯にしては長すぎる牙きばを覗のぞかせてぼやいてみせる。

「実はここのところ、いろいろゴタついていてね。ダルザス卿のご命令で、我らも単独で市中を出歩いてはいけないことになっているんだ。お陰かげで、最近は血液製せい剤ざいばかりにお世話になっていたよ……五千ディナールでいいかな？」

　神しん妙みように頷うなずいた若者の手に金貨の詰つまった財さい布ふを握にぎらせると、レイノーは視線で退出を促うながした。もっぱら娼婦や金のない恋こい人びとたちが利用しているこの逢あい引びき宿やどはブリュッセルでもはずれにあり、この辺りまで氏族の者がやってくることはまずない。だが、それでも知り合いに顔を見られるようなことがあっては面めん倒どうだ。さっさと食事を済ませるに越こしたことはない。

「用が済んだら呼ぶから、後始末を頼たのむ。それと、氏族の者たちにはくれぐれも内密にな。ダルザス卿にでも知られたら、大目玉を食ってしまう」

「かしこまりました」

　恭しく一礼すると、若者は素す早ばやく身を翻ひるがえした。助けを求める少女の瞳ひとみに追い立てられるかのように、部屋から消えてしまう。一方、音をたてて閉まった扉とびらに閂かんぬきをおろすと、レイノーはゆっくりとベッドに歩み寄った。

「ああ、そんなに怯おびえなくてもいいんだよ、お嬢じようさん。私は君みたいな小さな女の子がそれはそれは好きでね。それはもう、食べてしまいたいぐらい好きなんだ……」

　これから自分が何をされるのか──理性ではわからずとも、本能的にそれを悟さとったのだろう。少女は水みず揚あげされた魚のように激しく身を捩よじっている。その肩かたに肉の薄うすい掌てのひらを置きながら、紳士はそっと視線を動かした。猿轡の下から呻うめき声があがるたびに上下する喉のどの白さに舌した舐なめずりする。

「仲間の中には私の趣しゆ味みを馬ば鹿かにしている者もいるんだけど、奴らは何もわかっていない……幼ければ幼いほど、女の子はおいしいものなんだよ」

「…………！」

　紳士──いや、それを装よそおっていた怪かい物ぶつの手が優ゆう雅がに動いたときには、少女の金きん髪ぱつは恐おそろしいほどの力で鷲わし摑づかみにされていた。死にものぐるいの抵てい抗こうも虚むなしく、痛々しいほど白い喉が室内灯の光のもとに露あらわになる。

「うん、いいね。とても素敵だよ、お嬢さん……」

「──失礼します、ルームサービスです」

　獲え物ものの最期の抵抗を楽しんでいた紳士の鼓こ膜まくを叩たたいたのは、およそ無ぶ粋すいなノックの音だった。

「お飲み物の差し入れでございます……入ってもよろしいでしょうか、レイノーさま？」

「飲み物などいらん！」

　苛いら立だたしげに舌打ちすると、レイノーは怒ど鳴なった。弱々しくもがく少女を押さえつけたまま、肩かた越ごしに一いつ喝かつする。

「用があればこちらから呼ぶ！　それまでは人の楽しみを邪じや魔まするな！」

「……あいにくだが、用があるのは俺の方だ、吸ヴア血ンパ鬼イア」

　夜の支配者の怒ど声せいに対し、扉の向こうから応じた声は、嘲ちよう弄ろうの響ひびきを備えていた。

　どこか禍まが々まがしいまでに研とぎ澄すまされた白はく刃じんを思わせる声──そして次の瞬しゆん間かん、ぶ厚い樫かしの扉は中央から真っ二つに裂さけて室内に向けて倒たおれ込んでいる。

「〝四カウン伯ト・フ爵オー〟ブリュッセル氏族のトーマ・レイノーだな？」

　冬の夜よ霧ぎりを思わせる誰何すいかの声の主は、廊ろう下かに佇たたずんでいた影かげだった。夜より暗い衣服を纏まとった若者が、一メートル以上ある白刃を手中に回転させながら、ひっそりと微笑ほほえんでいたのだ。

「探したぞ、吸血鬼。最近は、どいつもこいつもずいぶんと用心深いじゃないか？　お陰で情報屋にずいぶんと貢みついでしまった」

「な、なんだ!?　誰だれだ、貴様は!?」

　いくらご馳ち走そうに気を取られていたとはいえ、短生種テランごときの接近を許してしまったことを奇き妙みように思いつつも、レイノーは相手を誰何した。淡あわい金髪と色素の薄い翠すい瞳とうはこの地方の人間独特のものだ。しかし、その纏う黒衣は僧衣カソツク──聖職者の法ほう衣えである。だが、神父ごときがどうしてこんな場ば違ちがいな場所にいるのか？

（……待て!?　神父だと!?）

　自問していた吸ヴア血ンパ鬼イアの目がぎょっと瞠みはられた。

　僧衣カソツクに白刃というおよそ似つかわしくないとりあわせ。そして、ブリュッセル伯はくが氏族の単独行を禁じたときに出した通達──

「まさか貴様……教ヴア皇チカ庁ンの殺し屋かッ!?」

「俺の名はユーグ」

　歯は茎ぐきまで剝むき出して怒鳴った吸血鬼を見やる若者の表情は、むしろ気け怠だるげでさえあった。その長刀をゆっくりと青眼のかまえまで運びつつ、およそ熱というものを欠いた声で応じる。

「ユーグ・ド・ヴァトー──死神さ」

「死ねっ！」

　神父の名乗りを、レイノーは最後まで聞いてはいなかった。恐きよう怖ふに気絶した娘むすめを脇わきに放ほうり捨てたときには、その体はベッドからかき消えている。〝加速〟状態のまま、鉤かぎ爪づめを振ふるうと、まるで静止したかのようにのろのろと動いている若者の横よこ面つらにその凶きよう器きを叩きつける──

「…………っ!?」

　交こう錯さくの瞬間、爪の砕くだける異音とともにレイノーの鼓こ膜まくを叩いたのは、彼自身のうわずった悲鳴だった。己おのが身に何が起こったかわからぬまま、吸血鬼の体は側方へと弾はじき飛ばされていた。壁かべに叩きつけられる直前、かろうじて受け身をとったときには、砕けた彼自身の鉤爪がすぐ側そばに突つき刺ささっている。

　虎とらさえ八やつ裂ざきにする長生種メトセラが筋力を思えば、その斬ざん撃げきを弾き返した神父の力は尋じん常じようなものではない。だが、さらに信じ難がたいのはその動きだ──いったいどうやったら、あんな緩かん慢まんな動作で〝加速〟状態の長生種を捕ほ捉そくできるというのだ!?

「──お前たちの動きは無む駄だだらけだ」

　憫びん笑しようを含ふくんだ声は、受け身の姿勢から体勢を整えようとしていた吸血鬼のすぐ耳元で囁ささやいた。そちらを振り返ろうとしたとき、すでにレイノーの首は薄い刃はに串くし刺ざしにされてしまっている。

「がっ…………!?」

「それに、動どう揺ようするとすぐに隙すきだらけになるのも悪い癖くせだな──いくら見えていても、気づかねば、見えていないのと同じことだ」

　激痛に悲鳴をあげる吸血鬼を昆こん虫ちゆう標本のように壁かべに縫ぬい止め、神父は酷こく薄はくな微び笑しようを刻んだ。

　最初から、レイノーを殺すのではなく捕とらえることが目的だったらしい。吸血鬼の首を貫つらぬいた白刃は、彼がつま先立てばぎりぎり自重を支えられるような位置に打ち込まれていた。このまま動かない限り、なんとか生きていられるが、下手に動けば白刃に頸けい椎ついが切り裂かれる──刺し突とつにはそこまで残ざん酷こくな計算がこめられている。

「では、改めてこちらの質問に答えてもらおうか、吸血鬼……貴様らのボス──ブリュッセル伯爵ティエリー・ダルザスはどこだ？　正直に答えれば、命までは取らん」

　美しい翠瞳を冷れい酷こくに光らせると、美び貌ぼうの神父は穏おだやかに囁いた。吸血鬼の首を貫かん通つうした剣けんの柄つかにそっと手を這はわせながら、静かに、しかし聞き間ま違ちがえようのない明めい瞭りようさで声を紡つむぐ。

「ブリュッセル中捜さがしたが、奴やつはどこにもいない。お前たちの本ほん拠きよ地ちにも潜ひそんでいる形けい跡せきがない……答えろ、レイノー。あいつはどこに消えた？　まだ市内にいるのか？」

「そ、空だ……」

　声帯のすぐ側を串刺しにされているだけに、一言喋しやべるごとに突き刺すような痛みが走る。死にものぐるいでレイノーは回答を口にした。

「御ご前ぜんは、今、空にいらっしゃる！」

「なに？」

　訝いぶかしげなものが神父の表情に混じった。今にも剣に力を加えようとしながら、苛いら立だたしげに尋たずね直す。

「寝ね言ごとはほざくな、吸血鬼……俺は今、くだらん冗じよう談だんを聞いてやる気分じゃない」

「ほ、本当だ！　御前は、ここのところずっと、飛行船で空にいらっしゃる……噓うそじゃない！」

「飛行船だと？　そうか、その手があったか」

　必死の思いが通じたのか、ユーグはレイノーの言葉を信じたようだった──とはいえ、上じよう機き嫌げんとはおよそ言い難がたい表情はそのままだ。舌打ちすると、短く毒づく。

「なるほど、道理でどこを捜しても見付けられないわけだ……だが、いくら飛行船といっても、補給はせねばならん。次はいつだ？　いつ奴は降りてくる？」

「し、知らん！　そんなことまで知っているはずがないだろう！　飛行船の運航は御前が直々に命令しておられる。いつ降りてくるかなど知っているわけがない！」

「そうか？　よく思い出した方がいいぞ」

　長刀の柄に這わせた指にかすかに力をこめると、神父は独りごちるかのように呟つぶやいた。返答次し第だいでは、次の瞬しゆん間かんにはレイノーの首は床ゆかに転がっていたに違ちがいない。わずかに声調を落として質問を繰くり返す。

「もう一度だけ聞いてやる……何か、思いついたことはないのか？」

「……み、三日後なら、あるいは」

　頸椎からわずか数ミクロンの距きよ離りを置いて突き刺さっている鋼はがねの感かん触しよくを感じながら、レイノーはもつれる舌を動かした。相手がその気になれば自分の首をしごく簡単に落とすことができる。その恐怖の前には、族長を裏切るうしろめたさなど、ほとんど問題にもならなかった。

「三日後、ブリュージュからブリュージュ伯がやってくる。そのときなら、ひょっとすると降りてこられるかもしれん」

「ブリュージュ伯か……確か、ギィとかいったな？」

　神父の翠瞳に光が灯ともった。まるで見えない誰だれかと話し合っているかのように独りごちる。

「ギィ・ド・グランヴェル……そうか、奴がこの街に来るのか」

「し、知っていることは全部話したぞ！」

　幸い、首に突つき刺ささっている白はく刃じんは銀ではないらしいが、それでもわずかでも動けば致ち命めい傷しようは間違いない。なにやら考え込む神父を、レイノーは必死に現実へと引き戻もどした。

「約束だ！　私を助けてくれ！」

「約束？　ああ、そんなことも言ったな……」

　吸ヴア血ンパ鬼イアの情けない声に、神父はふと我に返ったようだった。ベッドで失神している少女にちらと視線を向け、それを吸血鬼に戻したときには、その瞳ひとみは氷ひよう塊かいめいた光を宿している。

「あいにくだが、あれは噓だ──お前はここで殺す」

「ちょ、ちょっと待て！　それはひど──」

　抗こう議ぎの声があがったときには、ユーグの指は剣けんにかけられていた。相手に見せつけるため、ことさらゆっくりと柄つかを捻ひねり、頸椎を切断しようとする──異変が起きたのはその直前だった。

「……くっ!?」

　いったい、何が起こったものか──かすかに狼ろう狽ばいしたような声が剣士の口からこぼれた。けっしてごつくはないが鍛きたえられた長身が、まるで力なく後方によろめく。そのとき、小刻みに震ふるえ始めていたのは彼の両手だ。

「こんなときに……静まれ！」
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　奇き妙みような方向に曲がった手首を押さえて神父は呻うめいた。だが、いまやその異変は腕うで全体に拡ひろがっている。奇き怪かいな動きを見せる両りよう腕うでは、あたかも肘ひじから先だけが別の生き物のようだ。

　蒼そう白はくになった神父は、狼狽したように肩かたを壁かべに叩たたきつけた。だが、奇怪な腕の動きはいっかな収まらない。いや、ますますひどくなる。

「くそっ！　静まれ……静まれ、この出で来き損そこない！」

「──今だ！」

　ほんの数秒前とはまるで人変わりがしたかのように余よ裕ゆうを失った神父を前に、レイノーの瞳に光が甦よみがえった。ユーグが反射的に顔をあげたときには、吸血鬼の手は己が首に突き刺さっていた剣を引き抜ぬいている。一いつ瞬しゆん、激しい勢いで血が噴ふき出したものの、すぐに盛り上がった肉芽に覆おおわれ、肉芽の上にはピンク色の薄うす皮かわが瞬またたく間まに再生してしまう。驚きよう嘆たんすべき生命力を発揮した吸血鬼は首を一つ振ふると、最前まで自分を拘こう束そくしていた長刀を振りかざした。

「死ねぃ、教皇庁！」

　残ざん忍にんな雄お叫たけびとともに、腕を垂らして立ちつくす神父めがけて拝み撃うちに白刃を振り下ろす。スピードといいタイミングといい、相手を両りよう斬ざんするには十分な一いち撃げきであったが──

「……あ？」

　だが、実際にはレイノーは間の抜けた声をあげて壁に食い込んだ白刃を眺ながめることとなった。

　歯を食いしばったまま立ちつくす神父は、攻こう撃げきの瞬間から微び動どうだにしていない。逸それたのはレイノーが振り下ろした白刃そのものだ──いや正確には、側方からの銃じゆう撃げきが斬撃の軌き道どうを逸らしたのだと悟さとったときには、戸口に立った何者かは、二発目の銃じゆう弾だんを狼狽する吸血鬼の後頭部に撃ち込んでいる。

「……だいじょうぶか、ユーグ!?」

　銀の弾たまに脳のう髄ずいを砕くだかれた吸血鬼は、血と肉の塊かたまりとなって床にくずおれていた。その側そばを通って室内に駆かけ込んできたのは、地味なスーツ姿の若者だ。神父に歩み寄ると、よろめくその体を支える。

「えらく手間取ってるから覗のぞきに来てみれば……どうしたんだ？　どこかやられたのか？」

「いや、ちょっとした発ほつ作さだ……心配ない」

　相変わらず痙けい攣れんを続ける腕を壁に預けたまま、ユーグは頷うなずいた。心配げな若者を安心させようというつもりか、苦い笑え顔がおを浮うかべてみせる。

「ここのところメンテナンスを受けてなかったんで、義手の調子が悪くてな……すまん、ローデンバック。また、君には命を救われたな」

「ああ、いずれこの貸しは、たっぷり利子をつけて返してもらうさ。無事に、〝四カウン伯ト・フ爵オー〟を叩き潰つぶしたらな」

　詫わび言ごとに対し、ジョルジュ・ローデンバック──四都市同盟検察庁の若き検察官はことさら陽気な表情を作ってみせた。いまだ硝しよう煙えんをあげる機き関かん拳けん銃じゆうで床ゆかの死体を指し、用心深げに尋たずねる。

「で、こいつがレイノーか？　ダルザスの居場所はどうだ？　喋しやべったか？」

「あいつは、いま空だ──俺たちが手の出せないところにいる」

　会話の間にも、徐じよ々じよに腕の痙攣は収まりつつある。唇くちびるを嚙かんでそれを見つめながら、ユーグは厳しい顔を忌いま々いましげに振った。

「だが、別の収しゆう穫かくがあったぞ──ブリュージュ伯はくがもうすぐこの街にやってくるそうだ」

「ブリュージュ伯がこの街に？　それは確かか、ユーグ？」

　思いもよらぬユーグの言葉に、ローデンバックは驚おどろいたような顔になった。だが、すぐにそれを胡う散さん臭くさげなものに改めると、床に顎あごをしゃくる。

「ギィ・ド・グランヴェルはまだ若いが、ずいぶん用心深いと聞いている。そんな男が、今の時期にブリュッセルにやって来るかな？……デマじゃないのか？」

「それはわからん。だが、賭かけてみる価値はある──ブリュージュ伯を殺やれば、奴やつらには大だい打だ撃げきだろう。混乱を鎮しずめるために、ダルザスも地上に降りてこざるをえんはずだ」

　ようやく痙攣が収まった腕をさすりながら、ユーグは答えた。ローデンバックが考えこんでいる間に失神したままの少女の側に跪ひざまずくと、細い手首に食い込んでいた縄なわを器用にほどく。

「そして、ダルザスなら、十年前のあの吸血鬼の──俺の家族を殺し、妹アニエスをさらった奴のことを知っているはずだ。なんとしても聞き出して……それから、殺してやる」

「……おい、焦あせるなよ、ユーグ」

　優やさしげな手付きで少女を毛布にくるんでいる神父を眺めやって、ローデンバックはやや心配げな表情を作った。いかにも能のう吏りらしい、慎しん重ちような口調で釘くぎを刺さす。

「奴らの力はまだまだ強大なんだ。焦って逆に足あし下もとをすくわれちゃ、目もあてられないぞ。動くなら、きちんと裏をとってからにした方がいい」

「……君はブリュージュ伯を襲おそうのに反対なのか、ローデンバック？」

　神父の瞳ひとみに冷光が走った。振り返った顔は、どこか不ふ吉きつな陰いん影えいに隈ふちどられている。

「だったら、別に無理に付き合ってくれる必要はない──奴は俺一人で仕留める」

「いや、別に反対はしていない。ただ、慎重に動こうと言っただけじゃないか……」

　何に焦じれているのか、妙みように苛いらついたふうなユーグの反応にローデンバックは驚いたようだった。思わず相手を見返したものの、思い詰つめたように口元を引き締しめている神父の表情に気け圧おされたのだろう。諦あきらめたような、あるいは宥なだめるような口調になって頷く。

「でも、君がどうしてもというなら、反対しないさ。次のターゲットはブリュージュ伯ということにしよう──だから、そんな怖こわい顔をしないでくれよ」

「……すまん」

　検事の言葉に、ふと神父の表情が緩ゆるんだ。怒いかりの光が瞳から消え、わずかに恥はじるような色を湛たたえて床に目を落とす。

「本当にすまん。俺のわがままに付き合わせてしまって」

「おいおい、こんなつまんないことでいちいち友達に頭を下げるなよ、ユーグ」

　真しん剣けんな詫わび言ごとが返ってきたことに、ローデンバックは驚いたようだった。まるで友人に付つき添そって一いつ緒しよに怒られにゆく学生のような顔になって、大きく頷いてみせる。

「どうせ、早いか遅おそいかの違ちがいなんだ。だったら、君の気の済むようにすればいいさ……それに君の敵は僕の敵だ。こうなったら、地じ獄ごくにだって付き合うさ」

「…………」

　陽気に、だがこのうえなく真剣に友情を誓ちかった友の顔から、ユーグは返す言葉もなく目を落とした。

〝友達〟──十年前のあの惨さん劇げき以来、初めて、そう呼んでもらえた気がする。

　確かに、〝同どう僚りよう〟ならば教皇庁にもいた。だが、彼らとは単に職場が同じというだけで、なんら心を通い合わせたこともない、ごく冷めた関係だった。いや、そればかりではない。数週間前など、命令を逸いつ脱だつした自分に対し、奴らは平然と銃じゆうを向けさえしたではないか──だが、そんな非情な者たちと比べ、目の前の若者はどうだ？

　家族を喪うしない、幼なじみに裏切られ、復ふく讐しゆうと組織のためだけに生きてきた男にとって、差し伸のべられた手はあまりに温かく、柔やわらかだった。

「その……ありがとう、ローデンバック」

「だから、そんなにかしこまるなって……照れるじゃないか」

　どんな顔をすればいいかわからぬままに礼を口にした神父に対し、礼を言われた検事の方も戸と惑まどったようだった。やや照れくさげに顔を振ふって言葉の選せん択たくに迷っていたが、力強く相手の手を握にぎると優しく口を開く。

「僕はいつだって君の味方だ、ユーグ──我が友よ」




　　　　Ⅱ




　ルイ・ブラントがブリュガレ・ッセルセント中央駅ラーレに到とう着ちやくしたとき、時刻はちょうど六時を回ったところだった。青闇やみに覆おおわれた駅舎にはガス灯の輝かがやきが灯ともり始めている。そこにぞろぞろと入ってゆくのは、会社帰りの勤め人たちだ。

「まったく、なんだって警視総そう監かんがこんな使いっ走りみたいな真ま似ねをせんといかんのだ？」

　自分同様、似合わない私服姿で隣となりを歩いている中年男にブラントは愚ぐ痴ちを垂れた。どこか栗り鼠すを思わせる落ち着きのない視線を構内に彷徨さまよわせながら、ぶつぶつと繰くり返す。

「いくら相手がブリュージュ伯とはいえ、たかが出で迎むかえぐらい、他ほかの者に行かせればよいものを……御ダル前ザス卿もひどい。これでは私の立場というものがないではないかね？」

「まあまあ、総監。それだけ、御前は総監のことを信しん頼らいなさっておいでなんですよ」

　ブリュッセル中央駅には、ＶＩＰ専用の送そう迎げい口がある。駅の混雑やマスコミ、加えてテロリストなどから重要人物を守るためのその通路に身分証を呈てい示じして入りながら、馬うま面づらの中年男──マルレー警視正は上司の憤ふん懣まんを宥めた。

「警視総監が出迎えたとなれば、それだけブリュージュ伯はくに対し御前の気き遣づかいを表せるというものです。それに閣下にとっても、ブリュージュ伯とお近づきになるよい機会と思いますが？」

「そうか……もし、いま御前に何かあれば、〝四カウン伯ト・フ爵オー〟を継つがれるのはあの方だものな。うむ、これはご挨あい拶さつしておいても損はないかもしれないな」

　部下の発言に、ブラントは好物を見付けた栗鼠のような顔になった。傷ついたプライドの修復はもう果たし終えたのか、どこか足取りも軽く人気のない階段を昇のぼる──ブリュージュからの特別列車がブレーキをかけたのは、二人の警察官かん僚りようが駅員さえいない特別ホームに辿たどり着いて、ほどなくしてのことである。

「──いらっしゃいませ、ド・グランヴェル閣下。ブリュッセルにようこそ」

「ああ、出迎えご苦労」

　額をホームに擦こすりつけんばかりにして一礼した人間たちに対し、列車から降りてきた若者は丁てい寧ねいに会え釈しやくを返した。ほっそりした体に地味なスーツを纏まとい、七三に分けた黒くろ髪かみの下に地味な銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねをかけたその外がい貌ぼうは、有能だが目立たない公務員を思わせる。こんな特別列車から降りてきたのでなければ、そして、その背後に鋭するどい目つきをした十人ほどのスーツ姿の男女を従えていたのでなければ、勤め帰りのサラリーマンといっても通用したかもしれない。

　ブリュージュ伯ギィ・ド・グランヴェルはブラントにやや色の薄い藤色の瞳ひとみを向けると、穏おだやかな声をかけた。

「では、君がブラント総監ですね？　初めまして。それと、こちらの彼は？」

「ああ、彼は私の部下でマルレー警視正と申します」

「初めまして、閣下……あ、お荷物をお預かりいたしましょう」

　いまや〝四伯爵〟のナンバー・ツーである若者に対し、滴したたるような媚び笑しようを浮うかべてマルレーが擦すり寄った。ギィが手づから提さげていたアタッシュケースを恭うやうやしく受け取ろうとするが、それはすげなく拒きよ絶ぜつされる。

「いや、結構。余計なお気遣いはご無用に願います。それよりも、すぐにブリュッセル伯にお目通りしたい。案内を頼たのめますか？」

「むろんでございますとも！　外にリムジンを待たせておりますので、空港まで、僭せん越えつながらご案内させていただきますです、はい」

　掌てのひらが摩ま擦さつで溶とけてしまいそうな勢いで揉もみ手でしながら、二人の警察官僚はさっそく案内に立った。ホームから改札へと続く長い廊ろう下かを歩きながら、若い吸ヴア血ンパ鬼イアに卑ひ屈くつな上うわ目め遣づかいを向ける。

「しかし、意外とお早いお着きでしたな。日にち没ぼつの時刻からして、もうちょっと遅おそくにいらっしゃるものと思っておりましたが」

「あまり遅くなっても、ブリュッセル伯に失礼ですからね」

　男にはもったいないほど白い手で黒髪を搔かきあげると、ギィはそっけなく答えた。

「それで少々、早めに来たんだが……迷めい惑わくでしたか？」

「迷惑など！　とんでもございません。ただ、いささか時間的に少々まずい時間帯でして……ちょうど、勤め帰りの者どもで街が混雑しております。ご不快でなければよろしいのですが」

「ああ、それは狙ねらい通りです──もともと、混雑している時間を狙ってきたんですよ」

〝四伯爵〟の中でも、ブリュージュ伯はもっとも若いが、驕おごらない性格と穏おん和わな人ひと柄がらという評判が高い。だが、このとき、不得要領なブラントに対するその答えは、やはりこの穏やかな若者もまた、犯罪結社のボス以外の何者でもないという証あかしであった。

「例の教皇庁の殺し屋はまだブリュッセルに潜せん伏ぷく中だそうですね。つまり、こうしている間にも奴やつが私を襲おそってくる可能性がある……となれば、万一、奴が襲ってきたときに盾たてになるべき者たちが必要でしょう？」

「……お、おお！　さすがは閣下！　お目が高い！」

　穏やかな口調でなされた残ざん忍にんな発言に大げさな声をあげてみせたのはマルレーだ。

「実に優すぐれた戦略眼でございますな！　このマルレー、まったくお見それいたしました。いや、実は常々、私も閣下こそが〝四伯爵〟の柱でないかと愚ぐ考こうしていた限りでして、その深しん謀ぼう遠えん慮りよたるや、それはもう空前絶後と申しますか、正確無比と言いますか──」

「……妙みようだな」

　ここを先せん途どと追おべん従ちやらを撒まき散らし始めた警視正に対し、賞賛される対象の方は一いつ顧こだに注意を払はらわなかった。彼が見回したのは、閑かん散さんとした改札口の周辺だ。

「どうして、短生種テランがいないんです？」

「はっ？　あ、あれ……？」

　それまでは相手の顔色を窺うかがうので忙いそがしく、周囲を見回す余よ裕ゆうもなかった──指し摘てきされて初めて、ブラントとマルレーはぽかんとした顔になった。来たときはあれほど帰宅途と中ちゆうの勤め人たちで混雑していた駅構内が、がらんと静まりかえっている。空いているなどといったレベルではない。遠くの方に警官が一人と、紙かみ屑くずを詰つめ込んだ手押し車を押したホームレスらしい男を除けば、人っ子一人見あたらない。改札口の上の表示板さえなければ、場所を間ま違ちがえたのではないかと疑わしくなったほどだ。

「あれ、おかしいな、マルレー君？　さっきまで、あんなに……」

「ちょっと聞いてみましょう……おい、そこの巡じゆん査さ！」

　忙しく周囲を見回している警視総そう監かんに代わってマルレー警視正が声をかけたのは、改札口の近くで、薄うす汚ぎたないホームレス相手になにやら説教していた若い警官だった。横おう柄へいな口調で呼びかけられた警官はむっと顔をあげたが、貧ひん相そうな顔で自分を差し招いている中年男たちが警視総監とその副官であることにすぐ気づいたらしい。みすぼらしい修道服を纏まとったホームレスをその場に捨て置くと、やや狼ろう狽ばいしたように駆かけ寄ってきた。

「ブラント警視総監！　マルレー警視正！　このようなところでどうしたのでありますか？」

「ああ？　あ、いや、いろいろあってな……」

　駆け寄ってきた警官の視線からギィ一行をさりげなく隠かくしながら、ブラントは大きく咳せき払ばらいした。あくまでも横柄な態度は崩くずさず、人気のない構内に顎あごをしゃくる。

「そんなことより、これはいったいどういうことだ？　なぜ、誰だれもおらん？」

「え？　聞いていらっしゃられないのでありますか？」

　上官の言葉に、警官はいかにも胡う散さん臭くさげな顔になった。線の細い顎を引くと、小男の警視総監に向けて声をひそめてみせる。

「ついさきほど、例の国際的テロリスト──ユーグ・ド・ヴァトーから、同盟政府に犯行予告が届いたんです。中央駅でテロ行こう為いを行う準備があると……それで、乗客と係員を全員避ひ難なんさせていたところでして。さ、閣下もおいでください。ここは危険です」

「ヴァ、ヴァトーからの犯行予告だと!?」

　マルレーはぎょっと目を瞠みはった。背後でブリュージュ伯はく一行と警視総監が緊きん張ちように表情を強こわ張ばらせたのも気づかず、警官の胸ぐらを摑つかむ。

「そんな話、聞いておらんぞ！　ど、どうしてそんな重要なことを私に報しらせなかった！」

「どうしてって、小官におっしゃられましても……」

　弾だん丸がんのように飛んでくる唾だ液えきから顔を庇かばいながら、まだ若い巡査は辟へき易えきしたように言葉を濁にごした。

「ただ、事は緊きん急きゆうでしたし、なにしろ相手はあのヴァトー、前代未み聞もんの凶きよう悪あく犯はんですから、評議会もパニックになっておりまして……」

「くっ…………！」

　警官の答えに、マルレーは唇くちびるを嚙かんで立ちつくした。

　ダルザスの意を汲くんでヴァトーをテロリストに仕立てあげたのは、他ほかならぬブラントとマルレーである。評議会に同情論者も多いあの若者を追い詰めるために、ことさら凶悪な犯人像をでっちあげたのだ。それが裏目に出た──

「と、とにかく、その犯行予告は罠わなだ！　駅は安全だ！　すぐに乗客を呼び戻もどせ！」

　背後ではブラントが困こん惑わくしたように立ちつくしている。背後で冷たい沈ちん黙もくを守るブリュージュ伯の視線を意識しながら、警視正はひょろ長い手足を振ふり回した──ただ手をつかねているだけの無能な上司に代わって自分の有能ぶりをアピールすべく、甲かん高だかい声で喚わめく。

「それと周囲に警官を配置しろ！　ヴァトーがこの近くにいるかもしれん！　警けい戒かいを怠おこたるな！」

「はあっ？」

　駅が安全と言ったり、ヴァトーが近くにいると言ったり、およそ相矛む盾じゆんするマルレーの発言に巡査の困惑はますます深まったようだった。とりあえず相手を落ち着かせるべく、声をかけようとする──それを絶ぜつ妙みようの呼吸で遮さえぎったのは、彼の背後からかけられた嗄しわがれた声だった。

「……お巡まわりさん、俺はもう行ってもいいかね？」

　いつの間に近づいていたのだろう？　最前まで、巡査が説教していたホームレスが言い争う一同のすぐ背後に立っていたのだ。おそらくは屑くず屋やに売るのだろう。新聞や雑誌といった紙屑をいっぱいに詰めこんだ大きな手押し車カートによりかかったまま、目ま深ぶかにおろしたフードの下からぼそぼそと訴うつたえる。

「用がないんだったら、そろそろ行かせてもらいてえんだが──」

「なんだ、まだいたのか、お前？　とっとと消え失うせろ」

　会話を邪じや魔まされて、警官は苛いら立だたしげに振り返った。犬でも追うように手を振ってみせる。

「ただし、怪あやしい奴やつを見かけたら、さっき言ったように、すぐに本官に報しらせるんだぞ？　名前はユーグ・ド・ヴァトー、凶悪なテロリストで──」

「……ちょっと待て、お前」

　若い巡査の言葉を遮ったのは、それまで一言もなく短生種テランたちの会話に耳を傾かたむけていたギィだった。ホームレスの押していた手押し車に鋭するどい視線を送りながら、一言一言、刻みつけるように告げる。

「そのカートの中を見せろ……いや、それより、そのフードをとって顔を見せろ」

「はっ、どうされたのです、伯はく爵しやく？」

　いきなり妙みような命令を下し始めた吸ヴア血ンパ鬼イアを、マルレーが胡う乱ろんげに顧かえりみた。とりなすような愛あい想そ笑いとともに尋たずねる。

「このホームレスがどうかしましたか？」

「気がつかないのかね、警視正……」

　警視正の愛想笑いなど一いち瞥べつもせず、ギィは呟つぶやいた。色いろ眼鏡めがねのブリッジを押し上げながら、静かに指し摘てきする。

「そのカートの新聞はどれも同じ種類のもので、しかもどれも日付が違ちがう……ゴミ屑くずにしては妙だとは思わないか──」

　ギィの指摘はまったく正しいものだったが、その場の全員から相あい槌づちは戻ってこなかった。いや、戻せなかったと言った方がいい。瞬前、ホームレスの手がかき消えたかと思うと、白い光こう芒ぼうが稲いな妻ずまの鋭さで疾はしったからだ。

「……ひっ!?」

　思わず首をすくめた警察官かん僚りようたちの耳を叩たたいたのは、鋭い金属が肉を貫つらぬいた湿しめった音だった。

「ブ、ブリュージュ伯!?」

　そして、湿った音が何か大量の液体が床ゆかを叩く音に変じたときには、その場の全員が息を吞のんで立ちつくしている。そしてそれは、鋭い長刀に心臓を貫かれたギィとて例外ではない。

「ぎ、貴ぎ様ざまは、ッ……！」

　心臓を串くし刺ざしにされながら、ギィはホームレス──いやそれを装よそおっていた若者に手を伸のばした。鉤かぎ爪づめのように鋭く曲げた指を、目深におろしたフードにかける。

「ヴァ、ヴァトー……がッ！」

　濁にごった声で襲しゆう撃げき者しやの名を音声化したのが、ブリュージュ伯最さい期ごの言葉となった──白はく刃じんが小さく回転した刹せつ那な、裂れつ断だんされた心臓から逆流した鮮せん血けつが被ひ害がい者しやの鼻と口から奔ほん流りゆうのように溢あふれだしている。心臓を潰つぶされては、いかに生命力を誇ほこる長生種メトセラといえど即そく死しは免まぬかれない。生命を失った肉体は意外なほど大きな水音をたてて血ち溜だまりに倒たおれ伏ふした。

「ブ、ブリュージュ伯!?」「グランヴェル閣下!?」

「どけ、短生種テラン！」

　悲鳴をあげるマルレーとブラントを突つき飛ばしたのは、修道服を纏まとった剣けん士しではない。剣士は高々と噴ふき上がった返り血を浴びて凄せい絶ぜつな微び笑しようを浮うかべている。それを半包囲して牙きばを剝むいたのは、ギィに従っていたスーツの男女だ。

「おのれ、教皇庁！　よくも伯爵を……生かしては帰さん！」

「〝生かしては帰さん〟？　それは俺の台詞せりふだ、化かい物ぶつども」

　死んだ吸血鬼の腕うでを軽く蹴けり、剣士は一つため息をついた。

「こいつも違うか……」

　ギィの手の甲が染しみ一つない白さを保っているのを確認すると、そのまま二の腕で顔面を庇かばうような不思議な姿勢で得物をかまえる。

「お前たちは全員ここで殺す……一匹ぴきも、生かしては帰さん」

「舐なめるなっ！」

　牙を剝いた夜の眷けん属ぞくの間から、怒ど声せいが噴き上がった。小生意気な短生種テランを八つ裂きにすべく、一いつ斉せいにその指の先に鉤爪を伸ばす──だが、気の弱い者ならそれだけで気死しかねぬ光景も剣士の太ふて々ぶてしい表情を変えることはできなかった。ただ、冷たい嗤し笑しようとともにぽつりと呟いただけだ。

「舐めているのは貴様たちだ……よし、いいぞ、ローデンバック」

　次の瞬しゆん間かん、爆ばく発はつ的な勢いで噴き上がったのは真っ白な煙けむりだった──それまで一同から微び妙みように離はなれた位置にいた警官が、新聞紙の入ったカートに火のついたマッチを放ほうり込んだのだ。さらに、若い警官は勢いよく白はく煙えんを噴き上げ始めたカートを吸ヴア血ンパ鬼イアたちの間に思い切り蹴りやった。

「し、しまった、ガスか!?」

　咄とつ嗟さに顔を庇った吸血鬼の一人が悲鳴にも似た声をあげたときには、新聞紙の下に隠かくされていた溶よう剤ざいから発生した強力な催さい涙るいガスは瞬く間に構内に拡ひろがっていた。なまじ優すぐれた嗅きゆう覚かくと視覚を有するだけに、そのダメージは大きい。常人ならば昏こん倒とうしていたであろう刺し激げき臭しゆうに、吸血鬼たちの間から悲鳴があがる。

「……ふん、無様だな、吸血鬼ども」

　簡易型のガスマスクの下で唇を歪ゆがめると、ユーグは嘲ちよう笑しようを吐はき出した。ギィといい、この手下どもといい、これまでで一番手て応ごたえがなかった相手だ。周しゆう到とうに準備を重ねた結果とはいえ、こうもあっさりいくとは思わなかった。

「……ユーグ、何をやっている！　逃にげるぞ！」

　一方、敵手の醜しゆう態たいを嗤わらっていたユーグに声をかけたのは、警官に扮ふんしていたローデンバックだ。機関拳けん銃じゆうを抜ぬき放ちながら、早口で呼びかける。

「ガスは二十秒ももたん……その前にここを離れよう！」

「二十秒ももつのか──」

　吸血鬼たちの醜態を眺ながめていたユーグの目に凄せい惨さんな光が宿った。本来の計画ではガスに紛まぎれて逃とう亡ぼうする予定であったのだが、この程度の連中が相手なら、逃げ出す必要もない。

「ローデンバック、計画変へん更こうだ……こいつらはここで皆みな殺ごろしにしてやる」

「お、おい、ユーグ!?」

　不敵というにはどこか不ふ吉きつ過ぎる響ひびきを湛たたえた剣けん士しの宣言に、その相棒は狼ろう狽ばいしたような声をあげた。が、ユーグの耳には届いていない。剣を無造作に下段に垂らすと、煙の向こうで悶もだえ苦しむ大おお柄がらな黒人の吸ヴア血ンパ鬼イアへと駆かけ寄る。

「や、やめろ、ユーグ！　そいつらにかまわず、逃げるんだ！」

「皆殺しにすれば、逃げる必要などなくなる」

　涙なみだを流して咳せき込んでいる黒人の死角に入りながら、剣士は静かに呟つぶやいた。ようやく敵手の接近に気づいた黒人の目前で長刀を片手上段に振ふり上げながら、嘲ちよう弄ろうと共にその死を宣告する。

「まずはお前からだ……死ね、吸ヴア血ンパ鬼イア」

「!?」

　非情な宣告とともに、冷光が凄せい艶えんな円を描えがいた。もしこのとき、黒人が咄嗟に右腕をあげていなければ、彼の頭は脳天から顎あご下まで斬きり割られていたに違ちがいない。顔の代わりに犠ぎ牲せいとなった腕が血の帯を引いて飛んでいったときには、剣士は一いつ旦たん振り下ろした長刀の刃を百八十度反転させていた。上方を向いた刃を、今度は先とはまったく同じ軌き道どうを反対方向に向けて跳はね上げる。二度目の絶ぜつ叫きようとともに、今度は左腕が肘ひじから切断されて天てん井じように叩きつけられる。

「……とどめだ」

　両腕を失った黒人を見下ろし、ユーグは薄うすく嗤わらった。煉れん獄ごくの炎ほのおのように燃える翠すい瞳とうに恐きよう怖ふに歪んだ相手の顔を映し、それを一刀のもとに両断する──

　異変はその瞬間起こった。

「ぐうっ……!?」

　苦く悶もんに歪んだのは、死を目前にした吸血鬼の顔ではなかった。いましも斬ざん撃げきを放とうとした剣士が小さな悲鳴をこぼしたのだ。攻こう撃げきを受けたのではない。他の吸血鬼たちは、早くも薄くなり始めた煙の間で、ようやく体勢を立て直しつつあるところだ。剣士の顔を苦悶に歪めたのは、彼らとは別の脅きよう威いであった。

「しまった……こんなときに!?」

　己おのが腕を睨にらんだユーグの口をくぐもった怒ど声せいがこぼれた。どこか不自然なまでに白い右腕が小刻みに痙けい攣れんを始めている。いや、それだけではない。まるで筋肉そのものが独立した別の生き物であるかのようにびくびくと蠢うごめき始めているではないか。

「く、くそっ……静まれ！」

「ユ、ユーグ、後ろだ！」

　警告は一瞬遅おそかった──咄嗟に振り返ったユーグの視界に飛び込んできたのは、鋭するどく翻ひるがえった輝かがやきだ。スーツ姿の女吸血鬼がふるった鉤かぎ爪づめは、風を裂さく唸うなりをあげると、常人ならば肉眼で捉とらえることも不可能な速度で剣士の横よこ面つらに襲おそいかかった。

「くっ!?」

　あと半秒も反応が遅おくれていればユーグの顔は真っ二つになっていただろう。反射的にあがった右腕がざっくりと裂け、高分子素材の人工筋肉が無む惨ざんな切り口をみせて露ろ出しゆつする。小さな火花が散ったかと思うと、力を失った指の間から、長刀がこぼれ落ちた。

「──死ね、短生種テラン」

　さきほどのユーグの言葉をそのまま繰くり返したのは、邪じや悪あくなユーモアだったのか。唇くちびるを歪めた女吸血鬼の鉤爪が、今度は左側方から襲いかかった。これはなんとか左手に握にぎった鞘さやで弾はじくも、ユーグの姿勢は完全に崩くずれている。泳ぐように上半身を突つき出した剣士を一いち瞥べつすると、女吸血鬼は脇わきに引いた両手を貫ぬき手てのようにまっすぐに伸のばした。

「とどめだ！」

「…………！」

　殺やられる──防ぐものとてない自分の心臓が、二本の腕うでに串くし刺ざしにされるその感覚をユーグが味わったと思ったそのとき。

「──ユーグ！」

　悲鳴にも似た声とともに、細い影かげが剣士と吸血鬼の間に滑すべり込んできている──胸の悪くなるような音が聞こえたのは、その直後のことだ。

「ロ、ローデンバック……!?」

　友の背中、両肺の裏側あたりから生えた二本の手──鉤爪を生やした吸血鬼の手を、瞬まばたきを忘れた者のように見つめながら、ユーグは呻うめいた。真っ赤に濡ぬれた鉤爪には肺からちぎれたらしい毛細血管が絡からみつき、真っ赤な髪かみの毛のようだ。

「ユ、ユーグ、逃にげろ……」

　まるでうがいでもしているかのような嗄しわがれた声は、弱々しく、今にも消え入りそうだった。それでも最期の力を振り絞しぼって首を捻ひねると、若い検事は剣士に向かって真っ赤に汚よごれた口を開いた。

「逃げろ、ユーグ……今のうちに……！」

　聴きき取りづらい声に連続する銃じゆう声せいが重なったときには、機関拳銃が吐はき出した弾だん丸がんをゼロ距きよ離りで食くらった女吸血鬼は勢いよく吹ふき飛んでいる。同時にローデンバックの背中から鉤爪が消え失うせ、高い血柱が噴ふき上がった。

「ローデンバック……！」

「──触さわるな！」

　反射的に伸ばしたユーグの手は、叩たたきつけるような怒声によって押しとどめられた。

　太陽に照らされた霧きりのように薄れてしまっている催さい涙るいガスの向こうでは、立ち直った吸血鬼たちが次々に立ち上がりつつある。まだ硝しよう煙えんをあげている機関拳銃をそちらに向けたまま、ローデンバックは血に汚れた顔で振り返った。淡あわい金きん髪ぱつの下、透すけるような笑えみを浮うかべてユーグを見やる。

「ここは僕が時間を稼かせぐ……君だけでも行け、ユーグ」

「馬ば鹿かな！　何を言っている、ローデンバック！」

　製作者の〝教授〟はこの義手に鉛なまりでも仕込んだのだろうか──力無く垂れ下がったままの右腕の重みで肩かたが抜ぬけそうになっている。歯を食いしばって激痛に耐たえながら、ユーグは瀕ひん死しの友に怒鳴り返した。
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「逃げるのは君だ！　俺が残る！」

「……あいにく、もう僕はダメみたいだ」

　真っ赤な血──破は裂れつした肺動脈から溢あふれる血を苦しげに吐き出しながら、それでもローデンバックは笑ってみせた。機関拳銃で吸ヴア血ンパ鬼イアたちを牽けん制せいする一方、傍かたわらの壁かべによりかかるように体重を預けながら、小さく囁ささやく。

「これじゃあ逃げられないし、仮に逃げ延のびたとしても、助からない……悪いな、ユーグ。ここから先は一人で行ってくれ」

「だ、だったら俺も──」

「それはダメだ、ユーグ……わかるだろう？」

　若い検事はゆっくりと首を振ふった。

　年ねん齢れいはユーグとさしてかわらぬはずだが、まるで遥はるかに年上の者が若者を窘たしなめるような口調で、一言一言、相手の心に刻みつけるように囁く。

「まだ、ダルザスが残っている。ここで僕らが死んだら誰だれが奴やつを倒たおすんだ？……頼たのむよ、ユーグ。僕を犬死させないでくれ」

「……………………!!」

〝犬死〟──その言葉を聞いた剣けん士しの口を声にならない何かがこぼれた。喘あえぐように短く息を吐くと、おどろに乱れた金髪の下で短く沈ちん黙もくするが、

「…………俺は行く」

　かすれたような声は奇き妙みように平板で、どこか感情を欠いて聞こえた。

「俺は行く。行ってダルザスを倒す──すまん、ジョルジュ」

「ああ、それでこそ君だ……なに、ここは任せろ。奴らは通さん」

　血に汚れた口で咳せき込みつつも、若い検事はかすかに微笑ほほえんだようだった。

　震ふるえる手で機関拳銃を構える一方、大おお股またに走り去ってゆく──そして二度と振り返ることのない剣士の背中に向けてどこかキザっぽい挨あい拶さつを送ってみせる。

「じゃあな、相棒……さよならだ」

　短い挨拶に連続する銃声が重なった。










　　　　Ⅲ




　グラン大・プ広ラス場──ブリュッセル中央部、市の心臓部ともいうべきこの広場は、古来、〝世界で最も美しい広場〟〝豊ほう饒じようなる劇場〟と絶賛されてきた美しい広場である。

　方形のスペースは同盟政府の本部庁舎である〝王の家〟をはじめとして、数多くの歴史的な建築物に囲まれており、ただそこに立つだけでこの街が経てきた時代を実感させるその風格は、ローマのサン・ピエトロ広場やヴェネツィアのサン・マルコ広場などと比べても遜そん色しよくない。

〝白薔ば薇らの家〟──古代、醸じよう造ぞう業者のギルド本部が置かれていたというこの屋や敷しきは、それらの歴史的建築物の中でも南に位置する、比ひ較かく的てき小こ振ぶりで目立たない建物だ。だが、目のある者がここにいれば、その古風な建物のあちこちに潜ひそむ有形無形の監かん視し者しやの存在を見いだすことができたかもしれない。そして、屋敷の周囲にほのかに漂ただよう血の香かおりにも。

　屋敷最上階、書しよ斎さいの執しつ務む卓たくに腰こしを下ろすと、屋敷の主あるじは半月ぶりの我が家を堪たん能のうするかのようにワイングラスに口をつけた。

「ふむ、では片割れは始末したものの、ヴァトーの方は重傷を負いながらも無事に逃げおおせたということか……やれやれ、これは地上に降りてきたのは気が早すぎたかな？」

　机の前で直立不動の姿勢を取った十名あまりの男女を見やって、ダルザスは紫し煙えんをくゆらせた。それからふと、机の上に置かれていた長大な長刀に手を伸のばす。

「一方、こちらはギィを失った……これで〝四伯爵〟も儂わし一人になってしまったな」

「ま、まことに申し訳ございません、御ご前ぜん！」

　優美な曲線を描えがいた白はく刃じんを興味深げに見やっている主に向かって平身低頭してみせたのは、族長を失い、失意の極きわみにあるブリュージュからの客人たちではない。陰いん気きな顔で項うな垂だれている彼らからはやや離はなれた位置で直立不動の姿勢をとっていたブラントだ。

「私どもがついておりながら、みすみすブリュージュ伯はくを賊ぞくの手にかけてしまうとは……私の罪は、まさに万ばん死しに値あたいします！」

「別にお前が気に病やむことはない、ブラント」

　霜しもを思わせる輝かがやきから目を上げると、ダルザスは鷹おう揚ように首を振った。項垂れているブリュージュの同族たちにちらと視線を送りつつ、恐きよう縮しゆくする短生種かちくを宥なだめる。

「ギィの死はまことに残念だが、お前たちに責任はない……すべては例の殺し屋のせいだ。奴はなんとしても捜さがしだし、罪を償つぐなわせてやらねばならんな」

「ヴァ、ヴァトーめが重傷を負っているのは確かです！　現在、警察を総動員しておりますれば、明日までには必ず、捕ほ捉そくしてご覧にいれます」

「ぜひともそう願いたいものだな」

　力強く請うけ負うブラントに頷うなずき返してやると、ダルザスは窓に視線を転じた。

　陽ひが暮れてすでに結構な時間が経たっているというのに、大グラン広・プ場ラスには多くの人ひと影かげが動いている。盛さかんにかがり火が焚たかれる中、櫓やぐらや仮設の舞ぶ台たいが大工や石工たちの手で組まれているのは、明晩から始まるオメガング──古代の王の行列を再現した仮装祭の準備だ。例年、初夏に開かい催さいされるこの祭は、ダルザスが若いときより楽しみにしている数少ないイベントである。

「……ギィがあんな目にあってしまい、儂としても息子を失ったような気がする」

　一つ咳せき払ばらいすると、ダルザスは緩ゆるみかけていた表情に沈ちん鬱うつなものを加えた。本当は、唯ゆい一いつのライバルを無事に排はい除じよし終えた祝しゆく杯はいを挙げたいほどの気分だったのだが、さすがにそれは抑おさえて、いかにも陰気な顔を作ってみせる。

「だが、落ち込んでばかりいるわけにはいかん。早々に、ギィを殺した男を見つけだし、十分な報むくいを与あたえてやるそのときまではな」

「殺し屋の処理は、我々にお任せいただけないでしょうか？」

　嗄しわがれた声で尋たずねたのは、両りよう肘ひじに白い包帯を巻いた黒人だった。夕刻、ヴァトーによって両りよう腕うでを斬きり飛ばされたというその長生種メトセラは、老人に向かって陰いん鬱うつな声で訴うつたえた。

「ブリュージュ伯の仇かたきは、残された我らの手で討うち取りたい……ダルザス卿きよう、どうか我らの志をお汲くみ取り頂きたく」

「ああ、無論だとも。警察が殺し屋を見つけ出したら、その始末は君たちにお任せしよう。存分に主人の仇を討ち果たすがよろしかろう」

　ついでに、二、三人返り討ちにあってくれればなおありがたいんだがな──そんな内心の呟つぶやきはおくびにも出さず、ダルザスは篤とく実じつな表情で申し出を了りよう承しようしてみせた。机の上に長刀を投げ出すと、そこにあったベルを手に取る。

「グランヴェル卿亡なきあとのブリュージュについては、このダルザスがきちんと後見させていただく。諸君は心おきなく、復ふく讐しゆうに励はげみたまえ。とりあえず、今日のところは部屋を用意しておいた。ヴァトーが見つかるまで、鋭えい気きを養やしなっておくのだな……ああ、ブリュージュの兄弟たちを寝しん室しつに案内してさしあげろ。くれぐれも粗そ相そうのないようにな」

　ベルの響ひびきに呼ばれて現れた氏族の者に接待を命じると、ダルザスは再び、グラン・プラスに視線を転じた。ガラスに映った、退室してゆく客人たちに向けてにんまりと笑えみを浮うかべる。

「結局、最後に生き残るのは臆おく病びような男ということだな……この儂のように」

　明日の本番に備えてリハーサルを行っているのであろう。古めかしい衣い装しようで仮装した王おう侯こう貴族や姫ひめ君、神父たちが広場を横切ってゆくのを見下ろし、ダルザスは満足げに紫し煙えんをふかした。

　これまでの人生すべてで言えることだが、ダルザスはけっして正面から勝負を仕し掛かけない男だった。あくまで活動は暗黒街に限り、同盟政府に対してはできるだけその顔をたててきた。教会に対しては手出しせず、教皇庁に喧けん嘩かの口実を与えなかった。なにしろ、たかが短生種テランの殺し屋一匹ぴきを警戒して、空に避ひ難なんしていたほどだ。氏族の中にはそんな族長の弱よわ腰ごしを笑う声さえあった。

　だが、結果を見てみるがいい。

　三人のライバルは死に、教皇庁はこの街から手を引いた。同盟政府はダルザス一人の言いなりだ──いまや、ブリュッセル伯に敵しえる者はどこにもいない。

「……ああ、いや、一人いたか」

　ドブネズミのように逃にげまどっている短生種テランの存在を思い出し、ダルザスは机の上に目を転じた。そこに置かれていた白刃を持ち上げて薄うすく笑う。

　ユーグ・ド・ヴァトー──あの男はローマからの指示を無視して自分をつけ狙ねらっていたようだが、片腕と得物を失ったいまや、それももう出来まい。仮に奴やつが狂きよう気きに駆かられてダルザスに危害を加えようとしても、この〝白薔ば薇らの家〟は三十人からの長生種メトセラと百人以上の短生種テラン、そして遺ロスト失テク技ノロ術ジーの粋すいを尽つくした監かん視し機器によって守られているのだ。それこそ、玄げん関かんをくぐった直後に斬り刻まれるのがオチであろう。

「乾かん杯ぱい──我が栄光のために」

　このうえなく深い満足と愉ゆ悦えつを覚えながら、老人はグラスの中の赤い液体を飲み干した。




「そういえば、ブリュージュ伯のご遺体はどこに？」

「はっ、現在、警察の方に保管させていただいております」

　案内に立ったブリュッセル氏族の若者に対し、ブラントは恭うやうやしく答えた。栗り鼠す顔がおに神しん妙みような哀かなしみを作ってみせる。

「本当は、こちらに運び込みたかったのですが、なにしろ駅であんな騒そう動どうが起こったでしょう？　内密に運び出すのが難しく……一時、モルグの方に保管させていただきました」

「そうですか……しかし、あの方がまさかあんなことになるとは、わからないものですねえ」

「はい、あのヴァトーという男、なかなか油断なりません。ここも、警けい戒かいを密にされた方がよろしいかと」

「ああ、その点についてはご心配はいりませんよ、警視総そう監かん」

　まだ若いその長生種は、やや自じ慢まんげに鼻を膨ふくらませた。ちょうど前を通りがかった扉とびらに顎あごをしゃくり、勿もつ体たいぶった口調で付け加える。

「この屋や敷しきにはあちこちに警備システムが張り巡めぐらされています。御ご前ぜんが莫ばく大だいなお金をつぎ込んだ、極きわめて優ゆう秀しゆうなシステムです。そしてそれらはこの中央管制室で一いつ括かつして制せい御ぎよされ、二十四時間、いかなる侵しん入にゆう者しやも見み逃のがさないようになっています。たとえ長生種メトセラでも、この屋敷に入り込むのは不可能ですね」

「それは素す晴ばらしい……」

　若い同族の自慢話に感かん嘆たんのため息を漏もらしたのは、それまで黙だまりこくっていたブリュージュ氏族の黒人だ。両肘に包帯を巻いたその男は扉の前に立ち止まると、世間話でもするように口を開いた。

「よろしかったら、ちょっと覗のぞかせてもらってもかまいませんか？　ブリュッセル伯はくご自慢のロストテクノロジーを拝見してみたい」

「は、はあ……」

　黒人の申し出に若い長生種はわずかに口ごもったが、ほどなく素直に頷うなずいた。なにしろ客人は歓かん待たいするように族長に命じられていたし、自分から自慢を始めてしまった手前もある。

「では、どうぞこちらに……ただし、機器には手を触ふれないようにお願いしますよ」

　合あい鍵かぎを使って厚い鉄てつ扉ぴを開けると、若い長生種は客人たちを室内に招じ入れた。真空管を利用したモニター画面に見入っていた短生種テランたちが何事かと振ふり返ったが、顔見知りの長生種が軽く頷いてやると安心したように画面に向き直る。

「ほう、これはたいしたものだ……これだけのシステムを揃そろえるのは並なみ大たい抵ていのことではなかったでしょう？　ブリュッセルの富とは素晴らしいものですね」

「この部屋だけでも、ちょっとした国家予算に近い金がかかっているんですよ」

　感心したようにモニターを見やっている黒人の感想に、若い長生種は低めた声で応じた。

「ご存じのように、御前は用心深い方ですから。こういうところにかける金は惜おしまれません」

「なるほど、そのようですな。しかし、どんなに優すぐれたシステムも、しょせん運用する者次し第だいです……お前たち程度の連中が仕切っているのであれば、宝の持ち腐ぐされというやつだ」

　恭しい応答に急に嘲ちよう弄ろうの響きが混じったことを訝いぶかしむ間もなかったろう。黒人の手が一いつ閃せんしたときには、肘ひじの包帯を破って突つき出した鋭するどい刃はが、若い長生種の喉のど首くびを搔かき切っている。

「…………!?」

　甲かん高だかい笛の音にも似た異音が奇き怪かいな口こう腔こうのように割れた喉のどからこぼれた。傷そのものは、直後、再生を始めているが、翻ひるがえった刃は身を折った犠ぎ牲せい者しやの後頭部を鋭く抉えぐり、長生種にとって数少ない急所である延えん髄ずいを完全に破は壊かいしてしまっている。

「ちょ、ちょっと！　あんたら、いったい何を騒さわいで……!?」

　背後の騒ぎにようやく気づいた監かん視し員いんたちが振り返った。彼らの位置からは、若い長生種の身に何が生じたものかまだ見えてないらしい。腰こしを浮うかせると、訝しげに尋たずねてこようとする。だが直後、彼らもまた絶ぜつ叫きようをあげて血の海に沈しずんでいた。

「確かに反応が遅おそいですな──あと半秒は素早く行動できねば、合格点はあげられない」

　まだ硝しよう煙えんを上げている小型拳けん銃じゆうを掲かかげたまま皮肉っぽく呟つぶやいたのは、ブラントだ。顔に似合わず射しや撃げき大会での優勝経験を持つ警察官かん僚りようは、心臓や眉み間けんを撃うち抜ぬかれて息絶えた監視員たちをおしのけると、コンソールの前に座った。卓たく上じようにならんだスイッチを次々とオフにしてゆく。

「これでよしと……ボッシュ、監視システムは潰つぶしたぞ」

「よくやった、ブラント。では、皆みな、仕事にかかるとするか」

　ボッシュと呼ばれた黒人はにやりと笑った。複雑に枝を生やした大型ナイフを両手に弄もてあそびながら、従っていた長生種たちに素早く指示を下す。

「各員の制圧担当フロアは所期の計画どおりだ。ただし、ダルザス本人には絶対に手を出すなよ……俺は外に戻もどってあの方をお呼びしてくる」

〈──僕なら、もう来ている〉

　静かな声が聞こえたときには、それまで閉まっていた鉄扉が音もなく開いている。その向こうから姿を現したのは、室内の者たちと同様、地味なスーツ姿の男女だ。十名ほどの男女の先頭に立つのはやはり背広を纏まとった中背の男だったが、この男のファッションだけは他の者と際きわだって異なる特色があった──薄うすい仮面が、金きん髪ぱつの下に貼はり付いていたのだ。

　素早く直立不動の姿勢を取った一同を見み渡わたすと、仮面の男は静かに頷いた。

「ご苦労だった、ボッシュ、ブラント……だが、予定より三十秒遅おくれている。制圧を急いでくれ」

「かしこまりました！」

　静かな中にどこか逆らい難がたいものを湛たたえた男の指示に従い、二十人近い長生種メトセラと一人の短生種テランは素早く次のフェイズに行動を移している。

　一方、早足に出てゆく一同の背中を仮面の男は無言のまま見送っていたが、ふと何かに気づいたようにコンソールに近づいた。白い蘭らんの入いれ墨ずみが入った手を伸のばし、数多く並んだスイッチの中から慎しん重ちように一つだけを選んで弾はじく。

「ふむ、どうやら、彼も到とう着ちやくしたようだな……思ったより早かったじゃないか」

　羽虫のような音とともに灯ともった画面を見つめる男の口から小さな微び苦く笑しようがこぼれた。

　白と黒の粗あらい画面の中に映っていたのは正面玄げん関かん前の情景だ。盛さかんに焚たかれる篝かがり火びの粒りゆう子しの間を仮装した人ひと影かげが黒い影となっていくつも往来している。だが、仮面の奥にある藤ふじ色いろの瞳ひとみが見つめていたのはその中のたった一つ──ぼろぼろになった僧そう衣いを纏った幽ゆう鬼きのような影だ。

　身みの丈たけほどもある鉄棒を左ひだり腕うでに握にぎりしめ、夜風に右みぎ袖そでを翻して歩き始めたその男をどこか愛めでるように見やって、仮面の男はもう一度だけ小さく笑った。

「さあ、君の望み通り、復ふく讐しゆうの舞ぶ台たいは調ととのえてあげたぞ……早く、ここまで上がって来るがいい、〝ソードダンサー〟」
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　二、三度瞬またたいたかと思うと、アーク灯の光はふっと消えた。垂れ込めた薄うす闇やみの中、息を吹ふき返す気配もない。

「……停電か？」

　ギィの葬そう儀ぎで読み上げる予定の弔ちよう辞じを記したメモから上げた顔を、ダルザスはしかめた。伊だ達て眼鏡めがねをとって、天てん井じようのシャンデリアを見やる。

　一いつ般ぱん家庭の照明はまだまだガス灯が主流のこの時代にあって、ここ〝白薔ば薇らの家〟は自家発電による電気照明を完備していた。百人近い短生種の使用人たちのために、ダルザスが大枚はたいて導入したものだ。しかし、どうも発電機の調子が悪くなってきているのか、ここのところ、しばしば停電しては小さな騒ぎの種となる。

「そろそろ、買い替かえどきかな？」

　もっともこの程度の闇やみなど、長生種の暗視能力にとってはいかほどのものではない。祭のリハーサルも終わったのか、人気も無くなった広場のガス灯が窓から射さし込む中、ダルザスはもう一度、メモに目を戻した。最前、発見した文法上の誤りを訂てい正せいしようとして──はたと異常に気づく。

　どうして、こんなに屋や敷しきの中が静かなのだ？

　長生種メトセラはともかく、停電のたびに短生種テランどもは大おお騒さわぎしていた。それがなぜ、今夜に限ってはおとなしいのか？

「おい、短生種どもは何をしているのだ？　早く、明かりを点つけさせろ」

　ダルザスは卓上の呼よび鈴りんを振ふると、隣りん室しつに控ひかえているはずの若い同族たちに声をかけた──だが、答えはない。闇と静せい寂じやくは依い然ぜん、重苦しく垂れ込めている。

「誰だれかおらんのか？」

　ダルザスはやや声を荒あらげた。舌打ちして椅い子すを立つと、隣室の扉とびらを乱暴に押し開ける。だが、そこにあったのも静かな闇だけだ。

　常時、二名の同族と四名の短生種が詰つめているはずの控え室に人気はなかった。ただ、つい今の今まで人がいた証あかしに、テーブルの上には飲みさしのコーヒーカップが二つ、置いてある。伏ふせられたカードは、ポーカーにでも興じていたのだろうか。

「奴やつら、どこに行きおったのだ？」

　まだ湯気があがっているカップを見下ろし、ダルザスは用心深げな顔になった。短生種どもはともかく、同族たちがダルザスに無断で持ち場を離はなれるというのは考えにくい。何か、異常事態が起こったのだろうか？　片手に提さげたままだった長刀を握り直すと、老長生種は廊ろう下かへと続く扉にそっと手を伸ばした──

　青い闇の降りた廊下は静かだった。どこかで時計が時を刻む規則的な音を除けば、まるで墓場のような静寂が垂れ込めている。照明も相変わらず復旧する気配を見せない。だから、ダルザスがふと天井を仰あおぎ見たのは、明かりを求めてのことではない。ふとその鼻び腔こうを、鉄てつ錆さびにも似た異い臭しゆうがくすぐったからだ──血の匂におい。

「……ぬうっ!?」

　そこに磔はりつけになっていたモノを目もく撃げきした瞬しゆん間かん、三百年近い時を閲けみしてきた老吸ヴア血ンパ鬼イアの喉のどからくぐもった音がこぼれた。

　さすがに悲鳴をあげるのは堪こらえたものの、限りなくそれに近い声を漏もらして、一歩後ずさる。そんな族長の姿を濁にごった死者の瞳に映していたのは、ついさっきまで隣室にいたはずの二人の同族の変わり果てた姿だ。

　ばっくりと割られた胸が肋あばら骨ぼねを剝むき出しにしているのを見て、ダルザスは危あやうく吐はきそうになった。赤黒い穴の中には何もない。心臓を抉えぐり抜ぬかれては、さすがの長生種も死は免まぬかれないだろう。

「なんだこれは!?　いったい、何が起こった!?」

　惨さん状じように吐き気を堪えながらも、ダルザスは素す早ばやく廊下を見回した。氏族の者たちはいったい何をやっていた!?　屋敷中に張り巡めぐらせた電子の目は、どうしてこの惨さん劇げきを見み逃のがしたのか!?　いやそもそも、この奇き怪かいなオブジェを作った者はまだこの近くにいるのか──

「──ティエリー・ダルザスだな、〝四カウン伯ト・フ爵オー〟の」

　青ざめた死にも似た声が、混乱する長生種メトセラの背中を叩たたいた。

　振り返れば、廊下の向こう、背の高い影が青闇の中にひっそりと佇たたずんでいる。長い鉄棒を左手に握った若い男だ。見る影もないほどぼろぼろになった僧衣を纏まとい、その右みぎ腕うでは肘ひじから先が頼たよりなく揺ゆれている。

　淡あわい金きん髪ぱつの下で燃えている翡ひ翠すい色の瞳をダルザスが直接見るのは初めてだった。だが、男にしておくにはもったいないほどの美び貌ぼうは、すでに資料で何度も見知っている。

「ユーグ・ド・ヴァトー！　貴様かッ!?」

「…………」

　凍こおりついたような沈ちん黙もくの中、青白い殺意が奔ほん騰とうした。

　無言のまま鉄棒を掲かかげた神父が廊下を蹴けったのだ。直後、幽ゆう鬼きのようなその影かげが長い廊下を疾しつ走そうしてくる。構えも何もない。まるで相手に避よけられることなど考えていないかのようにかざした鉄棒を、立ちすくむ老人に向けて無造作に旋せん回かいさせる。その動きはあまりに原始的であるがゆえに獰どう猛もうで、百ひやく戦せん錬れん磨まのダルザスを総毛立たせるに十分だった。

「こ、こいつ、どうやってここまで入ってきたのだ!?」

　死そのもののような音をあげて旋回した凶きよう器きを長刀でかろうじて弾はじき返しつつ、ダルザスは聞いても詮せん無なきことを口走った。いったい、監かん視しの目は、そして邸てい内ないの長生種どうぞくと短生種かちくたちは何をやっていたというのだ!?

　無論、答えなど返ってこない。剣けん士しは弾かれた鉄棒を無言のまま手元に引くと、それを手首の動きだけで翻ひるがえした。自重と慣性を利用して、ダルザスの脳天めがけて無造作に振り下ろす──長生種の反射神経からすれば、それはあまりに緩かん慢まんな一いち撃げきである。にも拘かかわらず、まったく無む駄だのないその動きはダルザスの予想外の速さで迫っていた。かろうじて回かい避ひには成功したものの、鉄棒の先せん端たんがかすめた老人の頰ほおはザクロのように弾けている。

「……おのれ、短生種テラン風ふ情ぜいがッ！」

　頰に走った激痛と目の前に飛散した己おのが血が、老長生種の凶きよう暴ぼうな野生を目覚めさせた。

　悪あつ鬼きの表情で咆ほう哮こうすると、手にした長刀を降ごう魔まの利り剣けんであるかのごとく打うち振ふるう。

「調子に乗るなよ、猿さるッ！」

　横よこ殴なぐりに払はらった長刀は、神父の顔面を左側方から襲おそった。神父が鉄棒を跳はね上げるタイミングをあと半瞬でも誤っていれば、白はく刃じんは彼の頭部を斬きり割っていたに違ちがいない。鋼こう刃じんと鉄棒が絡からみ合って、ぞっとするような音をあげる中、神父は仁に王おう立だちになって吸血鬼の怪かい力りきをしのごうとした。が、やはり力勝負で人間が敵かなうはずがない。のけぞった体のバランスが微び妙みように崩くずれる。

　一方、そのわずかな隙すきをダルザスは見逃さなかった。鋭するどい呼気とともに鞭むちのように撓しなった左ひだり脚あしを跳ね上げると、体勢を立て直そうとしていた剣士の右側頭部こめかみに襲いかかったのだ。このときユーグが鉄棒を手元に引いてこれをブロックしていなければ、彼の頭は赤絵具を満たした風船のように弾け飛んでいただろう──だが、この見事な防ぼう御ぎよも彼の死を数秒先に延ばしただけと見えた。鉄の軋きしむ嫌いやな音があがったときには、鉄棒は神父の手から弾かれている。唯ゆい一いつの得物を失い、完全に無防備な姿を曝さらした敵手の姿に、ダルザスは勝利を確信した。

「死ねぃ、ヴァトー！」

「〝剣にオムネスより・エニムて生・クイ・くるアケペリ者はントント……〟」

　だが、風を巻いて長刀ブレードが繰くり出された瞬間、立ち上ったのは鮮あざやかな血の霧きりと暗い呪じゆ詛そのような声だった。必殺の一撃は、剣士が顔の前に翳かざした短い刃やいばによって受け止められていたのだ。幻まぼろしのように現れたそれが、さきほど弾かれた鉄棒から引き出されていた小こ太だ刀ちだとダルザスが悟さとるよりも早く、禍まが々まがしい嗤し笑しようを浮うかべた剣士の体は下方に向かって沈しずんでいる。

「〝剣にグラデイよりウム・グてラデイ滅びオ・ペリぬブント〟──エィメン!!」

「…………ッ！」

　下方から跳ね上がった細刃を、バランスを崩したダルザスは避よけきれなかった。

　左ひだり脇わき腹ばらから、心臓をかすめて右みぎ肩かたまで──逆袈け裟さに開いた裂れつ傷しようから血柱を噴ふき上げ、後方にもんどり打って倒たおれている。

「お！……がっ！」

　短生種テランならば即そく死ししていただろう。長生種メトセラの生命力はかろうじて死の顎あぎとの間からダルザスの命を救い上げた。とはいえ、そのダメージが吸ヴア血ンパ鬼イアにとってさえ耐たえ難いものであったことは変わらない。長刀を取り落としながら、ダルザスは苦鳴をあげようとして──できなかった。

「…………!!」

　激しい衝しよう撃げきとともに、剝むき出しになった肺が踏ふみつけられたのだ。血けつ泡ぽうが勢いよく飛び散り、白目を剝いた老人は声さえあげられずに悶もだえた。しかし、彼の胸を踏みつけた男の方は、そんな老人の惨状に同情を示したりはしない。無言のまま、小太刀を逆しまに垂れただけだ。

「死ね、ダルザス」

「……ま、待て、ヴァトー！　儂わしの話を聞け！」

　肺の中にかろうじて空気を取り入れると、ダルザスは蚊かの鳴くような声で呻うめいた。翠すい瞳とうだけを不気味に輝かがやかせている剣士に向けて、懸けん命めいに訴うつたえる。

「アムステルダムの一件──旧アウデ教・ケ会ルクの司祭殺しは儂とは関係ない！　本当だ！」

「〝関係ない〟──だから？」

　剣士の唇くちびるをこぼれた声はひび割れてはいたが、おぞましいほどに静かだった。

「誰だれが、そんなくだらない理由でお前を殺すと言った？」

「ち、違ちがうのか？」

　およそ生気や感情の欠片かけらもない剣けん士しの顔を見上げたまま、ダルザスは訝いぶかしむように声をひそめた。だが、とにかく時間を稼かせいで、氏族の者たちが駆かけつけてくるのを待たねばならない。必死で話の接つぎ穂ほを探す。

「な、ならば、十年前のヴァトー家滅めつ亡ぼうの一件か？　あれも儂とは関かかわりないところで起こったことだ。お前の館やかたを襲ったのは儂じゃない。あの襲しゆう撃げきを指揮していたのはブリュージュ伯はく──ギィだ！」

「……ブリュージュ伯だと？」

　ガラス玉のように光っていた瞳ひとみにかすかな感情が揺ゆれた。老吸血鬼に突つきつけた剣はそのまま、軋るような声を押し出す。

「ギィ──ギィ・ド・グランヴェル、あいつがやったのか？」

「そ、そうだ。計画の立案から現場の指揮まで……全部、あいつ一人でやった。儂はあとでそれを聞かされただけだ！」

「ブリュージュ伯が……」

　夕方屠ほふった男のことを考えているのだろうか？　剣士はふと遠い目になったようだった。

　復ふく讐しゆうの対象をそうと知らぬままに殺してしまっていたのを、何かとてつもない理り不ふ尽じんなことであるかのように眉まゆをひそめる──しかし、それも長いことではなかった。突とつ然ぜん、その唇を醜みにくく歪ゆがめると、何がそんなにおかしいのかくつくつと喉のどを鳴らして笑い始めたではないか。

「そうか……俺の復讐はあのとき終わっていたのか……こいつはお笑いだ」

「そ、その通りだ……だから、儂は関係ない……」

　卑ひ屈くつですらある愛想笑いを皺しわ深ぶかい顔に浮かべて、ダルザスは相手を宥なだめるような口調を作った。腹の出血はすでに止まっていたが、まだ激しい動きはできない。いま少しの時間を稼がねば──

「ヴァトー君、どうやら我々の間には不幸な誤解があったんじゃないかと思う。そこで提案なんだが、どうだろう？　お互たがい、少し冷静になって話し合ってみないか？　君は一族をギィに殺されたわけだが、今夜、君も儂の氏族の者を殺した。これでお互いさまだろう？　ギィ亡なき今、我々が殺し合う必要がどこにある？」

「……一つ、聞きたいことがある」

　老ろう獪かいな長生種メトセラの策略が功を奏したのだろうか？　それまで、凍こおりついたような光を浮うかべていた翠瞳に、別の何かが浮かび上がってきた。相変わらずその声は凍いてついたままだったが、どこか、それまでとは違ちがう響ひびきがそこには混じっている。

「返事次し第だいでは、もう少しだけ、殺すのを先に延ばしてやってもいい……十年前のあのとき、ヴァトー家の娘むすめがさらわれた。彼女はどこだ？　まだ生きているのか？」

　小太刀の切っ先をわずかに引いて、ユーグは低い声を押し出した。頭の中に残っている情景を見つめ直すように目を細め、汲くみ出した記き憶おくを言葉に変える。

「さらっていった奴やつの顔は見ていない。そいつは仮面をつけていたからな……だが、栗くり色いろの髪かみに藤ふじ色いろの目をしていたのは覚えている。そして、そう──花の入いれ墨ずみが手の甲こうに入っていた」

「栗色の髪と藤色の目……それに花の入れ墨だと？」

　ダルザスがさも意外げな声を出したのは、あながち相手を油断させようという企たくらみからだけではなかった。神父の言葉に半ば本気で驚おどろきながら、答えを与あたえる。

「そいつはギィだ──ギィ・ド・グランヴェル。君が今夜殺した男だよ。気づかなかったのか？」

「……なに？」

　そして、ダルザスの表情を脅きよう迫はく者しやもまた共有していた。訝しげに眉をひそめると、ユーグはやや声を荒あらげた。

「馬ば鹿かなことを言うな。ブリュージュ伯に入れ墨などなかった……俺をからかっているのか、ダルザス？　それとも、何か誤ご魔ま化かしたいことでもあるのか？」

「からかってなどおらん！　君の妹をさらったのはギィだ！　入れ墨がなかっただと？　何の話だ？」

　老人の抗こう弁べんにユーグは顔を曇くもらせた。苛いら立だたしげに反はん駁ばくしようとして──ふと何かに思い当たったような光を瞳に走らせる。

「待て……そう言えば、さっき、お前は妙みようなことを言ったな？　〝今夜、君も儂わしの氏族の者を殺した〟──何の話だ？　俺がレイノーを殺したのは三日も前だぞ？」

「上を見てみろ！」

　今度はダルザスが憤いきどおる番だった。ようやく動かせるようになった指を弱々しく天てん井じように向けて喚わめく。

「うちの若い者をあんな惨むごたらしく殺しおって……そらとぼけるつもりか？」

「あれは俺じゃない。俺がここに来たとき、すでにあの男はあそこで死んでいた──いや、あの男だけじゃない。この屋や敷しきに入ってからこちら、あちこちであんな死体を見つけた。てっきり内部抗こう争そうか何かかと思っていたんだが……」

　ユーグは何か考え込むような表情になった。その表情のまま、小こ太だ刀ちの切っ先を持ち上げる。

「……立て、ダルザス」

　背中を伸のばすと、胸の傷を再生中の長生種メトセラに剣士は命じた。小太刀はいつでも旋せん回かいさせられるよう肩かたの力を抜ぬいたまま、短く告げる。

「お前を殺すのはもう少し先にしてやる。どうも、話がおかしい……俺もお前も、何か妙なことに巻き込まれているような気がする」

「妙なこと？　妙なこととはなんだ？」

「わからん。だが──」

　陰いん気きな口調で分ぶん析せきを続けようとしていた神父の声がふと途と切ぎれた。

　後方、かすかな風鳴りの音が聴ちよう覚かくに触ふれたときには、その長身はまるで機械のような精確さで身を捻ひねっている。その刹せつ那な、神父の頰ほおをかすめて過ぎ去ったのは短くも鋭するどい輝かがやきを宿した何かだ。

「しまった……ダルザス!?」

　己おのれの迂う闊かつさにユーグが舌打ちしたときには、絞しめ殺される烏からすのような声をあげてのけぞった吸ヴア血ンパ鬼イアの口からは勢いよく血泡が噴ふき出している。喉を搔かきむしる指の間から突つき出していたのは、銀の太矢クオレルだ。傷口の周囲からうっすら煙けむりがあがっているのは、矢や柄がらの中に硝しよう酸さん銀ぎん溶よう液えきが仕込まれていたものらしい──致ち命めい傷しようだった。

「……こんばんは、ブリュッセル伯はく。そしてヴァトー君」

　穏おだやかな声が廊ろう下かに響いたのはそのときだった。

　いつの間に現れたのだろう？　廊下の向こうに複数の影かげがうっそりと立っている。二十人ほどの地味なスーツ姿の男女──その中央に立っていた男は、たった今、太矢を放った石弓を肩に担かつぐと優ゆう雅がに一礼して見せた。

「お招きに預かり、参上いたしましたよ、ブリュッセル伯──お出で迎むかえがなかったので、勝手に入り込ませていただきましたが、よろしかったでしょうか？」

「ぞ、ぞの声は……ギィ！　貴様が!?」

　ごぼごぼと血泡をふきこぼす老人の口から、驚きよう愕がくと怒いかりの声がこぼれた。ほとんど機能を喪そう失しつしかけている声帯を懸けん命めいに操あやつり、相手の名を口にする。

「ギィ、お、お前はヴァトーに殺されたはずでは──」

「ああ、あれは替かえ玉だまですよ。なにしろそう見せかけないと、次は私があなたに殺されていたでしょうからね、ダルザス卿きよう」

　男の声に辛しん辣らつな嘲ちよう笑しようが混じったが、その表情はいささかも変わらなかった。というのも、彼の顔は薄うすい仮面に覆おおわれていたからだ。その代わり、切れ込みの奥で藤色の目が楽しげに細まる。

「ダルザス卿、あなたは私とユーグを嚙かみ合わせ、そのあとで生き残った方を始末する予定だったんでしょう？　実にあなたらしい姑こ息そくな手ですね。もっともそのお陰かげで、こうして私も本来の目的を達成できたわけですから文句をつける筋合いでもありませんが……アムステルダム伯やアントワープ伯同様、あなたもよく踊おどってくださいました」

「ギィ……貴様……貴様ば……」

　嘲ちよう弄ろうに対し、ダルザスはひび割れた声をこぼした。凄すさまじいまでの憎ぞう悪おを視線にこめ、折れ曲がった指を仮面の男に向けようとする──だが、二度目の咳せきの発作がそれを許さなかった。激しく咳せき込んだその体は弓なりに反り返ると、まるでスイッチでも切れたように動かなくなる。

　それが〝四カウン伯ト・フ爵オー〟のトップ──ティエリー・ダルザスの最期だった。

「呆あつ気けないものだな……この程度の男が今の今までのさばっていたのか？」

　滴したたるような侮ぶ蔑べつをこめた呟つぶやきは、仮面の奥から聞こえた。石弓を担いだままだった男が、興ざめたように首を振ふったのだ。無念の形相も凄まじい老人の死に顔に男は藤ふじ色いろの目を落としていたが、ふと思い出したように老人の側そばで立ちつくしたままの剣けん士しに視線を移す。

「やあ、ユーグ。君には礼を言わなくちゃいけないな。君がダルザスの注意を引きつけてくれていたお陰で、こちらの動きをまったく気取られずに済んだ。ご苦労だったね」

「……貴様がギィか？」

　鋼鉄が軋きしるような声が、隻せき腕わんの剣士からこぼれた。小太刀を握にぎったままの指に力をこめながら、もう一度尋たずねる。

「ブリュージュ伯ギィ・ド・グランヴェルは貴様か？」

「ああ、そうだよ。僕がギィ──君の一族を滅ほろぼした男だ」

　別段、誇ほこるでもなく、また恐おそれるでもなく、仮面の男は我が名を口に乗のせた。石弓を弄もてあそびながら、淡たん々たんと答える。

「十年前、君の城を焼き、君の家族を殺し、君の腕うでを奪うばった──すべて、僕がやったことだ」

「……………………!!」

　声にならぬ絶ぜつ叫きようが、剣士の喉のどをほとばしった。

　血走った目を限界まで見開き、小太刀を掲かかげて廊下を疾しつ駆くするその姿は青ざめた獣けものそのものだ。その迫はく力りよくを前に、仮面の男に付き添そっていたスーツ姿の黒人が咄とつ嗟さに主人の盾たてとなって立ちはだかろうとするが、

「いいんだ、ボッシュ──彼の相手は僕がする」

　忠実な家臣を身み振ぶり一つで退さがらせると、ギィは手にした石弓を指先で回転させた。槍やりのように肩の上でそれを構えるや、迫はく撃げきする剣けん鬼きに向けて勢いよく投げつけたのだ。

　だが、拳けん銃じゆう弾だんなみのスピードで飛来した石弓を、剣鬼は避よけなかった。代わりに一声吼ほえると小太刀を旋回させ、真っ二つに切り裂さく。その勢いを殺さぬまま突とつ進しんした先は、石弓を投げた手を腰こしの細剣レイピアにかけたばかりの仮面の男だ。

「ギイィィィィィッ!!」

　嗄しわがれた怒ど声せいとともに、白光が一いつ閃せんした。

　金属と金属が衝しよう突とつし、灼やける嫌いやな音が廊下に響ひびき渡わたったそのときには、腰の細剣レイピアを抜ぬき払はらったギィと、それに払われた小太刀をかざしたユーグは互たがいに反発しあう磁石のように距きよ離りをとっていた。軽く両足を開いて立つギィに対し、払われたユーグは側面の壁へき面めんに猫ねこのように身を丸めて降り立っている──そして、次の瞬しゆん間かん、二人の剣士は低い気合いとともにその足場を蹴けった。

「──伯爵閣下！」

　二つの白光が交こう錯さくした瞬間、スーツ姿の黒人の口から悲鳴のような声があがった。

　仮面の剣士が突つき込んだ細剣レイピアを剣士の小こ太だ刀ちがへし折ったのだ。胸の悪くなる音をあげて旋せん回かいした小太刀は空中で翻ひるがえると、そのまま、ギィの顔面を真っ向から斬きり割っている。

「…………!?」

　だが、くぐもった苦鳴はユーグの口からこぼれた。

　窓に向かってよろよろとよろめいた隻腕の剣士の腹に、細い輝かがやきが突き立っている。へし折った細剣の刃はがそこを貫つらぬいていたのだ。唇くちびるからこぼれた血がどす黒かったのは、肝かん臓ぞうか脾ひ臓ぞうに深刻な傷を負っていたからに違ちがいない。

「そんな……なんだ、これは!?」

　にも拘かかわらず、ユーグの口からこぼれたのは苦痛の呻うめきではなかった。狂くるおしい復ふく讐しゆうの光を失ったその翠瞳は、閉じることを忘れたように大きく瞠みはられて敵手の顔を見つめている。

　一方、そんな神父の驚きよう愕がくを楽しむような笑い声をあげたのは、顔面を断たち割られたはずのギィだった。ブリュージュ伯は、真っ二つに割られた仮面の下から現れた白い顔に穏おだやかな笑えみを湛たたえて敵手を見やった。

「やあ、ユーグ。どうしたんだい、そんな顔をして？　傷が痛むのか？」

「う、噓うそだ、噓だ……」

　この十年間、常に復讐の色を湛えてきた瞳ひとみを絶望に濁にごらせ、ユーグは嗄れた声を押し出した。現実そのものを拒きよ絶ぜつするかのように激しく首を振る。
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「噓だ……噓だ！」

「噓ってどのことだろう、我が友よ？」

　必死で現実を拒こばもうとする神父に、ギィは尋ねた。その誠実み溢あふれる声は、二週間前、初めてユーグと会ったときからずっと変わらぬものだ。同僚トレスの粛しゆく清せいから彼を救ったとき、差し伸のべられた手を拒む彼を叱しつ咤たしたとき、そして命がけで吸ヴア血ンパ鬼イアたちの前に立ちふさがり、友を復讐の旅に赴おもむかせたとき──

　ローデンバックと名乗っていた男は、金きん髪ぱつの鬘かつらを取って栗くり毛げを一つ揺ゆすると、実直な表情でユーグに問いかけた。

「君の言う噓とは、僕が偽ぎ名めいを使って君に近づいたことかな？　それとも検事だって名乗ってたことかな？……ああ、そうか、あれだ。十年前のあの夜、僕が君の妹──アニエスちゃんを連れて行ったことを怒おこってるんだね？」

　若者──ギィ・ド・グランヴェルは悪戯いたずらを友人に見み咎とがめられた子供のように、頭を搔かいた。それから、藤ふじ色いろの瞳に浮うかぶ愉ゆ快かいげな光は絶やすことなく、かすかに笑いに震ふるえる声だけは面めん目ぼくなさげに弁解してみせる。

「悪かったね、ユーグ。せめて妹さんだけでも君に返してあげたいんだけど、それはちょっと無理でね……実はあの夜のうちに、僕らは彼女で祝しゆく杯はいをあげた。とても美味しかったよ」

「……………………!!」

　涼すずしげに笑う藤色の瞳──それが映した己おのが顔に向かって、剣けん士しは吼えた。

　世界のすべてを呪のろう、血の歌を吼えた。
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「やあ、イクス神父。ここだよ」

　トレス・イクスがブリュガレ・ッセルセント中央駅ラーレの国際線ホームに到とう着ちやくしたとき、〝教授〟は一服していたところだった。のんびりとトランクに腰を下ろしたまま、無愛想な顔で階段を昇のぼってきた同僚に手を振ふってみせる。

「おや、珍めずらしく怪け我がしてないねえ？　なんでも、僕の留守中、ローマの方はずいぶんと楽しいことになっていたそうじゃないか。結局、デステ大司教は確保できたのかね？」

「否ネガ定テイヴ──〝沈ちん黙もくの声〟事件における首しゆ謀ぼう者しやアルフォンソ・デステは現在も逃とう亡ぼう中だ」

　数日前、駅で手配中のテロリストが起こした殺人事件の影えい響きようだろうか？　ホームのあちこちに制服姿の警官が立っている。それらの位置をさりげなく確かく認にんしつつ、トレスは正確無比な答えを返した。

「二時間前、ナイトロード神父がケルンに赴おもむき、現地の情報提供者と接せつ触しよくを開始している。本格的な捜そう査さはそのあとになると予測される」

「やれやれ、つまらない仕事が回って来ないといいんだがねえ。実は、ヒスパニアの事件でも、シンジケートが使っていた密室誘ゆう拐かいトリックをごく初期の段階でうっかり解き明かしてしまってねえ。あとはつまらない事務仕事になってしまったよ……ああ、誰だれか、この灰色の脳のう細さい胞ぼうに真っ正面から挑ちよう戦せんしてくる男気ある犯罪者はいないものかねえ？　これじゃ宝の持もち腐ぐされだ」

　いかにもうんざりした顔で、〝教授〟はパイプの灰を携けい帯たい式の灰皿に落とした。

　なにしろつい昨日まで、ヒスパニアにおいて人身売買シンジケートを一つ、壊かい滅めつさせていたところなのだ。ようやく事件を解決してローマに戻もどろうとしていた矢先に四都市同盟での別作戦を命じられたとなれば、彼ならずとも不平のひとつもこぼしたくなるところだろう。深いため息とともにパイプをしまうと、教皇庁きっての碩せき学がくは裾すそを払はらって立ち上がった。

「ま、いた仕方ない。これも浮き世の義理と割り切るかね……それで、現在の状じよう況きようはどうなっているのかな、神フアー父ザートレス？　我が不ふ肖しようの弟で子しはまだ生きているのかね？」

「ヴァトーの安否ならびに任務の詳しよう細さいについては、全員が揃そろってから説ブリーフ明イングする予定だ」

　ちょうどホームに入ってきた列車をガラスの瞳で眺ながめながら、トレスは無表情に応じた。車両側面のプレート表示でプラーク発ユーバー・ベルリン経由の特急列車であることを確認すると、機械的な歩調でそちらに歩き始める。

「今回の任務──ユーグ・ド・ヴァトーの確保と〝四カウン伯ト・フ爵オー〟の壊滅作戦には派は遣けん執しつ行こう官かん三名が投入されている。各員が緊きん密みつな協力態勢のもとに動くようにとの、ミラノ公からの命令オーダーだ」

「三人？　はて、あと一人は誰が──」

　訝いぶかしむように相手の発言を確認しようとした〝教授〟を遮さえぎったのは、停車した機関車から蒸気の漏もれる甲かん高だかい音だった。重々しい音をあげて二等客室の扉とびらが開く。その向こうに佇たたずんでいた人ひと影かげを何の気なしに見上げた〝教授〟だったが、相手の顔を認めた途と端たんに片かた眉まゆが勢いよくあがった。

「なるほどね、彼が三人目か──相変わらず、ミラノ公の人選は的確だな」

「……やあ、ウィリアム、お久しぶりです。元気そうですね。神父トレスも。この前お会いしたのがクラクフでしたから、ざっと一年ぶりでしたか？」

　二等車両からは、いかにも粗そ末まつな身なりの乗客たちが長旅に疲つかれた顔でタラップを降りてくる。そんな彼らの最さい後こう尾びについて現れた人物──瘦やせた顔に禁欲的な表情を浮かべたその神父は、出で迎むかえの二人を見やって、いかにも懐なつかしげな微び笑しようとともに一礼した。

「派遣執行官〝ノーフェイス〟──ヴァーツラフ・ハヴェル神父、ただいま着任しました」


トリニティ・ブラッド外伝　　　　　

ＨＯＷＬ ＯＮ ＴＨＥ ＥＤＧＥ（完）









　あとがき







　三ヶ月の御ご無ぶ沙さ汰たでした。吉田直です。

〝臨界点ぎりぎり小説〟『トリニティ・ブラッド』も、いつのまにやらＲ．レイジ・Ａアゲイン．スト・Ｍザ・ムー．ンズで四冊目、シリーズ通算でなんと八冊目の刊行とあいなりました。毎回懲こりずに、崖がけっぷち崖っぷちと騒さわぎながらも、こうしてなんとかシリーズを続けられているのは、ひとえにふだんから応おう援えんしていただいております読者の皆みな様さまのお陰かげであります。本当にありがとうございます。謹つつしんでお礼申し上げます。




　さて、世の中には〝大義名分〟という言葉があります。

　本来は、「これは善いことなんだから、実行してもＯＫさ！」という意味なんですが、本当に〝善いこと〟をするときに使われたためしなんてありません。たいていは、誘ゆう惑わくに負けた人間がろくでもないことをしでかすときに言い訳として使われるろくでもない言葉です。

　ちなみに、私の場合はもっぱら書店での散財でこの言葉を使っています。

　物書きという仕し事ごと柄がら、けっこう資料集めには気を使っているつもりでして、大学院の友人たちと一いつ杯ぱい飲やったとき面おも白しろい話が出たときはへべれけになってない限りはメモをとりますし、ネットで興味深い記事を見つけるとハードディスクの隅すみに保存しておきます。新聞のスクラップも大好きです。しかし根は活字人間なせいか、やはり圧あつ倒とう的に多いのが書しよ籍せきです。特にいま住んでおります京きよう都とはいい書店さんが多いせいか、買い漁あさった本で腕うでが抜ぬけそうになることもしばしばです。

　では、大枚はたいて買った本は、どのように役に立っているのでしょうか？

　ちょっと机の隣となりにある本ほん棚だなを見てみましょう……

『中世ウェールズをゆく──ジェラルド・オブ・ウェールズ一一八八年の旅』（チャールズ・カイトリー著／関西大学東西学術研究所）──十二世紀の英国騎き士しとカンタベリ大司教のばりばり狂きよう信しん者コンビ……もとい信しん仰こう篤あつき二人による十字軍戦士募ぼ集しゆうキャンペーンの顚てん末まつを記した名著。旅行の費用や宿場町の人情などが事細かに書かれていて、中世ウェールズを巡じゆん礼れい旅行するときにあると便利なガイドブックです……が、タイムスリップする予定はちょっとないので、当面のところは、役に立ちそうもありません。

『虫の味』（篠永哲・林晃史著／八や坂さか書しよ房ぼう）──イナゴやカマキリ、ミノムシなど、多種多様な昆こん虫ちゆう類の料理法と味について追つい究きゆうした実用書。たぶん、核かく戦争でも起これば、その後のサバイバル生活に欠かせない必ひつ携けいの書となるでしょう。

『非日常実用講座──ジャンボ・ジェット機の飛ばし方』（非日常研究会著／同文書院）──ジャンボジェットや豪ごう華か客船から、戦車・潜せん水すい艦かんにいたるまでの操縦法を解説したマニュアル。海外旅行に行った先でクーデターでも勃ぼつ発ぱつして、命からがら逃にげ帰るときなんかには役に立つかも知れませんね。

　……見事に役に立ちそうもない本ばかりだ。私、いったい何を考えてこれらを買ったんでしょうか？　しかも、こういう資料としても実用書としても役に立たない本に限ってむちゃくちゃ面白いんだから、困りものです。

「いいさ、すぐに役に立つ必要なんてないさ。たとえわずかでも関心を惹ひいたってことは、どこかで俺と波長があっているということだから、きっといつかは役に立ってくれるに違ちがいない……」

　書店で散財するたびにいつも、内心でそんな大義名分を唱えるんですが、本棚が八つ、ダンボール箱が五十箱ほど並んだ自室に帰ってくると、なんだか自分がダメ人間に思えてきてしようがありません。本の置き場に窮きゆうしたあげく、並べた雑誌の上に布ふ団とんを敷しいて寝ねるときなど、無む性しように切なくなります。

　このままの生活を続ければ、間違いなく死因は「崩くずれてきた本に潰つぶされて圧死」か「落ちてきた本に頭を直ちよく撃げきされて脳のう挫ざ傷しよう」、もしくは「本代で生活費を使い果たして餓が死し」のどれかでしょう。現についさっきも、床ゆかに並べた本を片づけていたら、落下してきた『理科年表』に脳天直撃されました。非常に痛いです。困ったものです。




　さて、お次の刊行はＲ．リボーン・Ｏ．オン・ザＭ．・マルスⅤ。舞ぶ台たいは某ぼう島国に移ります。

　もしもまだ、崩れてきた本の下敷きになって圧死していなければ、夏あたりにお会いいたしましょう！





吉田　直　拝　　
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